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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　海洋物理学講座日誌





担当　リチャード・クレイ（三年）　　






五月二日（木）

　講座の研修旅行先のシワス海岸にて、古ぼけた灰はい色いろのトランクを拾う。鍵かぎがかかっていて開かない。結構、重い。




五月三日（金）

　トランクを大学に持ち帰り、開けようとするがてこでも開かず、工学部棟とうに忍しのび込んでプレス機にかける。大きな圧力をかけると潰つぶれてしまうので、ある程度の力で時間をかけることになった。責任は檜ひ山やま教授がとると言い張るが、あの人の言葉は全まつたく信用性がない。我々みんな、拾得物隠いん匿とく罪ざいに破損罪だ。




五月四日（土）

　ようやくトランクが割れ飛ぶ。トランクの内部は精せい巧こうな仕掛けの冷れい凍とう庫こだった。これはかなりの代しろ物もので、みんな真っ青になっていたが、教授は平然としている。中には淡あわいピンク色の、直径一センチの卵たまごが二十個入っていた。何の卵かは判わからず、本日の課題となる。




五月六日（月）

　みんなの推論を集めた結果、魚さかなの卵と判定。種類までは判らない。生物科のカルスキー助教授を脅おどかして、冷凍機を研究室に運び込む。檜山さんのやることは──もはや何も言うまい。




五月九日（木）

　檜山教授が突然卵を孵ふ化かさせると言い出す。もともと、こんな高価な冷凍庫で保存してあったものを、そんな勝手に、と我々は止めたが、教授の鶴つるの一声、

「我々が拾ったのだから、我々のものだ」

で、渋しぶ々しぶ取りかかる。ただし、孵化させるのは一個だけ、という条件をようやく吞のませた。再びカルスキー助教授の協力を得、解凍孵ふ卵らん機きを持ち込んで、開始。




五月十日（金）

　孵卵機には卵が一つ。未だ変化なし。しかし、魚の卵など、孵卵機にいれるものだろうか？　教授がいい加減だと生徒もいい加減になる。卵は普ふ通つうの水すい槽そうに入れられる。




五月十四日（火）

　気がつくと、卵がかえっていた。これからはちゃんと日誌をつけます。すみません。卵はやはり魚だった。赤い、ひらひらのヒレを持っている。これは、どう見ても金きん魚ぎよだ。




五月十五日（水）

　全員、金魚で一致。はやばやと教授は興きよう味みを失って、他都市で行われる学会に出席する為ため、出張に行ってしまう。唯ゆい一いつの三年である自分に、その世話が押おしつけられる。この日誌も俺おれの仕事なんだぞ！




五月十六日（木）

　餌えさは近所のスーパーの〝金魚の餌〟にする。面めん倒どう臭くさいが、よく見ると金魚って奴やつは可愛かわいい。親指ほどの大きさだが、どこまで育つか楽しみだ。が、生物科にいるような、なんとか培ばい養よう液えきで育っている二十センチもある金魚は、ほとんど鯛たいで、可愛いどころか気色悪い。
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六月十日（月）

　どうして、たかだか一ケ月で、体長二メートルにまで成長するんだ!?




六月十一日（火）

　檜山教授が言った。

「食費がばかにならない。捨てよう」

　おい。




六月十二日（水）

　教授の口で船を一艘そう借りる。大学の側そばの河から巨大金魚を船に運び込む。金魚なんだか鯛なんだか。夜中から作業を始めたが、手間取って海に出た時は夜が明けようとしていた。しかたないので湾わん内ないの、予定よりだいぶ岸よりで魚を放つ。

「いやあ、よかった、よかった」
















　教授はかんらかんら笑っていた。いいのかなあ。

　そして、朝食の買出しから帰る大学の門の前で、見ず知らずの少女に捕つかまる。







　第一章　佐さ伯えきの社やしろの巫み女こ姫ひめ







　　　　ACT. 1




　澤さわ田だ郁ふみ生おは、朝早くに臨りん海かい公園を散歩するのが日課である。まだ人っ子一人いない夜明け前に起きだして、公園に自転車でやってくる。そして、野の良ら猫ねこのホーリと朝食を分け、暫しばらく戯たわむれた後、マラソンランナーがちらほら見えてくると帰るのだ。

　だから、彼女がそれを見たのも、当然といえば当然だったのかもしれない。

「ホーリ、見てごらんよ」

　眼下に海が迫せまっている塀へいの上に腰掛けていた郁生は、対面にちょこんと座すわっていたホーリの小さな頭を、ぐいっと海に向けた。

「怪あやしい船が一つ。水平線を走っていく──」

　唄うたうように郁生は呟つぶやく。みーっと黒と灰の仔こ猫ねこは鳴いた。

　水平線までてんてんと、水みな面もから高層ビルの残ざん骸がいが林のように天に伸のびている。その林の間をぬって、小さな船が一艘そう、ポッポッポッと走っていくのが微かすかに見えた。

　卵たまごサンドをパクつきながら、郁生の黒い双そう眸ぼうは船ののろまな動きを追い続ける。

「お客が五人。豪ごう気きそうな、おもしろそーなおっちゃんと、若い手て下したが四人……ホーリ、あの茶色の髪かみの人、かわいい。あ、箱だよ、箱。ははあ、こいつあ不法遺い棄き罪ざい、不法海中投とう棄き罪か。まーったく、どーしようもない連中だね……お？」

　不意に郁生の声こわ色いろが変わったのに、ホーリはそのキョトンとした金色の眼を彼女に向けた。

「違ちがうよ、ホーリ。あれは──魚さかなだ。魚だよ」

　そう続けた郁生の声は、明らかに弾はずんでいた。ようやく昇のぼってきた朝日に眼を綺き羅らめかせながら、その遥か彼方かなた数キロメートル先の船上で跳はねる巨大な魚を凝ぎよう視ししている。

　キラリと、魚の鱗うろこが暁ぎよう光こうに反射して、その身体からだは海の中に突つっ込んでいった。

「……ホーリ。決めたよ、行こう」

　ひょこいとホーリの小さな身体を抱だき上げる。常ならば、彼女とは公園だけの付き合いなのに、今日は郁生の自転車のカゴにまで入れられて、ホーリは訝いぶかるようにニャアと一声上げた。

　郁生は喜き色しよく満まん面めんのまま自転車をこいで、臨海公園を後にしたのだった。




　徹てつ夜やして、ようやく大学に戻ってきた途と端たんに、ディックは朝食の買出しを命じられた。なにぶん、研究室では最年少の三年生ということで、唯い々い諾だく々だくと従うしかない彼である。

「ちえっ、三年三年っつうが、俺おれしか三年はいないんだぜ。俺がいなかったら、あの講座、消えちまうんだからなあ。もっと大切に扱あつかってほしいよ」

　道々、不平不満をこぼす。彼の学年五十人が希望の講座に所属し終わった今年の春、海洋物理学講座には彼だけしか残らなかった。この、異常海面上昇時代において、本来ならば海洋物理学は最も人気ある分野であるはずなのだ。ほかの大学では確かにそうだし、この講座がタシル大学にあると聞いて入学した者も、ちゃあんといた。

　問題は、座ざ長ちよう──もとい、講座担たん当とう教授、檜ひ山やま寅とら彦ひこ氏にあった。

「なんで俺一人だけなんだ!?」

　と、愕がく然ぜんとした朝、他の十二の講座に無事属し終わった級友が、ディックに向かって異い口く同どう音おんに言うには、

「お前、寅ちゃんの噂うわさ、聞いてなかったの？」

　へえへえ、聞いてませんでしたよ。彼等の言葉と、後に聞かされた噂の内容を思い出しながら、ディックは心中呟つぶやいた。聞いていたら、今いま頃ごろは……。先せん輩ぱいや院生を含ふくめて、他に五人も講座生がいるのが不思議でたまらない。もしかすると、自分と同じ口なのかも。

　よく他の研究室に移らないもんだと妙みように感心しながら、コンビニエンスストアの袋を振ふり振り、大学の門をくぐろうとした時だった。

　ぐわしっと、左の腕うでを強く牽けん引いんされ、危あやうくよろめき倒たおれそうになる。

「な、なんだっ!?」

　驚おどろきの声を上げ、慌あわてて振り向くと、そこには見知らぬ少女が佇たたずんでいた。

　大学の学生にしては、少々年が足らないようだ。身体つきは十六、七だが、顔つきはやんちゃな少年のように潑はつ剌らつとして、女の色を感じさせない。肩先にかかる黒い髪かみもざんばらで、あまり手入れはしていないようだが、天質なのか艶つややかで豊かだった。そして、ディックを圧あつ倒とうせんばかりに若々しい香かおりが振りまかれるその裏で、よく見ると、どきりとする美少女の容よう貌ぼう。

　面識は一度もないなと心に確かめ、多少ディックは気けおされながら応こたえた。

「何か俺に用かい？」

「さかな！」

　ぎょっとなる程の大声を彼女は上げた。唐とう突とつなことにディックは啞あ然ぜんとなったが、すぐさま少女の言葉の意味に気づき、

「え!?」

　こちらも負けず劣おとらずの驚きよう愕がくの声を飛ばし、次の瞬しゆん間かんに自分の口を封ふうじる。そして、少女が二の句をつぐ前にその細い手首を摑つかむと、たたーっと学内に走り込んだ。そのまま手て近ぢかの校舎の裏に逃にげ込む姿は、ランデ・ヴゥか、はたまた誘ゆう拐かいか。

「き、きみ」

　運動と緊きん張ちように速い鼓こ動どうを押さえ、トーンを低くしてディックは尋たずねた。

「どうして──あれのことを？」

　思い過ごしかもしれないので、言葉を濁にごす。が、やはり、思い過ごしでも他のなにものでもなく、

「あたし、見たんだよ、今朝。タシル湾わんをボロっちい船が一艘そう……」

「うわわ！」

　大おお慌あわてでディックは手をばたつかせ、彼女の声を搔かき消した。その拍ひよう子しに、袋の中身をぶちまけてしまい、芝生しばふにカップラーメンが転がった。

「あ、やばい」

　ともかく、カップラーメンを拾う。身を屈かがめながら、ディックは少女を一いち瞥べつした。にっ。そんな擬ぎ態たい語ごがぴったりな笑顔。彼の次の出方を待っている。

　朝飯を拾い終えるまでに、ディックは平静を取り戻もどした。見られたのは彼女だけだろうか。魚を海に逃がすこと自体は罪つみにならないはず。大きさに多少の問題はあるが、タシル湾で異常繁はん殖しよくするとは思えない。大体、タシル湾の海中生態系なんか、まだ形成されていないも同然じゃないか。

　問題は、奴やつの為ために使い込んだ金の出所である。

　ほとんど食費に化けて──学内の者にバレたら、絶対、まずい。

「……それで、君は何が言いたいんだ？」

　まさか、こんな少女が脅きよう迫はくするわけはなし、単なる好奇心で追つい跡せきしてきたのだろうと踏ふんだディックは、立ち上がりざまにそう聞いた。

「あの魚のこと、知りたいの」

　ほらな。自分の思ったとおりの展開に、ディックはふんふんと頷うなずいた。

「知りたいと言われても、教えてあげるようなことはなにもないよ。あれは単に育ちすぎた金魚さ」

「あんな巨おおきいのが金魚？」

「そうとも。巨きくったって金魚。それでいいだろう」

「二メートル近くあったのに？」

「もともとは金魚だった……」

　ディックの言葉は尻しりつぼみになった。

　あの魚は、研究室を出る以前から、外から誰だれにも見られぬようブラックボックスに入れていた。奴の水すい槽そうに触ふれたのは、教授と講座生のみ。誰にも見せていない。船長にも。

　そして、外から見ることができたのは、海に捨てた時のわずか一分にも満たない。周囲にその光景を覗のぞける船はなかった。一応、陸から望遠鏡で観ても判はん然ぜんとしない位置まで行ったし。残るは、吞み込まれたビルの内部から見るしか、彼女が魚を見る手段はないはずだ。しかし、あそこはいつ崩くずれるか判わからないので、立ち入り禁止になっている。

　二メートル近くもあったのに──？

　ディックはじっと彼女を見下した。そして、

「……魚を、どこで見たって？」

「タシル臨りん海かい公園」

「そんな所から見えるはずないじゃないか！」

　反射的にディックは咎とがめるような否定の声を上げた。少女──郁生は、しかしながら、微み塵じんもひるむ様子なく、

「見えるんだ、あたしには」

　きらりと、彼女の双そう眸ぼうが妖あやしい光を放った。

「昔むかしから、よく視みえるんだ」

　にやり。自分を見み据すえる、怖こわいもの知らずの少女に、ディックは完全に気押されてしまった。元来、彼は女が苦にが手てである。理系男の悲しい性さが、めったに受けぬ少女のまっすぐな視線にあたふたし、加えて、得え体たいの知れぬ彼女の自信、言葉に、逃にげ道を必死で考え出そうとした。

　不意に、わやわやと人の集団の気配が飛び込んできた。登校の第一陣がやってきたのだ。

「あ、一限が始まっちまう」

　しめたとばかりに、腕時計を見、ディックは逃げるように踵きびすを返した。が、それで振ふり切れるはずがないのは、血を分けた『少女』を持つ彼には厭いやというほど判っていた。

「ねえねえ、あれ、見せてよお」

　郁生、ひょこひょことついてくる。学生の群れに交じっても、ディックの服を摑つかみ、

「ねえ、ねえ、見せて見せて見せてえ」

　おもちゃをねだる子供のようである。周囲の忍しのび笑いに顔を赤らめたディック、足が無意識に速くなるのも無理はなかった。

「ねえねえ」

「あれは一匹しかいないんだっ」

　誰にも悟さとられぬよう、小声の早口でディックは言い返した。が、

「うそつきーっ」

　あっさりと蹴けられる。

「もっといるはず。もっといるはずだよ、さかな！」

「うわあ！」

　慌あわてて声を声で搔かき消して、少女の手首を再び摑み取ると同時に、だだーっとディックは逃げ出した。

　冗じよう談だんじゃない！

　一分後には、彼等二人は理学部棟とうに飛び込んで、エレベーターの中で荒あらい息いきをついていた。冗談じゃない、どんなところから彼等の研究室の使い込みがバレるか判ったものではないのだ。

　見ると、コトが自分の望む方向に行っていると思っているらしく、郁生はにこにこと笑っている。嬉うれしくてたまらないといった風だ。

　墓ぼ穴けつを掘ほる。

「…………」

　負けた。

　ディックは白旗を掲かかげた。負けた。若さの、幸運を強ごう引いんに引きつけるパワーには、勝てん。二十はティーンエイジャーにはしょせん勝てないのだ。

「……君、名前は？」

「澤田郁生。あんたは？」

「リチャード・クレイ。海洋物理学講座の三年。もう、しかたないなあ。内ない緒しよだぜ、誰にも言うなよ」

「はーいっ」

　気持ちいいくらいの返事を郁生がすると、ちょうど彼の研究室がある六階にエレベーターは着いた。

　海洋物理学講座の研究室は、エレベーターから最も離はなれた、廊ろう下かの一番奥おくに居を構えている。人の出入りが少なく（檜山教授が各研究室をうろつき回る癖くせがあるので、彼を探す時にはここは一番最後に訪おとずれる所だった）、秘ひ密みつ裡りに魚を飼かうには適していた。

「ただいま帰りました！」

　そう言いながら部へ屋やに入ると、案の定、

「遅おそいっ！　ディック、お前は私を一限の講義に行かせん気か？」

　檜山教授の怒ど号ごうが飛んでくる。すみませーんと謝あやまりながら、郁生を連れ立って奥の部屋へ行くと、六人の男がポットを傍かたわらに机について待っていた。

「遅いぞー、ディック」

「キツネあったかー」

「ヤキソバはあ？」

「なんだあ、その子は」

　口々に研究生がディックに話しかける。

「可愛かわいい娘むすめだねー。お前の彼女か？」

「いや、彼女は……」

　はて、何と答えたものだろう。一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたディック、気づいた時には既すでに彼の手からコンビニの袋は奪うばわれていて、みなは黙もく々もくと作業をしていた。ぺりりと封ふうを切り、かやくを振ふりかけ、たれを落としお湯を注そそぐ。いつものことながら、みんなの気移りの速さにディックは憮ぶ然ぜんとする。それを見て、ケタケタ笑うは郁生。

　三分の待ち時間が訪おとずれると、再び場は騒そう々ぞうしくなった。

「君、名前は？」

「え。澤田郁生」

「年は？　この大学の子？」

「十七だけど」

「若いっ。高校はー？」

　たたみかけるように研究生が問いかけるのに、彼女も少々面食らっているらしい。

　檜山さんは、とディックが瞥べつ見けんすると、初老にさしかかったおじさんは、待ち時間の三分を無む駄だにせず、ぱくぱくとメロンパンにかぶりついていた。マイペースな御ご仁じんである。

「お、三分だ」

　誰かが言うと、合わせたように一斉に手が伸のび、彼等は無心で朝食を取り始めた。

　ずるずるという麵めんをすする音のみが暫しばらく続いた後、ごっそさんの挨あい拶さつで彼等は立ち上がり、稲いな妻ずまのごときスピードで部屋を飛び出していった。最後に、

「朝はあまり入らんな。んじゃ、後片づけ頼たのんだかんね」

　悠ゆう々ゆう閑かん々かん出ていくのは檜山教授。電でん光こう石せつ火かのできごとに郁生は啞あ然ぜんとなり、ディックは肩をすくめてみせた。

「みんな、どうしたの？」

　ゴミ袋にカップを押し込めているディックに、怪け訝げんな面おも持もちで郁生は尋たずねた。

「一時限の講義に行ったんだよ。院生は教授の手伝いに。俺は二時限からだから後片づけ」

　別に、二時限からでなくとも、掃そう除じは彼の仕事なのだとは言わない。

　そうして、遅い朝食をディックも取る為、カップラーメンに湯を注ぐ。

「あたしも食べたーいっ」

「はいはい」

「ホーリも食べるよね」

　へ？　とディックが振ふりむくと、郁生はしょっていたサックを下ろし、中から黒と灰はいの器量よい仔こ猫ねこをつまみ出した。

「ほー。可愛かわいい猫だね。ペットかい」

「違うよ。友達だよ」

　でき上がったラーメンを、二人と一匹はすする。

「臨海公園の捨て猫？　いくつくらいかな」

「もう五年くらいつきあってるかな」

「五年？　その割には成長してないなあ。仔猫に見えるじゃん」

　そこまで喋しやべって、はたとディックは気づく。

「まさか、その仔猫の食費が苦しくって、巨大魚を……」

「まさか！　そんなセコい真ま似ねしないよ！」

　きゃらきゃら郁生が笑うのに、そうだよなー、セコいよなー、と、納得してディックは頷うなずいた。そう言えば、巨大金魚の食費のやりくりができなくなった時、よくあの教授が食ってしまおうと言い出さなかったもんだ。やはり、金魚なんぞ美う味まいものでもないからな。

　二つ目のカップラーメンに取りかかったディックを後に、食べ終わった少女と猫は、隣りん室しつの実験器具を見回っている。

「ディックー、この砂と水の入ったの、なあにー？」

「海食の実験装そう置ちだよ。手を触ふれないでくれ」

「ねー、この円まるい筒つつはあ？」

「水圧調整機」

「このモザイク、なあに？」

「あーっ、猫を近づけんでくれ！」

　壁越しに暫く会話が続いたが、ふと、向こうからの問いかけが消えた。

「…………？」

　何やら嫌いやな予感に心急せいて、ディックはカップを手にしたまま実験室を覗のぞき込んだ。

　生物科からかっぱらってきた冷れい凍とう機きの扉とびらを開き、その前に郁生は座すわり込んでじっと中を凝ぎよう視ししていた。

（ま、まずい）

　そう、例の巨大金魚の卵十九個が並べられている、冷凍庫の中を。

　郁生の次の言葉を、ディックは観念して待つしかなかった。




　　　　ACT. 2




「ディックはどこに行ったって？」

　不ふ機き嫌げんそうに檜ひ山やま寅とら彦ひこ氏が尋たずねたのに、海洋物理学講座の研究生一同がびくっと戦おののいた。ようやく今年度になって、教授のわがままいじめという魔まの手から逃のがれて安あん堵どしていた四年生が、一番慌あわてふためく。ディックがいないとすれば、再び彼等二人に役が回るのだ。

「あいつなら、ほら、一昨日の彼女と一いつ緒しよにどこか行っちゃいましたよ」

　最年長の院生二年が答える。彼に累るいが及およぶことはめったにないから気楽なものであった。

「むむむ、授業も放っといて、女子高生をかどわかしとるとはけしからん奴やつめ。キタモト！　ジョージ・キタモト！」

　ほら来た、と言わんばかりに肩をすぼめて、四年のジョージ・キタモトは檜山の側そばへ駆かけていった。

「あ～あ、ジョージの奴、かわいそ」

「全まつたく、全く。ディックの野郎、後で大変だぞ」

　難なんを逃れた研究生たちが、哀あわれみと同情の眼をもって、生いけ贄にえの為に祈いのってやる。しかしながら、自分が変わってやろうなどと心を震ふるわす奇き特とくな人物はどこにもいなかった。

「あのイジメ心さえなければ、いい先生なんだが……」

「キタモトーッ！　ヘドロ採とってこーい、いいか、川底深くの、良質の奴だ！」

　今日も元気に、海洋物理学講座の研究室では天下の号令が響ひびいていた。




　さて、噂うわさの御ご仁じん、リチャード・クレイ（20）は、話のとおり先日の彼女こと澤田郁生とともに、タシル湾わん上にボートを浮うかべて釣つり糸を垂れていた。

「あんたも暇ひまな奴だねえ」

　憮ぶ然ぜんと郁生は言う。ムッとなったディック、

「心配でおちおち勉強なんかしてられるか」

「小心者」

「責任感が強いと言ってくれ」

　じと目でディックは郁生の足元の水すい槽そうを眺ながめる。中には、一ケ月ほど前に研究室で観察していたものと同じ稚ち魚ぎよが泳いでいた。

「どうして、解かい凍とう孵ふ卵らん機きまで使って五日かかったものが、たった一日で孵化するんだか……」

　つまり、一昨日のことである。

　数十分前に出会ったばかりの十七の少女に、ディックは研究室最大の機き密みつである巨きよ大だい金魚の卵を、一つ、不本意ながらも譲ゆずってしまったのだ。譲る。正確には、『脅きよう迫はくされ、奪うばわれる』だ。

（学内中にバラすなんて言われたら、言うとおりにするしかないじゃないか）

　自分を慰なぐさめるようにディックは思う。研究室の皆には内ない緒しよのことである。告白したら最後、彼の雑務は倍増、これから卒業まで何をされるか判わかったものではない。

　それでもって、この孵化してしまった金魚から、彼等の使い込みの足がついた日にゃあ、ディックは立ち直れない。

　それは、こういうシステムだから。

　足が出たことがバレる。

　学校から檜山教授、怒おこられる。

　教授、癇かん癪しやくを起こす。

「お前になんか、卒論単位くれてやらんもーん」

　これであった。この事態だけは避さけたい避けたい。

　よって、彼は妙なことにならぬよう、郁生ごと金魚を監かん視しする羽は目めになったのである。

　なったのであるが……

「……ふあああ」

　ディックは大きく欠伸あくびした。昨日も今日も、こうやって釣つり糸を垂れっぱなしだ。これは、郁生に『魚の餌えさは？』と聞かれた際に、

「始めは金魚の餌でよかったんだけどさ。二日もたったらもうそれだけじゃあ足りないんだよ。やっぱ、魚食わせてさ、しまいにゃあマンボウでもかっぱらってこようか、って相談してたくらいだぜ」

とディックが答えたので、その餌採さい集しゆうだそうである。

「ふわああ」

　二度目の欠伸を、手足を伸ばしながらする。若い太たい公こう望ぼうらにはうららかな初夏の海は、ちょいと退たい屈くつすぎ、海も海で二人をばかにし続けていた。

「郁生ちゃーん。学校に行かなくていいのかよ」

「試験休みだもん。自分のこと棚たな上あげして。ホーリ、いたずらするなよ」

　水すい槽そうに手をかけようとした猫を片手で制して、郁生は再び水みな面ものうきに集中する。いい加減厭いやになったディックは、釣り竿ざおを置いてホーリを抱き込みながら、ボートに横になった。

　にーっと、不満げな声を上げるホーリ。

「お前、ほんとに小さいなあ。なんでこいつ飼かわないんだ？」

「友達だから」

　単純な返答がくる。次の言葉が続かないので、ディックはしかたなくぼけらーと空を眺ながめた。

　雲一つない、スカイブルーの天てん穹きゆうである。吸い込まれそう、とはよくいった形容詞だと彼は思った。絵の具の空色をぶちまけたようにも見える。

　そして、視界の隅すみに、細長い旧きゆう都市の遺い骸がい。

　五、六年前は、ここもまだ都市機能を保っていたのだ──ディックは中学の頃ころを懐かい古こした。

　海が押し寄せてきた。

　なにもこの都市が初めてではない。十数年前から、世界の此こ処こ彼処かしこで生じ始めた現象だ。海は零ぜろメートル地帯を確実に襲おそい、人々を高台に追いやった。都市は海に吞のまれ、澪みお標つくしのように高層ビルの頭が林立するのみの海原うなばらになってしまった。

　高台は低地と化し、第二の標ひよう的てきとなっている。都市国家タシルも例外ではない。低地からの人口流入に街まちは活気づいているが、不安は拭ぬぐいきれない。三方を沙さ漠ばくに囲まれるタシルに、なんとか後をつくろうと、現在政府は沙漠緑化都市計画を進行中だ。タシル大学理工学部の教授もプロジェクトに幾人か加わっているらしい。

　我が海洋物理学講座は、この異常な速度で進行する海面上昇の原因を研究、解明する、はずの研究室である。

（俺が研究に携たずさわったといえば、砂洗いにヘドロ採さい集しゆう、テトラポット磨みがき……やめよう、虚むなしくなる）

　虚きよ脱だつ感かんを払はらう為、ディックは頭を振ふった。

　せっかく檜山教授のわがままから抜ぬけ出してきたのだから、もっと別のことを考えよう。たとえば、この謎の少女・澤田郁生のことでも──

「郁生ちゃん」

「んー？」

「聞きたかったんだけどさ、なんでこんな魚、欲しいんだ？　食費ばっか嵩かさんで、大変だぞ」

「だからこうして採とってるじゃん」

「そうじゃなくて」

　ディックは上半身を起こした。何気なくホーリの両手をとって、開いたり閉じたりさせながら、

「まさか、大きくして水族館に売るつもりじゃないだろうな」

「まさか！　安心しなよ、最初の約やく束そくどおり巨おおきくなりすぎて育てられなくなったら、海に放つから」

　ケラケラ笑いながら郁生は答える。そして、

「あたし、視みえるんだ」

「？」

「この、巨きい魚の姿が、瞼まぶたの裏に視えていた」

「どういうことさ」

「言葉のとおりだよ。もう、二、三年前からかな。始めはうっすらと、次第に霞かすみが晴れて、この六月に入ってから鮮せん明めいに。何十何百匹と群れをなして泳いでいくの」

「視える……」

　その言葉がディックには引っ掛かかってしようがなかった。視える。臨りん海かい公園から視た。昔からよく視えた。郁生の声が耳に蘇よみがえる。

「それは、この間言っていた、目がとてつもなく良い、というのと関係があるのかい」

「多分ね」

　ためらいがちに一言一言区切ってディックが尋たずねると、予想に反してあっさり少女は肯こう定ていした。

「そんなに昔から良かったわけじゃない。五、六年前ぐらいからどんどん視力が上がったの。５・０はあるって、眼科医が仰ぎよう天てんしてたよ、あはは」

　あっけらかあんとした娘だな、とディックは考えた。郁生は言葉を続けた。

「眼だけじゃないよ。耳もよくなった。第六感も冴さえてる。それってさ──やっぱヘンじゃん？　普通は年とるとそういうのって衰すい退たいしていくじゃん。あんたもコンタクトでしょ」

「老化じゃないっ。勉強のし過ぎだ」

「どーだか。でさ、魚。これはもうヘンのなにものでもない。この魚を見つけたら、じゃあ他のヘンも原因が判るんじゃないかなーっと思ってたんだ」

「それで、手に入れたかった、と」

「そうそう」

　ディックは水槽の中で、悠ゆう然ぜんと泳ぎ回る金魚を凝ぎよう視しした。

「原因……たとえば、瞼の裏に焼きついてしまうような事件があって、自分は忘れているとか？」

「うん。それとか、本当の親が金魚の養よう殖しよくを経営していたとか」

　何気もなしに、全く調子を崩くずさず郁生が応こたえたので、危うくディックは軽く頷うなずいて流してしまうところだった。

「!?」

　眼を見開いて、驚きよう愕がくも顕あらわに郁生を見つめる。その視線に気がついたか、今まで水面にずっと向けられていた顔を、太たい公こう望ぼうは向けて、

「なんて顔してんの。そだよ、あたし、養女なんだ」

「郁生ちゃん……」

　名前しか出てこなかった。

　だって。

　だって郁生ちゃん。

　こんなにあっけらかんとしていて。

　こんなに屈くつ託たくなくて。まっすぐ前を向いて。

　それでなくても、妙みような超ちよう能力もどきの件もあるのに。

「なあにしんみりしてるの？　大だい丈じよう夫ぶ、あたし、父さんも母さんも好きだよ。昔から養女だって言われてたし、兄弟もいないし、こんなヘンな能力も、遺い伝でん的てきかもしれないって妙な安心感持てるしね。当人が悲観してないのに第三者が暗くなってんの、ばかみたい」

　ディックの想おもいを知ってか知らずか、きゃははと郁生は笑った。それがどうも、場をつくろっているだけのように見えて、ディックはますます落ちこんだ。悪いことを言わせてしまった、辛つらいことをさせてしまった。後こう悔かいの念が胸をうずまく。

　下をうつむく感情を隠かくすのが下へ手たなディックを見た郁生、ムッと口を曲げた。そして、

「あのねえ、そういうの、やめてくれない。それって、同情でしょ、憐れん憫びんでしょ。つまり、自分はそうじゃなくてああ良かった、っていう高こう慢まんの裏返しじゃない。そういう方が──傷きずつく」

　憤ふん然ぜんと言う。

　ディックがその言葉を消化するのに数秒かかった。そして、次の瞬しゆん間かんに、一気に真まっ赤かになる。

「あ──ごめん。あ、その……そういう意味なんか……その、ごめん」

　どもりつつ言葉を綴つづるが、巧うまくいかない。尻しりつぼみになって、ごめん、その言葉しかでない。

　それを、腰に手をあてがい、むんとむくれて聞いていた郁生が、いきなり吹ふき出した。

「あは、あはははっ。あんたって、かっわいーっ」

「え？　な、なに？」

　彼女のけたたましい笑い声に、ディック、面食らって動転する。

「あー、笑いすぎて涙がでちゃう。ディックって、純じゆん粋すいだね、何も言いかえせなくなってるの。おっかしいーっ」

「お──」

　ようやく、少女にからかわれていたと気づき、今度は別の意味で声が出なくなるディック。口をぱくぱくさせるだけのディックを見て、郁生は更さらにけらけら笑った。

「ばーか、そんなことであたしが傷つくと思ってるの。そうやってさ、どうも人はこういうヘンなモノとか、人とは違うトコロがある人間は、それに対して多かれ少なかれコンプレックスを持っている、そういう奇き妙みような観念があるんだよね。あたし、そういう考え方、嫌きらいだから。皆が皆、同じじゃないんだぞって。あたしなんか、どちらかっていうと、変わってることを自じ慢まんしたいタイプだし。ディックは、いいなあ、先入観が固定されてなくて」

「は？」

「世間様に毒どくされてないってこと」

　つまり、世間を知らないガキみたいってことか？

　これはばかにされているのだろうか、それとも褒ほめられているのだろうか。三つも年下の女の子に言われる筋合いはない──わけでもないので、怒おこることもできず、とりあえず、

「……ふ、郁生ちゃんて、強いんだね」

　当たり障さわりのないことを言う。それを受けて、ニッと郁生は笑った。そして、

「女の子は根本的に強いんだよ」

「そんなものかな？」

「そうだよ。だって、女の子ってさ、自分中心に世間を見るもの。世界は自分の回りを回っているってね。男は違ちがくて、他人を基準に物事考えるでしょ。他人のことばかり、いわゆる人の目を気にしてばかり。そういうのって、弱いよね」

「そ、そうかなあ……」

「そうだよ」

　断定的に郁生は言った。

「あたし、考えるんだけどさ。女が強いのは自己中心的だからって言ったけど、利己主義って奴やつは一般道徳観念じゃあ、イヤなもの、いけないコト、そういう風に見られているけど、本当は違うよね」

「？」

「女が自己中心的なのは当然だよ」

「どうしてさ」

「妊にん娠しんするんだもん」

「？？？」

「だってさあ。胎たい児じって、母親にとっては完全に異物なんでしょ、生物学的にも。ぜーんぜん違ちがうもの自分の中に入れてんだよ。怖こわい話だよねえ、十ケ月間も。五ケ月すぎたら、もう中にいることが判わかるんだよ。蹴けつまずいたら流れちゃう、死んじゃうかもしれないんだよ。あたし、自分が妊娠した時のこと考えたら、一晩眠れなかったもん。怖い、怖い。妊娠するって、すごいことだよ。キヨミズの舞ぶ台たいから飛び降りる決心が必要だよ。子供の人生、全すべてかかってくるもんね。母胎の一いつ喜き一いち憂ゆう全てが比ひ喩ゆじゃなくて本当に生死につながるもの。世界がかかってくるんだもの。自分の中に世界のレセプターがあるんだもの、自己中心的どころじゃなくて、本当に自分が中心なんだからなあ。女は強いよ。うん。男には解わからないだろー、妊娠の不安なんかないもんね。あー、怖い怖い」

　そこまで一気に捲まくしたてると、郁生は身み震ぶるいしてみせた。呆ぼう然ぜんとディックは彼女の主張を聞いていたが、ポツリと、

「男の不安は妊娠させてしまった現実だと思う……」

「なんだって？」

「あ？　いや、なんでもない。いやあ、郁生ちゃんは立派だねえ」

　などと、頓とん珍ちん漢かんなことを言ってごまかすディック。郁生は憮ぶ然ぜんと見返した。

「ディックはどう思う？」

「え？　妊娠？」

「違うよ、女が強いってこと」

「ああ──確かに、女の子は気が強いし、しっかりしてると思うよ。でも、腕わん力りよくは男にはかなわないけどね。あたり前だって？　そういう話じゃないか。んー、でも、それってつるんでいる時だけじゃないかなあ。一人だと結構心細いもんじゃないかね」

　今はほとんど身近にいない女子のことを、小中高時代を思い巡めぐらせながら、ディックは答えた。郁生はちょっと肩をすくめてみせると、

「つるむ、ね。あれも自己中心っていうのがよく現れているもんね」

「どこに？」

「集団化するメンバーにね。気の合う同士じゃないと、絶対メンバーに入はいれないもん。入ったとしても、居づらい。別に、いじわるしてるわけじゃないんだ。問題は、話が合わない、これだよ。女の子の話って、グローバルじゃないから、話題に共通部分がないと、とことん合わない。一いつ般ぱん的てきな話をしても、途と中ちゆうでぶちって切れちゃう。必然的に話の合う同士ばかり話すようになるじゃん。よって（【はみだし】が生じるってね。これが巷ちまたで噂うわさのイジメとは違うから、誤ご解かいされるんだけどさあ、男は違うでしょ？」

「うーん、そうだなあ。別に、特に親しい間あいだ柄がらじゃない奴やつとも平気で話が続くもんなあ。女の子の世界って奥が深いね。いやあ、びっくりびっくり」

　ふんふんと、えらく納なつ得とくしたていでディックは頷うなずく。

「だからさ、男が女に優しくするのは普ふ通つうだけれど、女も女に対して優しくしなくちゃなんないわけね。そうじゃないと摩ま擦さつが生じるから。お互たがい強いから。妥だ協きようできないの」

「そんなものなのかなあ」

「女が男に対する態度は厳きびしくていいんだよ、逆らえないから」

「おいおいっ。十七の娘が何言ってるっ」

　冗じよう談だんじゃないぞと言わんばかりにディックが窘たしなめると、郁生はまたケラケラ笑った。

　よく笑う子だ──そう思いながら、もしかして、この子は、彼女の言うところの集団からはみ出してしまった子なのでは、とおもんぱかるディックだった。

「郁生ちゃん──友達は？」

「いるよ」

　あっさり返事がくる。

「一人でいる時は、一人でも大だい丈じよう夫ぶだと思ってたけどね」

　いつになくボソッと郁生が呟いたのを、ディックは聞き逃のがした。え？　と聞き返すディックに、少女はずいと身を乗り出して、

「なあに、人の友達の心配なんかしてさあ。あ、ははあ、解ったぞ。あんた、あたしと『オトモダチ』になりたいんでしょー。え、え、ほれほれ、図ず星ぼしでしょ」

「えっ？　ばっ、ばか、そんなんじゃないよ」

「あ、じゃああたしなんかとは友達になんかなりたくもないってんだ。いいもん、どうせあたしははみ出しもんだもん。ふん、いいよいいよ」

　押おせば突つっ返されるし、引けば泣かれるし、ディックには全まつたく選せん択たくの余地はなく、振りまわされるがままだった。すねて竿さおを握にぎりしめる郁生に、参ったと頭を搔かきながら、

「わかったよ、すねるなよ、ガキじゃあるまいし。いいよ、友達にでもなんにでもなってやるって。おーい、郁生ちゃーん？」

「……じゃあ、向こう一週間、あたしに付き合いなよっ」

「えーっ!?　一週間もこの魚さかな釣つりを続けるっていうのかよ！」

　不満の悲鳴を上げながら、いったい檜山教授になんて弁明しよう、皆の仕打ちが恐おそろしい……と苦悩するリチャード・クレイ（20）であった。




　　　　ACT. 3




　事件の兆きざしは、山さん雨う来たらんとして風かぜ楼ろうに満つ、これである。今回、楼の舞台に選ばれたのは、タシル大学理学部棟とうのＢ─６階、ご存じ海洋物理学講座の研究室。

　風は、本当に風のように訪おとずれた。

　その時、檜山寅彦は苛いら立だっていた。

　リチャード・クレイがいない。

　別に、檜山教授にホの気があるわけではない。

（あいつをからかうのが、今や一番の楽しみになってしまった……）

　ディックはとっさに言葉の出てこない人間である。反論できない人間である。人の言ったことを鵜う吞のみにする質たちであり、からかいがいがたっぷりとあった。

（他の奴やつでは物足りなくなってしまった。つまらん）

「つまらん」

　ぶつ、と檜山教授の一言で、研究室一同がぎょっと振ふり向く。

「つまらん、つまらん、つまらん」

　ぶつぶつぶつ。この『ぶつ』が始まったら最後、犠ぎ牲せい者しや選びをしなければならない。

「あのう、お暇ひまなら、明日からの学会の資料でも目を通しておけば……」

　院生一年がおそるおそる進言する。

　あっ、ばか。

　口には出ない皆の声が研究室内に充じゆう満まんした。彼は他大学から院に入ってきた、研究室にとってはディックと同じ新入生である。が、院生でもあり、ディックの存在の陰かげに隠かくれていた為、その被ひ害がい数はごく少ないものであった。だから、こんなおおぼけをかましてしまうのも、しかたがないといえばしかたなかった。

　だからといって、どうなるものでもない。

「なあにい？」

　じろりと教授が院生一年をまなじりから睨ねめつける。いかん。目が笑っている。

「今日の犠牲者は津つ野のだな」

「ああ」

　ぼそぼそと、裏で皆が内ない緒しよ話ばなし。新しい獲え物ものだとばかりに、目をへの字に曲げてにじりよる檜山のトラちゃんに、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとき院生一年・津野。

　二人の緊きん張ちようが続く──

　それを破ったのは、ドアをノックする軽い音だった。

　ホッとみなぎる安あん堵どの息。ちえーっと舌打ちするのは檜山寅彦のみだった。

「はーい、どちらさま」

　あたふたと、もう一人の院生一年がドアを開けに行く。果たして、そこには学務のおばちゃんが佇たたずんでいた。

「檜山さんっ、電話線切らないで下さいよ。全まつたく、何回かけても通じないんだから」

「す、すみません。おーい、誰か電話線切ったかあ」

「えっ、あれ電話線だったの」

　間抜けた返事が飛んでくる。教授がずぼらなら、学生もずぼらになるものか。

「檜山教授にお客様ですよ。お連れしましたから」

「お客う？」

　面倒臭そうに奥から檜山教授の声が響ひびく。学務のおばちゃんは怪け訝げんげにじろじろと室内に視線を投げつけると、そそくさと去っていった。

　その行動に、応対した学生が疑問を抱いだく暇ひまもなかった。

　中に入ってきた二人の客を見て、研究室の全員が啞あ然ぜんとなってしまった。

　一人は、二十七、八歳の、金きん髪ぱつ碧へき眼がん長身の、ひどく顔の整ととのった、俗ぞくに言う【ホスト顔】の男だった。ホスト顔とは、高級俱く楽ら部ぶにいるホストのような、化け粧しようをしていても全く違い和わ感かんを与あたえない、白はく皙せきの美び貌ぼうのことだ。実際、男はくっきり判わかるほど、化粧をしていたし、首元にも手首にも、ちゃらちゃら金物を光らせて、伊だ達てに身を飾かざっていた。

　そいつだけでも、こんな地味な物理科の建物にいることが仰ぎよう天てんものだというのに、問題は二人目の客だった。

　十七、八の美少女だった。

　それだけならまだしも、彼女は巫み女こ姫ひめだった。

　巫女姫。

　双方の肩から垂れる紅くれないの絹けん布ぷが彼女の身分の証あかしである。

　緑の黒髪を同じ紅の大きなリボンでまとめている。ぬばたまの闇やみを切り取ったような、大きく円つぶらな双そう眸ぼうは、巫女姫、その肩書きに似につかわしい不可思議な光を秘ひめていた。ぎょっとするほど、白く抜ぬけるような肌はだ。うっすらと妖よう艶えんな笑えみを浮うかべる紅の唇くちびる。

　小こ柄がらでほっそりとした身体からだから漂ただようは、霊雰。
















　これには皆、度ど肝ぎもを抜かれた。いつ、どんな場でもマイペースを誇ほこる檜山教授さえも、口を半開きにして彼女を凝ぎよう視ししている。

「座すわってよろしいでしょうか」

　巫女姫の、静かで落ち着いた声で、全員我われに返った。凝固していた研究室内がにわかに慌あわただしくなる。

「あ、座りたまえ」

　なんとか態勢をとりつくろって、檜山教授は言い渡した。ばたばたと、ベッドと化していたソファとテーブルを学生が片づけ、二人は座る。その物腰も優ゆう雅がに、さすがは巫女姫、身体に仕込まれている。対して男の方は、一いつ挙きよ一いち動どう、どこかしら気き障ざな、嫌いや味みな臭においがあって、鼻はな白じろみものだった。

　檜山教授、既すでに自分の調子を取り戻した様子で、向かいに腰掛ける。

「で──どちらさんで？」

　そう切り出した教授に巫女姫が返答しかけたのを誰かが遮さえぎった。

「あ、郁生ちゃん」

　澤田郁生の名を口に出したのは、四年学生だった。その名を耳にした巫女姫と男の顔が、ピクンと引きつったことに気がついたのは、檜山教授だけだった。

（注）彼はだてに教授をしているわけではない。

「そーいやあ、この間の子だ」

　まわりが同調し始める。

「え？　全然雰ふん囲い気きが違ちがうよ」

「でも顔が一いつ緒しよだ。同じだ」

　わいわいと、わずかな時間の面識の少女を持ち出して、彼等は意見を交わした。物理科の学生は変なところで目め敏ざとく、記き憶おく力りよくを発揮する。

「まてまて。まずはどこが相そう違いなのか挙げ出そうじゃないか。決断はそれから……」

　話が妙みような方向に行きそうなのに、巫女姫、

「あの」

　凛りんと張った声に、一同水を打ったように静まる。巫女姫はおもむろに言った。

「私の名は佐さ伯えき紅べに生お。あなたがたのおっしゃる郁生という少女は──おそらく、生き別れた双ふた子ごの妹です」

　生き別れた、双子の、妹。

　この三単語に、場内騒そう然ぞんとなる。

　そんなっ！

　まるで昼の奥様メロドラマでもあるまじき三つの言葉が、こんな、世の人が敬遠して通る物理屋の研究室の中で、いとも簡単に聞かれてよいものだろうか!?

　んなこたあ、たとえおてんとさまが許しても、あっしが許しちゃおけねえ──などと誰が思ったか定かではないが、別に物理研究室でなくとも、そんな言葉が日常でなぞめったに聞かれるものではない。が、皆かい無むというわけではない。巷ちまたというのは人が考えている以上に波は乱らん万ばん丈じようなのである。

　ともかく、一応皆は『生き別れた妹』が澤田郁生であることを納なつ得とくした。カップラーメンを食べる間だけの顔合わせだったが、それほどまでに彼女らは酷こく似じしていたのだ。生き写し、瓜うり二つとはこのことか。

　蜂はちの巣すをつついた騒ぎが一通り終わったところで、紅生は改めて自じ己こ紹しよう介かいをした。

「私は佐伯の社やしろの巫女姫、佐伯紅生と申します。これは私の後見人のカール・ヤンセン。檜山寅彦教授でいらっしゃいますね」

「いかにも、私が檜山だが……」

　お前なんぞ知らんぞ、と言いたげな教授の視線をモノともせず、紅生は微笑を浮かべたまま、言葉を続けた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しますわ。あれを返していただきたいのです」

「あれ？」

「卵たまごですわ」

　今度は一単語に、場内上を下への大騒ぎと化した。

　ついに！

　持ち主が来た！──冷れい凍とう庫この。

「失礼」

　檜山教授、動どう揺よう一つ見せず、悠ゆう然ぜんと立ち上がり、そのまま部屋の隅すみに行く。そのまわりにわらっと学生が駆かけ寄った。

「どうするんですか、教授っ。あの冷凍庫の弁べん償しよう金きんなんか大学の研究費だけでは賄まかないきれませんよ！」

「だからやめましょうって言ったじゃありませんか。あああ、どうしよう」

「教授、かくなる上は、シラを切りましょう」

「ばかっ、相手は千せん里り眼がんの巫み女こ姫ひめだぞ。すぐにバレる。教授、何か良い案は」

「きょうじゅう～」

　学生が口々に小声で言いたてる。檜山教授は腕を組み、暫しばし沈思黙考のていでいたが、皆のすがるような視線を受けとめて、一言、

「君たち。仕事を見つけようね」

　すたすたと戻っていく。

　仕事を見つけろ [image: ↓] 弁償金をお前たちで稼かせげ。

「おっ、おにーっ！」

「あくま！」

「サギだっ、サギ！」

　生徒たちの血の叫さけびも知らーんぷりで、教授は再び客人と対たい峙じした。カール・ヤンセンが訝いぶかしげに、そして呆あつ気けに取られて泣きそうな面持ちの学生を眺ながめているが、紅生の方は全まつたく頓とん着ちやくしない。

　檜山教授はしかめっ面つらを作って、おもむろに口を開いた。

「君、あれは我々が拾ったのだよ。拾得物法は知ってるかな」

「ええ。落とし主が拾った方に謝礼をするのは当然の礼れい儀ぎですわ」

「実は、前払いでもらってある」

　紅生の眼が細くなる。そうするとほとんど黒目しか見えなくて、まるで精せい巧こうな能のう面めんのように感情の張りついた、一種異様な凄すごみがあった。

（ちょっと怖こわい、かもしれん）

　などと、檜山教授も思わないでもなかったが、十七、八の小娘に負けては彼の名がすたるというものである。

　教授の言葉で、見事にバラバラになった冷れい凍とう庫この残ざん骸がいが運ばれてきた。学生たちは世にも情けない顔で巫女姫の次の反はん応のうを待っている。

　紅生は、しかしながら、大方の予想に反して目を和なごませると、にっこり笑えんだ。そして、

「ああ、それに関しては何も申しませんわ。それは私どもの代しろ物ものではございませんもの」

　おおーっと歓かん声せいが上がる。よかったよかったと肩を抱だきあって、ともすれば紅生を女神とでも崇あがめたてまつりそうな学生たちの盛もり上がりよう。さすがの紅生もそれを目にして、引きつった笑いで何も言えなくなってしまった。

　再度、落ち着きが戻ったところで、紅生は説明しだした。

「あの卵は、先日私どもの社やしろから盗ぬすまれたものなのです。あれは魚の卵でして、佐伯の社で代々飼し育いくされていた珍種のものですの。私には少々遠とお視みの力がありまして、今朝、ようやく行方ゆくえをつきとめましたところ、こちらの研究室であったと」

「あんな巨大なものを社で飼ってんですか？」

　何も考えず、院生一年が口を滑すべらした。とっさに皆がばこばこ殴なぐるが、もはや後の祭り。

「あれを、孵かえしてしまったのですか」

　巫女姫の声が低くなる。檜山教授、表情を崩くずさないものの、頰ほおが引きつっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「どうしたのですか、あれを。まさか──食べたとか」

「いやっ、そんなことはない！　一個だけだ、あとは冷凍してある。孵ふ化かした魚は巨大になりすぎたから海に放った！」

　魔力でも借りてきたかの少女の迫力に、ぎょっとなって檜山寅彦は弁明の声を上げた。

「放した……本当ですね」

「本当だっ。皆も手伝った！」

　いきなり振られて、はらはらと見守っていた学生たちは反射的に何度も頷うなずく。

　なんだなんだ、この娘の妖よう力りよくはっ。本当に、物理的になにかに圧あつ迫ぱくされている息苦しさを誰もが感じた。常ならば郊こう外がいの自分の社やしろに閉じこもりきりの巫み女こ姫ひめ。彼女らは皆、こんなものなのだろうか。だとしたら。

　だとしたらば。

　紅生は暫しばし黙だまり込んで考えを巡めぐらしていたが、カール・ヤンセンが何かを耳打ちすると、軽く頷いて、

「分かりました。海に放してしまったのならばしかたありません。それについては結構です。残りが孵化していなくて幸いでした。他の者に拾われていたならば、全すべてが孵って取り返しがつかなくなっていたかもしれません。冷凍しておいて下さったあなた方にはお礼を述べなくてはなりませんね」

「あ、いや……」

　巫女姫の気のきいた発想の転てん換かんに、研究室、ほっと胸をなで下ろす息に満ちる。

「とにかく、一つだけで済すんで良かったですわ。では、残りを返していただきますね」

「うむ、勿もち論ろん。おい、あれを持ってこい」

　ようやく自然に呼吸ができるようになり、額の汗を拭ぬぐいながら檜山教授は学生に指示を出した。

「あのー、出したら解凍してしまいますが」

「それなら、私どもがクーラー・ボックスを持参しましたわ」

「用意周しゆう到とうですな、わははは」

　場をとりなそうとした教授の乾かわいた笑いが虚むなしく響ひびく。コホンと巫女姫は咳せき払ばらいすると、

「あのう、檜山先生。さきほどの、【郁生】のことですが」

「ああ、澤田郁生くんね。一さき昨々日おとといかな、うちの学生の三年で、リチャード・クレイという男が連れてきたのだよ」

　全まつたく興きよう味みを示さなかった割には、しっかり姓名まで覚えている教授。

（注）彼はだてに教授をしているわけではない。

「それで、連絡先は判わかるのでしょうか」

「ディックが、いや、クレイが知っておるよ。今日も彼女に付き合ってエスケープだ。あいつの電話番号でも控ひかえてあげようか」

「いえ──また、のちほどお訪たずねしますわ。まだあの子と会う気はありませんので」

　案外冷たい言いようである。まあ、それは人それぞれ家の事情というのがあるからと、檜山教授はなにも言わずにおいた。

「きょ、教授！」

　卵を取りにいった学生二人が、転がるように駆かけ込んできた。動転と焦しよう燥そうを顕あらわにして。

「たっ、卵が」

「卵の内の一つが、ビー玉に化けています！」

　ずいっと突つき出されたのは、紛まがいようもなくもないが、確かにピンク色のビー玉である。

「……あんたんとこの魚の卵は腐くさるとビー玉に変化するのか？」

　大まじめで檜山教授が尋たずねる。が、そんなことで彼女が見み逃のがしてくれるはずはなかった。

「先生、噓うそつかないで下さい──食べましたね」

「食うかっ！　こんな得え体たいの知れぬ金魚など！」

「いや、教授ならやりかねんな」

「うんうん」

　いつもならば弁護する立場の学生たちだが、さきほど裏切られたことを根にもって、教授をおとしめるごとく紅生に迎げい合ごうする。

「きさまら裏切ったなあ」

「おあいこです」

「正直におっしゃって下さい。食べましたね」

「私がそんな軽けい挙きよ妄もう動どうすると思うかっ。そうだ、ディックだ。ディックが持ち出したに違いない。なぜなら奴やつが澤田郁生を連れてきたのは、魚を逃した朝だっ。しこうして、奴はそれ以来顔を出していない。畢ひつ竟きよう、犯はん人にんは奴に相違あるまい！」

　とかく世の中、その場に居合わせていない者が槍やり玉だまに上がるものである。この場合、檜山教授の論法展開は見事当たっていたわけだが、どうでもいいことだが彼の『軽挙妄動』の件については、やはり『思う』に票を入れるべきだろう。

　巫女姫はそれを信じたようだった。

　というか。

「郁生が……」

　ちらりとカール・ヤンセンを一いち瞥べつする。男の炯けい眼がんが怪あやしく光った。

「分かりました。それならばそれも結構です。どうもありがとうございました。行きましょう、カール」

　事務的に淡たん々たんと言い渡すと、あっけなく紅生は立ち上がり部屋を出ていってしまった。カール・ヤンセンは、研究生の手から十八個の卵の入ったタッパをひったくると、持参したというアタッシェケース型クーラー・ボックスにしまい込んで紅生の後を追っていった。

　あっさりと決断を下してから退たい場じようするまで、その間、一分に満たず。

　嵐あらしが去った後の海洋物理学専科の面々は、茫ぼう然ぜん自じ失しつのていでいたが、

「……なんだ、ありゃあ」

との誰かの言葉をきっかけに、みな堰せきを切ったように喋しやべりだした。

「お前らあ、よくも裏切ったなあ～、単位なんかくれてやらーんっ」

「ああっ、教授、それだけは御ご勘かん弁べんを！」

「お慈じ悲ひですだ、お代だい官かんさまあ」

「ならーんっ」

「そんなあ。これもそれも、みーんなディックが悪いんですよ」

「そ、そうそう。あいつがややこしい真ま似ねするから……」

　これぞまさしく責任転てん嫁かであった。上から下へ、序じよ列れつ年ねん功こうの大学社会では責任はどんどん下回し、そして一番下が雪だるま式に膨ふくれあがった責任を嫁よめにしなければならない。

　無論、ここの一番の下したっ端ぱは、リチャード・クレイ（20）である。

「ディーック！　早く帰ってこーい！」

　檜山教授の怒ど号ごうが響ひびく。

　こうして山さん雨うの前ぜん兆ちようは、疾しつ風ぷうのように現れて、疾風のように去っていったのだった。楼ろうは山雨の到とう来らいする前にめちゃくちゃに荒あれてしまったが。




　　　　ACT. 4




「生き別れた、双ふた子ごの、妹お!?」

　一区切りずつ、ディックが調子のはずれた声を上げたのは言うまでもない。

　その電話をとった前日、郁生自身から彼女が養女であることを聞かされていた。

　それから今日、強ごう引いんに彼女の家に連れていかれ、その養父母と会って仰ぎよう天てんした。

　若いのである。

　父親も母親も揃そろって三十前半の容よう貌ぼうなのだ。義理の両親なのだから多少歳が合わなくても当然であると思ったが、実際年齢は二人とも四十半ばだというではないか。

　呆ぼう然ぜんとなるよりも、ディックは慄りつ然ぜんとした。

「きれいな庭だね」

「母さんが一生懸けん命めい手入れしてんだ。あたしも土いじり好きだったんだけど、この頃ごろは庭にも下りない」

「どうしてさ」

「あたしが世話すると育たないんだもん」

　ぞくり。

　郁生の淡たん々たんとした言葉は、青年の背筋に冷たいものを走らせた。

　おかしいと思っていた。

　三日目の金魚。

　もう巨大化が始まってもいい頃である。研究室では二日目に体長五センチに育った。三日目には十五センチに肥ひ大だいした。が、郁生に与あたえた金魚。三センチに達するか達しないかのままでいる。自分たちの育てた奴が特殊だったのか、あるいは生物科の水すい槽そうになにか仕掛けがあったのか。そうも考えてみた。

　が、育たない仔猫。

「なかなか都つ合ごういい力でしょ」

　郁生は判わかっていた。気き丈じようにそう言うが、ディックを見み据すえるその視線。

（こんな人間でも友達でいる？）

　そう問うていた。

「思うにさあ。別にあたしのまわりにいるもの全すべてが成長停とまっちゃうわけじゃないんだ。あたしが特に親しくするもの、好きなもの、に限られているみたい。それに停まるっていっても、見かけだけらしいし、ちゃんと老ふけるよ」

「ご両親には言ってあるの」

「別にい。言ってもどうってことないじゃん。人間に関してはあまり効果ないみたいだし、現に親友にも影えい響きようでてないもの。人なんてそれほど好きになれるもんじゃない」

「恋人ができたらどうすんだよ」

「……どうもしないよ。恋人なんかつくらないもーん」

　それが今日の白昼。

　そして夜、海洋物理学専科の先せん輩ぱい・一ひとつ松まつからの電話で、同じ頃合に研究室を襲しゆう来らいした二人の客きやく人じんについて話を聞かされた。例に洩もれず、ディックもまた、かの三単語に驚きよう愕がくしたのだが、反面、ああ、なるほどと腑ふにも落ちた。

　巫み女こ姫ひめの片割れならば、常じよう人じんにない力を持っていたとしても不思議はない。

　二人とも魚を追って、そこに集まった。これは偶ぐう然ぜんではない。必然だ。

「すっげー、そっくりだぜ。育った環かん境きようや雰ふん囲い気きが違っても、双ふた子ごってのはあんなに似にてるんだからなあ」

　皆が口を揃そろえた意見だという。観察がお得意の物理科学生が満場一致、すりゃ、ディックは頭っから彼等の言葉を信じ込んだ。

　相手は巫女姫──もしやすると、郁生は知っていたのかもしれない。他人が、十分と顔を合わせていなかった彼等さえもここまで言うのだから、なにかの拍ひよう子しに彼女を見かけたなら。

　巫女姫となにかの縁えにしがあるならば。

（なら、あっけらかあんとしていられるのも判る）

　その異常な力の源みなもとを保証されたも同じだから。

　ともかく。

「トラちゃんが日曜から学会出張で良かった……」

　とディックは胸をなで下ろしたものだった。




　さて、六月十六日日曜日、この日も相も変わらずディックは郁生さんと釣つりをしていた。

「佐さ伯えき紅生？　知ってるよ。ディックも判ったんだ」

　例のごとく、しごくあっさりと郁生は答えを出した。彼女のしれっとした表情に、ディックは拍子抜けて、

「わ、判ったって……郁生ちゃん、そうなの？」

「多分ね」

「多分ってさあ」

「しょうがないじゃん。もし向こうが普ふ通つうの家だったら、直じかに聞きにいって確かめてやってもいいさあ。でも、相手は社やしろだよ。しかも、佐伯の」

　深い訳ありだよ、しかたないじゃん。と郁生は肩をすくめた。

「佐伯の、って、佐伯の社というのは、そんなに有名なのかい？」

　自信なげにディックが尋ねると、少女はキョトンと見返し、それからおおげさに手振りをつけて驚いてみせた。

「なあに、知らないのーっ？　佐伯の社といえば、タシルに二十五、六ある社の中でも最も勢力のある社なんだよ。そして、佐伯の社の巫女姫。代々受け継つがれた摩ま訶か不ふ思し議ぎな神じん通つう力りきを頼たよって、海外からも助言を求めて訪おとずれる人は少なくないってぐらい有名だよお」

　呆あきれ、小馬鹿にした調子で郁生が言うのに、情けなくも、知らないと否定して首を振るディック。

「これだから物理屋ってえのは……じゃあさ、回かい帰き祭さいの神しん事じを行う社といえば？」

「……あー、あれか」

　昨年の十二月に行われた冬とう至じの回帰祭を思い起こす。あの時、瑞みず野の公園に組まれた舞ぶ台たいで舞まっていたのは、では、佐伯の巫み女こ姫ひめだったのか。

　あれは、紅くれないの鳥の話。少女の婉えん麗れいな挙動に、身にまとった紅の絹けん布ぷがひらひらとひらめいて、まるでリュウキンかオランダシシガシラか──

　また、金魚だ。

　ディックは言葉詰つまった。金魚。佐伯紅生の話を聞くと、佐伯の社で昔から飼かわれてきたものだという。一体あの魚はどこまで大きくなるのだろう。大きくなった金魚をどうやって飼っているのだろう。

　郁生が持ってきた水槽の中の金魚が視野に入る。

　まさか。

　まさか、郁生の持つ成長を停止させてしまう力と同じもので、金魚の大きさのままで飼っているとか？　有り得ないことではない。

　ディックは眠たそうに水槽を漂ただよう金魚を、凝ぎよう然ぜんと見つめた。

　一体、なんだというのだろう。この魚。佐伯紅生は郁生に与えてしまったことを許した。それは、彼女によって魚が大きくならないでいるからか？　卵たまごが盗ぬすまれた。盗まれるだけの価値があるのか、こいつに？

「…………」

　嫌いやな、予感。

　鈍どん感かんと指をさされるディックが、こればかりははっきりと感じとった。深入りしてはいけないよ。馴なれ得ぬ世界に入っちゃいけないよ。誰かがそう警告する。自分の領りよう域いきを護まもりなよ。やめなよ。

　何を？

　何をやめるという？

「でさ、話は戻るけど。その、佐伯紅生っていう娘、まだあたしと会う気はないって言ったんでしょ。これはますますこっちから会いに行けなくなるってね」

　郁生のよく通る声が飛び込んできたのに、ディックは忘ぼう我がの境きようから引き戻された。間ま近ぢかに彼女の深遠な双そう眸ぼうがあるのにどぎまぎしながらも、慌あわてて言葉を探す。

「あ、うん、そう言ったと聞いたけど──その、郁生ちゃん……ショックだった？」

　うまい労いたわりの言葉が見つからなくて、なんてダイレクトな聞き方をしているのだろうと、自身責めつつ、それでもディックは確かめずにはいられなかった。

　郁生は、やはり、首を横に振ふって否定した。

「やっぱり、色々考えるわけ。もし、本当の親が判わかったらどうなるだろうって。もし、帰ってきてほしいと言われたら。もし、一目だけでも会いたいと言われたら。もし、顔も見たくないと言われたら。父さん母さんが泣いたら。友達に相談したら。沢たく山さん設定を作って、シチュエーションを考えて。その中に、ちゃあんと『まだ会う気はないと言われたら』という話も作ってあったんだよね。だから、どんな場合が現実に起こっても、緩かん衝しようがあるからショックはないの」

　にこにこと自じ慢まんげにそこまで喋しやべって、ふうと郁生は息をついた。

「でも、でもね。感情の衝しよう撃げきはないけれど──身体からだは、正直だね。なんか、すごい、疲つかれちゃった。言ってて、すっごい、倦けん怠たい感かんが襲おそってきた」

　調子が、声こわ色いろさえも聞いていて辛つらそうになって、唐とう突とつの少女の変化にディックは当とう惑わくした。

「ふ、郁生ちゃん？」

　今日まで、一いつ時ときたりとも弱よわ音ねをはかず前向きで、元気印じるしの太たい鼓こ判ばんを押おされていた郁生の目が、あっという間に潤うるんで、ポタポタと涙が零こぼれた。

「どうしてだろう。全然悲しくなんかないのに、辛つらくなんかないのに。あんたなんかに涙見せるなんて、自分が情けない」

「涙声で憎にくまれ口叩たたくなよ──その、なんなら、俺おれの肩、貸してやろうか？」

「肩がなんだってんだ」

「そういう可愛かわいくないことを。そう、だな、俺に泣き顔見られなくてすむよ」

「……後ろ向いてよ」

「はいはい」

　そう年長者らしく応こたえたものの、生まれてこのかた一度たりとて肩を貸すなどという言葉を口にしたことがなかったディックは、耳みみ朶たぶまで赤くなっていた。なるほど、こういうのはその場の雰ふん囲い気きで言えるものなのか、などと考えて、気を紛まぎらわす。

　右肩に少し荷か重じゆうがかかる。

「……あたしも、弱いな」

　ぽつりと郁生は呟つぶやいた。

「なんにでも耐たえられる奴やつなんていないさ。強い人っていうのは……その場その場に適した行動をとれる、融ゆう通づうのきく奴こそ、強いっていうんじゃん」

「哲学的だね」

「そ、そうかなあ？　ま、泣きなさいってことさ。いつでも肩、貸してやるから」

「ディックは良い人だね」

　わははと照れ隠かくしに笑っていたディックが凝ぎよう固こしてしまった。別に、三つ年下の娘に良い人呼ばわりされたことが原因ではない。

（う）

（うわーっ！）

（うわーっ、やめろ、やめてくれーっ）

（こんな雰囲気でそんなこと言われたら、妙な気になるじゃないかっ）

　幸いここは海の上。辺あたりに人ひと影かげはなし。

（わわわっ、俺はなに考えてんだっ。相手は女子高生だぞっ、しっかりしろ！）

　無理やり理性で押し込む『妙な気』のディックの苦く衷ちゆうを、知っているのやら知らないのやら、

「『まだ』っていうのは、二通り意味があるよね。相手を気き遣づかって遠回しに拒きよ絶ぜつしているか、本当に後になったら会う気があるか。あたしは強い。強いんだ。だから、後ろを採とる。あたしとあの娘は必ず会う。うん」

　己おのれに言い聞かせるように、力強く、一言一言嚙かみしめて郁生は言った。そして、顔を上げた時には、いつもの涼すずやかな表情に戻っていた。ひょこいと肩越しにディックを覗のぞき、

「ねーねー、ディック。いい呪じゆ文もん教えてあげる」

「じゅ、呪文？」

「【元気になれば元気になる。元気になあれ】」

『妙な気』との戦いも忘れて、ディックはキョトンと郁生を見返した。彼女はくくっと鳩はとの声のように笑うと、

「ばあちゃんから教わったんだよ。繰くり返し言ってると、元気が出てくるの」

「そりゃ自己暗示ってんだ」

「かもねっ」

　ばっと郁生は立ち上がると、一回伸びをした。ボートが揺ゆれて、ひなたぼっこをしていたホーリがディックにしがみつく。

「あーっ、気持ちいい。くよくよするのはやっぱ性しようにあわないや」

　迷いを払ふつ拭しよくした、晴れ晴れしたいい笑顔である。そこでディックはもう一つ、『自分自身で立ち直れる人こそ、強い人って言うんだ』と閃ひらめいたが、口にするのはよした。そんな言葉や理り屈くつは、若い、強い少女に必要なかった。代りに、

「郁生ちゃん、じゃあこれからどうすんの」

「なにを？」

「この金魚さあ。原因が判明したんだから、飼かう理由もなくなっただろう」

「あるよ、あの娘ことあたしをつなぐ絆きずなだもん。『まだ』の可能性をできるだけ自分に引き寄せるようにしなくちゃあ。行動しなければ、どうしたいなんて思う資格はないよ」

　つまり、魚が郁生の手にある限り、佐伯の目が離はなれることはない、そう駆かけ引きしているのだ。

「郁生ちゃんは強いんだ」

　出会ってから何度目かのフレーズを、ディックは心底、感かん嘆たんとともに口にした。

「そーだよ。さ、釣つりだ釣り」

「げーっ、まだやんのかよ。もうデカくなんないなら金魚の餌えさでいーじゃんか」

　不満を鳴らすディックを無視して、郁生は竿さおを握にぎり座すわり込んだ。てこでも動かんぞという不ふ屈くつの意志が、少女の背中にくっきり現れている。ディックは閉口した。

「あのさあ、どうせ釣れやしないんだから、この無む駄だな時間バイトして、魚屋で買おうという合理性はないわけ？」

　郁生の返事はなかった。ディックは肩をすくめると、足元のホーリに、なあ、とふってみた。が、仔猫も相手にせず、ふにゃあと欠伸あくびをしてみせただけだった。

「ちぇっ、おまえもそういう態度かよ。さもあらばあれ、ってか」

　他にすることもないので、仕方なく竿を手にするディック。

　今日も晴天である。

　湾わん内ないの海は波少なく、ひねもすのたりのたりかな。

（結構ここら辺は深いよなあ。槝かしの都市が水すい没ぼつした時、港湾整備で掘ほり込んだし）

　ダークブルーの水の中は、十センチ下も見えやしない。

　大きな船体は旧都市の建物が妨さまたげになってタシル湾には入港できない。元来の湾岸まで伸ばした埠ふ頭とうで停てい泊はくする。通るのは漁船やフェリーなどで、実にのんびりしていた。が、それでも、奥部まで大型船を侵しん入にゆうさせる為ために、ちょいと外へ行くと突とつ貫かん工事が行われていて、ポッポッポッと抜ぬけた音が聞こえてくる。

「平和だなあ」

　何気ない一人ひとり言ごとに、意外にも郁生の言葉が返ってきた。

「平和じゃない……」

「あ？」

「平和じゃないよ、ディック！　あれ、なんだ!?」

　驚きよう愕がくの響ひびきにこっちもぎょっとして、焦しよう燥そうにかられて郁生の指し示す方向に視線をやる。

　が、異常な視力の持ち主・郁生に対して、ディックはコンタクトレンズ入りの近眼である。見えるのは、岸の臨りん海かい公園の柵さくのみだ。

「み、見えない」

「もーっ、早く漕こいで近づいてよ！」

　郁生にどやされて、言葉を返す余地なくディックは櫓ろを動かす羽は目めになる。当人はボートから身を乗り出して、一点を凝ぎよう視ししたまま、微び動どうだにしなかった。

　一体なにを見つけたというのだろう──眉まゆをひそめる。

「郁生ちゃん？」

「ほら。あの、赤いの」

　目を凝こらすと、確かに、赤いものが波間に漂ただよい、柵の下の壁に打ちつけられてはひるがえっているではないか。

　櫓を漕ぐ腕に力が入る。

　まるで、流れ始めた血に見えた。緊きん張ちように顔が強こわばる。鼓こ動どうが速くなる。

　が、それは間違いだと判はん明めいした。

　それは、鮮あざやかな紅くれないの色の布だった。

　ほっと胸をなで下ろす。

「なんだ、ただの布だよ。びっくりしたな」

「……違う。もっと近寄って」

　抑よく揚ようのない声で郁生は指示した。なにをそんなに気にかけるのだろうと、訝いぶかる表情をつくりながらも、ディックは手を動かす。

「もう少し右──停とまって」

　郁生は立ち上がると、ディックの手から櫓を奪うばい、そのまま彼の後ろへ回る。おいおいと、慌あわてて位置を交代しながら、ディックは彼女の動きを覗のぞき込んだ。

　櫓を布へ突っ込む。

　ホーリが、そのトパーズの目の中にある縦割れの双そう眸ぼうを、一段と細くした。

　水を吸った布が重く櫓に絡からみつき、郁生は気合を入れてそれを持ち上げる。布は始めはあっさりと引き上がり、急に加重がかかって櫓は少女の腕ではびくともしなくなった。

　だが。

　それだけで充じゆう分ぶんだった。

「郁生ちゃん、何だった？」

「ディック──警察だ」

「え？」

　振ふり向いた郁生の顔は、血の気なく、紙よりも白く蒼そう白はくだった。唇くちびるが微かすかに震ふるえている。愕がく然ぜんと目は見開かれ、脂あぶら汗あせが額ににじんでいた。

「ふ、郁生ちゃん？」

「どうしよう……」

　口を手で押さえ、がくりと膝ひざをつく。

「どうしよう──あたしが死んでいる」

「!?　なにを言ってるんだ!?」

　戸と惑まどいと焦しよう燥そうにディックはかられ、うわ言のごとく呟つぶやく郁生の肩を揺ゆさぶる。少女は彼の腕にすがりついた。

「ディック。あたし、あたしの顔で、溺でき死し体たいが浮うかんでる。気持ち悪い。か、鏡の中のあたしが死んだら、あたし、死んでるの？　吐はきそう」

「！」

　そんな。

　ディックは艫ともから水面に目を投げた。

　そんな、ばかな。
















　郁生と同じ顔の少女が、紅の布の下に隠かくれていた。

　静かな、精せい巧こうな彫ちよう刻こくの容よう貌ぼう。生きていない。もともと生きていたものではなかった、お人形さんであるかのようで。

　佐伯紅生だ。

　一瞬でそう判断した。一度も面識はなかったが。だが。

「佐伯、紅生……」

　首が締しめられるような感かん触しよくに襲おそわれながらも、ディックは絞しぼり出して言う。郁生はヒステリックな悲鳴を上げた。

「死んでるならちゃんと溺死体らしく水ぶくれになっててよ！　こんな、今さっき飛び込んだような顔してないでよ！　あたしの顔してないでよ！」







　第二章　鯤こん







　　　　ACT. 1




　感動の対面劇の相手が溺でき死し体たいとは、さしもの郁生も太た刀ち打うちできず困こん憊ぱいのていで、ディックの連れん絡らくで警察が駆かけつけても、事情聴ちよう取しゆの為ために署に連れていかれても、貝のように口を閉ざしたきりだった。そんな彼女になにも声をかけることができず、ディックはただ、刑事との質疑応答に神経を集中させていた。

　だいたい、ことができすぎていた。生き別れた双ふた子ごの片割れが第一発見者だなんて。

　双子の因いん縁ねん。呼びあったのだ──などと、抽ちゆう象しよう的てき、神しん秘ぴ的な話に持っていっても、警察が、ああそうですか、と許してくれるはずがない。それでもどうにか解放されて、聴取室から待合室に移され二人きりになると、ようやくディックは深呼吸をする余よ裕ゆうができた。

「ああ、肩がこったあ」

　コキコキ音を鳴らしながら首を回す。

「あー、疲つかれた」

　そう言って、腕を伸ばすは澤田郁生。えっとディックが振ふり返る。

「口がムズムズしちゃった。あたし、やっぱ口から生まれてきたのかなあ」

　今までの虚きよ脱だつ茫ぼう然ぜんとした様子からは想像もできない、いけしゃあしゃあと喋しやべる郁生を、暫しばしディックは呆あつ気けにとられて見つめていたが、

「ふっ、郁生っ、お前って奴やつは！　俺おれが一生懸けん命めい、警察相手に詳細説明して大変だったっつうのに、それはなんなんだっ！」

　衝しよう撃げきのあまり言葉を失ってしまったと心配していたというのに、このへらっとした態度！　ディックがカチンとなったのも無理はない。

「だって、あたし口が軽いからさ。ほら、変なこと言って魚のことバレないよう気を遣ってやったんじゃん。感謝しなよ」

　しかしながら、郁生は口の減へらない娘であった。二の句に詰つまり、それでもなんとか一言責めなければ気がすまないと口を開くディックだが、やはり何も出てこない。

「……ったくう」

　いい加減ばからしくなって、ディックは椅い子すに腰を落とした。郁生も彼の隣となりに倣ならう。

「そりゃあ──ね。ショックだったよ。でも、別にあたしが死んだわけじゃないし、立ち直るの早いから。でも、ディックが心配そうな顔してるのが面おも白しろくってね、つい魔まがさして」

「なにが魔がさしただっ。ちきしょう、三つも年下のガキにからかわれてしまった。もう俺は立ち直れん……」

　ケラケラと無責任に笑う郁生に、ディック、机につっぷしてしまう。それに対して、少女は彼のおもてを窺うかがって、

「ディックう？」

「再起不能。構わんでくれ」

「ねえ、ホーリは？　あたしの金魚は？」

「ホーリは公園に置いてきた。金魚は受付で返してくれる」

「ねえ、ディック──ありがと」

　そっと耳打ちする郁生。それこそ、ディックは顔が上げられない状じよう況きように陥おちいってしまった。

　彼は、はっきりいって、照れ屋さん。

（ああ、いかん。ここで顔を上げたら、とんでもないこと口走りそー）

（俺って単純だなー。やましーなー。この娘には下心もないっていうのに）

（うーん、うーん、やましい～。すみません、すみません）

　誰だれが聞いているというわけでもないのに、心中でなぜか必死に謝あやまってしまうディックだった。それをけしかけた当人といえば、こちらは吞のん気きに出されたお茶なんぞをすすっている。

「うん、やっぱお茶にはあられだよな」

などとしみじみ語る。

　うつぶしたディックが引っ込みつかなくなってしまった時に、転機は訪おとずれた。

　ドアが開いて、聴取を担たん当とうした若い刑事が顔を出した。

「二人とも、もういいぞ。引取人が来てくれた」

「母さんが？」

　しかし、刑事に続いて部屋に入ってきたのは、見たこともない美び貌ぼうの青年だった。ダークブロンドの髪かみにダークブルーの双そう眸ぼう。絵に描いたような青白い容貌を目にした途と端たん、二人してげっと声を上げそうになった。

（ホ、ホスト顔……）

　この手のタイプの顔は、紙やテレビなどの媒ばい介かい物ぶつを通してならば見て楽しめるのだが、間ま近ぢかに寄ってこられた日には、げんなり、いわれもなく悄しよう然ぜんとなってしまうものである。

　露ろ骨こつに郁生が顔をしかめたにも拘かかわらず、男は優ゆう雅がに一礼して挨あい拶さつした。

「私はカール・ヤンセンと申します。佐さ伯えきの社やしろの巫み子こ姫ひめ、佐伯紅べに生お様の後見人を務めておりました。お二人と紅生様のことで少々お話がしたいのですが、これから我が社に来ていただけませんか」

　低くもなく高くもないバリトン域の機械的な声。うろんげに郁生は彼を見上げ、

「あたし、もうそろそろ帰らないと。親が心配するんで」

　確かに、窓から見える街まちの光景は、既すでに黄昏たそがれどきである。昼すぎから半日も警察にお付き合いしていたのだ。いい加減ディックも疲つかれていたので、明日にしてほしかった。

　が、カール・ヤンセンはにっこりと事務的に微笑ほほえむと、

「それは心配に及びません。澤田様にはさきほどご連絡を致しまして、事情を説明した上で、ご了りよう承しようをいただいております」

「て、手回しのいい……」

「拒きよ絶ぜつなさる理由はないと思いますが、郁生様、クレイ様」

　あるわけない。相手は溺でき死し体たいの後見人なのだ。こちらは第一発見者。おまけに溺死体は彼女の双ふた子ごの姉である、らしい。もし、カール・ヤンセンの顔がもっとごく一般的な顔だったなら、自ら押しかけてでも行ったことだろう。

　結局承知する羽は目めになったのだが、全まつたく、この男の顔は郁生とソリが合わないらしく、郁生も郁生で妙なところに確固たるポリシーがあったので、最後までぶちぶち不満をたれていた。

「あたしはああいう顔がきらいなんだよ。男が化け粧しようして似合ってるなんて、あーっ、鳥とり肌はだが立つっ」

　カール・ヤンセンが手続きをしている間、郁生はこっそりディックに言ったものだ。どう応こたえてよいものか判わからず、あははと乾かわいた笑いを飛ばしながら、

「郁生ちゃんて、顔の好みにうるさいんだ」

「そうでもないけど。あとは、長ちよう髪はつが嫌きらいでしょ、ヒゲ面づらは嫌いでしょ、四角いのもヤだし、顎あごが割れてるのもヤだなー。タバコ吸う奴も駄だ目めね」

「立派にうるさいよ。一体どういうのが好みだってんだ」

「ディックみたいの」

　なんのためらいもなく、あっさりと言ってのける郁生。ドキリと胸を鳴らして、ディックは少々赤らんだ。少女は言葉を付け足した。

「童どう顔がんが好みだね」

「お、お前なーっ！」

　顔では怒おこりながらも、少女に屈くつ託たくがなくなったことに、まずは一安心、とディックは安あん堵どしたのであった。




　かくして、タシルは東部の外れにある、佐伯の社に赴おもむいた二人であったが……




　鳥居をくぐって啞あ然ぜんとしてしまった。

　白石が敷しきつめられているのは良いとして、それが延々と広がっているのだ。参さん拝ぱい用の石畳が白石の中にまっすぐに伸び、所々に柵さくに囲われてカラタチや橘たちばななどの柑かん橘きつ類るいや、その他の低木が翠みどりをなしている。神殿は遥はるか彼方かなたの点でしかないのだ。

（土地があり余ってる……）

　鳥居の脇わきからその御お白しら州すの庭を囲んで、瓦かわら葺ぶき屋根の廻かい廊ろうが巡めぐらされていた。外がい壁へきの白、幾百と知れず林立する丹に塗ぬりの丸柱。この社の基調は紅と白らしい。

「こんなに広い白州は何かに使われることがあるんですか？」

　土地高こう騰とうで都民がマイホーム計画ににっちもさっちもいかなくなっているというのに。そんなことを慮おもんぱかって、ディックは素そ朴ぼくな疑問を口にする。巫み女こ姫ひめの後見人と名乗る男は、振ふり向かずに答えた。

「年に二回の、夏げ至しの回かい帰き祭さいと冬とう至じの回帰祭、三月の御み禊そぎの儀ぎ、あとは特別な祭典や儀式などに使われます」

「特別？」

「そう。例えば──巫女姫の代がわりの際とか」

　その後ろ姿に、にやりと妖あやしく笑うカール・ヤンセンの顔が浮かんだ。それを郁生も感じたか、ビクンと肩を震ふるわせ、反射的にディックの服を握にぎり締しめた。

　無理にでも帰ればよかったのだろうか。早くも後こう悔かいの波が忍しのび寄ってくる。

　誰も口を開かない。喋しやべらない。黙もく々もくと歩き続けるだけ。

　白はく亜あの壁の向こうは林になっていた。そこに小川でも流れているのだろうか、さらさらと涼すずやかな清流の囁ささやきが聞こえ、梢こずえを渡る風の索さく々さくたる音と協和する。

　そして、ようやく薄はく暮ぼに沈しずんだ神殿が目前に迫せまってきた。

（お、大きい……）

　思わず固かた唾ずを吞のむ。大きい。見上げると、まるでのしかかってくるかの圧あつ倒とう感かん、重厚感。八段の階段の上にある殿でん舎しやは、いったい幾百年の歳さい月げつを経へてきたのか、古こ色しよく蒼そう然ぜんとして、外部の者を拒絶遮しや断だんするかのごとくぴっちりと扉とびらを閉ざしていた。

　ぼけらーと二人が佇たたずんで社を仰あおいでいると、

「こちらへどうぞ、郁生様、クレイ様」

　カール・ヤンセンは促うながし、廻かい廊ろうをずんずん進んでいった。慌あわてて二人は彼を追い、神殿を横目に暫しばらく行くと、廻廊の終わりの右手に瀟しよう洒しやな離はなれが目に入ってきた。

「あ、よかったあ」

　郁生が安心して呟つぶやく。

「何が？」

「だって、あいつとか巫み女こ姫ひめが、日常でもあんな仰ぎよう々ぎようしい建物の中で暮くらしている時代錯さく誤ごかと思ってね。やっぱり普通の人間なんだ」

「うーん。ちょっと違い和わ感かんがあるなあ」

「偏へん見けんだよ、偏見」

　彼等の囁ささやきも庭中に響ひびき渡りそうな静せい寂じやく。森しん閑かん。

　巷ちまたの喧けん騒そうから隔かく絶ぜつした神域に、誰たそ彼かれと問う暗色の景色けしきへと、自身、埋まい没ぼつしつつある奇き妙みよう不可思議な感かん触しよくに捕とらわれる。

　意識が拡散して、茫ぼうとしてくる。朦もう朧ろうとしてくる。

　はたとディックを現実に戻したのは、殿でん堂どうの小戸が開いて、なにやら場違いな黄色い声が飛び出してきた為ためだった。

　見ると、そこから六十歳程の小こ柄がらな、白い直ひた垂たれに水色の袴はかま姿すがたの老人と、その背後に十四、五人の紅白巫女姿も艶あでやかなうら若い乙女おとめたちが出てくる。声の主は彼女たちだった。

「じいや」

　カール・ヤンセンが声をかけると、瞼まぶたを閉じていた老人が歩を停とめ、顔を上げた。が、何か言う前に、巫女たちの嬌きよう声せいに搔かき消される。

「カール様だわ」

「カール様、こんばんわあ」

　きゃいきゃいと、えらい人気である。自分とたいして年の違ちがわない彼女らの態度に、郁生、はからずも後ずさってしまった。当人は例の事務的な笑えみで返事をしている。

「ええいっ、はよう自分の仕事をせんかいっ」

『じいや』と呼ばれた老人が一いつ喝かつすると、慌あわてて彼女らは廻かい廊ろうの向こうへ騒々しく駆かけていった。

「えらい騒さわぎだな、じいや」

「うむ。回かい帰き祭さいの為の人員とはいえ、即そく席せき巫女たちには毎回頭が痛いことよ」

　嘆なげかわしいとグチをこぼす老人に、郁生は小さく笑った。そこで老人は彼女に気づき、それを認めると、細く穏おん和わな眼を飛び出さんばかりに開いた。

「こちらは──郁生様なのか……？」

　愕がくたる響きの声で、誰に問うでもなく呟く。カール・ヤンセンが頷うなずいた。

「さよう。郁生様、これは紅生様のじいやで、この社やしろを取り締しまる柳りゆう大だ地ぢです。じいや、澤田郁生様に、こちらがリチャード・クレイ様だ」

　食い入るように郁生を凝ぎよう視しし、そしてディックに鋭するどい一いち瞥べつを与える。その、老人とは思えぬ眼光に、ディックはたじろいだが、一いつ瞬しゆんだけのことだった。老人の感情は郁生だけに集中した。

「あなたが──あなたが！」

　うち震ふるえて、感極まった声を上げた老人は、次の言葉が出てこなかった。だが、それは歓喜のみの感動ではないようだった。郁生の方は突とつ然ぜんの老人の様子に、不信と驚き、そして戦おののきを全身で顕あらわしてディックの背後へ隠かくれようとする。

「な、なんということ──なぜ、ここへ、ここへ戻ってこられたのか……！」

「？」

　夕焼の緋ひ色いろの空の下、はっきりと見てとれた老人の苦く渋じゆうの色。

　戦せん慄りつと悪お寒かん。

　唐とう突とつに鼓こ動どうが意識される。

　来てはいけなかったのだろうか、関かかわってはならなかったのだろうか。

　俺はなぜここにいる、なぜ面めん倒どうに関わろうとしている──

　ぎゅっと腕が圧あつ迫ぱくされたのに気がつく。

　郁生ちゃん。

　佐伯の巫女姫と同じ顔を持つ少女は、怯おびえていた。訳が解わからない。老人の責め句。彼女の生まれ出たところ。彼女の出生を知る者。自分の知らぬことを知る者への、動どう揺よう。自分の知らぬことで拒きよ絶ぜつされる、戸と惑まどい。不安。恐きよう怖ふ。無意識にディックにしがみついてしまう。

　自分よりも戦いているのだ。自分しか頼たよる者は、彼女にはここにいないのだ。

　そう思うと、ディックに気負いが生じて、この少女についていてやらねば、と決心する。

「じいや」

　鋭くカール・ヤンセンが咎とがめると、はっと老人は我に返った。そして、無念そうに唇くちびるを嚙かみしめ、一礼する。

　その時、ぽっと視野の隅すみに光が灯ともった。目を向けると、さきほどの巫女たちが廻かい廊ろうの軒のきに吊つられた釣つり灯とう籠ろうに、灯とう火かをつけてまわっているのが見えた。次第にその数は増していき、白州の庭が灯を反射して、ぽうと浮うかびあがってくる。幻げん想そうの世界に誘いざなわれる。

「どうぞ、こちらへ」

　ぼんぼりにごまかされ、促うながされるまま二人は離はなれへ連れていかれた。射い抜ぬくような老人の視線が背中に痛く感じられた。




　カール・ヤンセンはまずこう切り出した。

「警察の鑑かん識しきの結果、紅生様の死因は絞こう殺さつでした──他殺です」

　それを聞いた郁生の顔に、言いようもない表情が浮かんだ。他殺であること自体への衝しよう撃げきと、自殺でなかったことへの安心感、喜色。

「心当たりはあるんですか？」

　慎しん重ちようにディックが問う。カール・ヤンセンは頷うなずいた。

「おそらくは、他の社やしろの手、もしくは教典を異ことにする異い教きよう徒とのしわざでしょう」

「どのみち宗教関係だ」

「我々は、一般に宗教と呼ばれるものとは違うのですが、向こうにしてみれば十じつ把ぱ一ひと絡からげといったところでしょう」

　その説明を聞いて、ディックと郁生は顔を突つき合わせた。意見は一致したらしい。

「あのー。社が宗教でない、というのはどういう意味ですか？」

　会話をするのもいやだと郁生にせかされ、ディックが赤面しながら尋たずねる。カール・ヤンセンはうっすらと笑った。

「ああ。そうですね、多くの人は分別ができないようですが──お二人に解わかるように言えば、寺院や教会などの某なにがし教と付くものは、教えを説とき、救済を行う場です。それに対して社というのは、神を祀まつり、奉仕する場なのです」

「？」

「言うなれば、外部の者との関わりはない、神の為の域いきです。人間との馴なれ合いは存在しません」

「な、馴れ合い……」

　それこそ宗教関係の方が聞いたら張り倒たおされそうな表現を、白はく皙せきの美青年は平然と使う。

　将来は科学者と夢見てきたディックにとっては、そんな宗教如何いかんの定義なんか、てんで興きよう味みない、それこそ十把一絡げであったが、郁生の方は多少なりとも好こう奇き心しんをくすぐられたようだ。じっとカール・ヤンセンの言葉に聞き入っている。

「社は結けつ界かいです」

「結界？」

　郁生が小首を傾かしげた。

「中を外から護まもるもの。神の降こう臨りんの場として清め、不ふ浄じようを近寄せない役目を果たします。そして、もう一つ」

　カール・ヤンセンの目が細くなった。ふっとその昏くらい青の双そう眸ぼうに眩げん惑わくされ、郁生は意識が散さん漫まんとしてくる。

「中を外から封ふうじ込めるもの。神という魔まを俗世に出さずに封印しておく役目」

「たとえば、魚とか？」

　冗じよう談だんめいて何気なく言ったディックを、ぎろりとカール・ヤンセンは睨にらみつけた。そんな軽口を叩たたける状じよう況きようではなかった。社の象しよう徴ちようである巫み女こ姫ひめが殺されたのだ、そう思い出し、ディックは自分の軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな態度に恐きよう縮しゆくした。

　青年は続けた。

「話を元に戻しますが、彼ら異教徒や他社の目的は、他でもない、一週間後に控えた夏げ至しの回帰祭の妨ぼう害がいにあります」

「回帰祭といえば、佐伯の社は神しん事じを行う……」

「はい。国こく事じ行こう為いの回帰祭の影えい響きようは、そのまま参さん拝ぱい数に出ますからね。最近の社は本来の役割を忘れて賽さい銭せん集めにばかりかまける、本末転倒な輩やからばかりで、嘆なげかわしいことです」

　嘆きよりも嘲あざけりを含ふくんでカール・ヤンセンは言う。

　それは強者の驕おごりじゃないか。そう口にしようとして、すんでのところで言葉を吞のみ込んだ。試行錯さく誤ごのできない人間ではないのだから、と心で己おのれを叱しつ咤たする。

「回帰祭が失敗に終われば、我が社に詣もうでる人は、事実、他に流れるでしょう。それはそれで構いはしませんが、佐伯の名に傷がつくことは断じて避さけねばなりません」

「はあ……」

　ディックが気の抜けた返事をする。何を感じたのか、びくりと郁生は隣となりに座すわるディックにしがみついたが、彼はなにせ鈍どん感かんな人間なので、カール・ヤンセンの言わんとすることに全まつたく気づく様子もなかった。

「さて──郁生様」

　一息ついたカール・ヤンセンは、ようやく本題に入った。

「もうご存じかとは思いますが、あなたはこの佐伯の社の巫女姫、佐伯紅生様と血を分けた双ふた子ごの姉妹なのです」

「…………」

　郁生は何も語らない。

「十七年前、あなたはこの社の次女としてお生まれになりました。ですが、社にとって双子とは古来より忌いむべき現象。即すなわち、結界を二分してしまう畏おそれの象しよう徴ちようです。巫女姫は一人。お解り下さい、生しよう涯がい巫女姫の陰かげで社に封じ込めるよりは、始めから居なかったものとして」

「養女に出したと」

　まだ、内なる感情を顕あらわさず、淡たん々たんと少女は言った。

　ずいとカール・ヤンセンは身を乗り出した。

「ですが、このような事態になってしまった以上──是ぜ非ひ、あなたに紅生様の身代わりになっていただかねばなりません」

「いやだっ！」

　間かん髪はつを入れず、郁生は立ち上がって叫さけんだ。その豹ひよう変へんに、ディック、呆あつ気けにとられて口をぽかんと開いたまま彼女を見つめる。郁生は声を荒あらくした。

「身代わりって、今いま更さら、虫のいいことを、あたしを追い出しといて！　あたしは、あんたたちの言う通り佐伯紅生と双そう生せい児じだったかもしれないっ、一度はこの家の子供として生まれたかもしれない。でも、あんたたちが澤田の家にあたしを渡したんだ、あたしは澤田郁生なんだ！　あんたたちの勝手は一度だけは認める。澤田の家の幸せをあたしに与あたえてくれるチャンスを作ってくれて感謝するよ。一生日陰の生活なんて耐たえられないし、母さんと父さんがあたしは好き！　泣いてお礼を言ってあげる！　でも、二度目の勝手は許さない。あたしは佐伯の巫女姫と顔が同じだということしかない澤田郁生、それだけで彼女の身代わりを務めなければならない義務も責任もない。冗じよう談だんじゃねーよ、一昨日おとといきやがれ！」

　つい。

　つい、カチンときたのだろう。癇かん癪しやくを起こして郁生は怒ど号ごうを飛ばした。反感は覚かく悟ごしていたが、ここまでがなりたてられるとは思いもよらなかったらしく、また、恐おそらくは巫女姫と瓜二つなのでコトが穏おん便びんに運べると錯さつ覚かくしてしまったのだろう、彼女の勢いにカール・ヤンセンは目を白黒させ、呆ぼう然ぜんのていだった。ディックもしかり、啞あ然ぜんとしたままだったが。

　だが。

「ばかやろー……」

　かなり興こう奮ふんしたらしく、郁生は肩で呼吸をしている。握にぎり締しめた拳こぶしが震ふるえている。一気に捲まくしたて、それ以上は言葉がでない。詰つまる。

　郁生とカール・ヤンセンの対たい峙じが、破れんばかりの緊きん迫ぱくを張りつめる。どちらも全く次に移れない状況だった。譲ゆずる、譲らない、妥だ協きようする、しないの問題ではなかった。次の言葉が出てこなかった。

「……じゃあ、さ」

　言葉を入れたのはディックだった。

「バイトっていうのはどうかな」

　二人が一斉に、問いたげな目で彼を見る。少々照れながらディックは続けた。




　　　　ACT. 2




「どうして？」

　帰宅の途とについた車の中で、暫しばらくの沈ちん黙もくの後、郁生はうつむいたままそう尋たずねた。白昼の警察での疲ひ労ろうのせいか、シートに深々、瞼まぶたを閉じてうつらうつらしていたディックだが、

「どうしてって、なにが？」

「なんであんなこと言い出したの。バイトなんて」

　回帰祭が終わるまで、巫み女こ姫ひめ代理をアルバイトにしてみれば。

　そのディックの提てい案あんを、カール・ヤンセンはすぐさま賛成し、郁生の方も渋々ながら受じゆ諾だくしたのである。

　ディックは目をこすりながら、

「だって、そうした方がなにかと便利だろ。金の支払があれば後あと腐くされないしさ、割り切れるじゃん」

「そういう問題じゃ……！」

「ヤンセンさんの方もこのまま郁生ちゃんにフラれているわけにもいかないだろうし、その方が郁生ちゃんにも都合いいだろうと思ってさあ」

「！」

　思いもよらぬ彼の言葉に、喉のどが詰つまる郁生。それを一いち瞥べつしながらディックは続けた。

「郁生ちゃん、本当は引き受けたかったんだろう？」

「そんなことはない！」

「自分のこと知りたいって、そうじゃなきゃ魚のこと探してなんかいないよ。意地張って、引っ込みつかなくなってんだろーなー、と思って」

　図ず星ぼしをさされたらしい。少女は首筋まで赤く染そまり、ぷいとそっぽ向いてしまった。それが照れなのか怒りなのか、それはディックにはどちらでも良いことだった。確かに、その結果を彼女が望んでいたことは分かっていたから。

「でも、参拝数だけの為ために巫女姫を殺すなんて、ちょっと不自然のような気がするけどなあ……」

　ぶつぶつと呟き、それから再びうたた寝を始める。郁生は彼の不ふ審しんを聞いていなかった。

「ばかやろー……」

　ホスト顔に向かって吐はいたセリフを郁生は繰くり返す。ディックに対して半分、そして自分自身に対して半分。

　郁生はふかふかと眠るディックを後しり目めにして、何か言いかけるか、口を開いた。が、キッと唇くちびるを嚙かみしめると、やりきれない想おもいの行き場を求めて後部ドアの窓に額を押し当てた。冷たいガラスが熱を奪うばっていく。

　じっと流れる都市の光を見続けていた。




　六月十七日。回帰祭まで五日。

　翌朝から澤田郁生の即そく席せき漬づけ巫女姫修しゆ業ぎようは始まった。

　ただし、リチャード・クレイもともに、という条件付きで。

「お願いだあっ、大学行かしてくれ。もう、もう行かないと、単位が取れないんだ～」

　この場合、研究室の雑務をしに行かないと先せん輩ぱいにいじめられる [image: ↓] 檜山教授に告げ口される [image: ↓] 単位をカタにいじめられる。このプロセスが途と中ちゆうにあるわけだが、部外者に詳しよう細さいを語ってきかせる話ではない。

　ともかく、泣き落とし懇こん願がんにより、せめて午前だけでも大学に行ける約束を取付け、ディックは正午すぎから社やしろに顔を出すことになっている。

「郁生ちゃん、学校はどうすんのさ。いい加減試験休みも終わっただろう」

「そちらもご心配なく。不都合な点は全てこちらで処理させていただきますから」

　あっ、そ。

　大学までは手が出せないのか、それともディックがなるべく側そばにいない方が好都合なのか、彼の単位操作まではどうにかしてくれなかった。

「巫女姫の業わざは一日二日で習得できるものではありません。郁生様には一応型だけを覚えていただきます」

　午前中は警察へ赴おもむいていたというカール・ヤンセンが、郁生とディックを本殿の小部屋で迎むかえた。先日の吞のみ込まれそうなまでの静せい寂じやくとは打って変わり、参拝に訪おとずれる人々の息に社は騒そう然ぜんとしていた。夕刻だったのがおてんと様も高い真っ昼間になったせいもあるが、群集の存在によって、にわかに森しん厳げんさが欠落し、大衆臭くさくなったのは確かだ。

　それでも、拝殿より奥まった本殿は静せい粛しゆくな気が支配しており、馴なれぬ場にディックは居い心地ごこちがかなり悪かった。郁生もまたしかりで、己おのれに巫女姫の血が流れているのならば──と考えぬでもないが、正せい座ざする足が落ち着かず、首筋が妙にくすぐったかった。やはり、こういうものは血ではなく、経験なのだ。

　カール・ヤンセンを待つ間、早くも郁生は、

「あたし、養女に出されて正解だったよ。こんなの一生やってらんないよ」
















などと、こっそりディックに耳打ちする始末。言われた方も足の痺しびれを気にしながら苦笑するしかなかった。

「郁生様、舞ぶ踊ようの経験は？」

「へ？　学校のダンスの授業くらい……」

「回帰祭では神楽かぐらがあります。みっちり練習していただきます」

「げ」

　天てん道どうが回帰線に達する日。それを祝いわう祭りが回帰祭である。諸外国からもこの神事を見物にかなりの人がタシルを訪おとずれる。多くの随ずい員いんを従え、古式ゆかしい礼服で勅ちよく願がん社しやへ参さん向こうする行列が催もよおされるのだ。その中心人物となるのが、勅願社・佐さ伯えきの社やしろの巫女姫。

「うそー、うそー、うそーっ」

　予想を遥はるかに上回っていた責任の重大さに、己おのれの事情のことばかり気にかけ懸け念ねんし忘れていた郁生は、ようやくの自覚にパニック状態に陥おちいってしまった。タシルに生まれ育ちながらも、回帰祭をその眼では垣かい間ま見みたことしかないディックは、やっぱりいまいちピンとこない。吞のん気きにも、

「ま、ま、どうにかなるよ」

「他ひ人と事ごとだと思ってーっ。あんたが悪いんだ、余計なこと言ってーっ。あーんっ」

　仰ぎよう々ぎようしいのか、当然なのか。どうにもこうにも反論できなくて、おろおろするディック。

　その二人を、郁生が見たら反射的にも喧けん嘩かをふっかけそうな薄うす笑わらいを浮うかべて、カール・ヤンセンは眺ながめていた。

「神事に関する大おお方かたは柳りゆうが指導いたします。そろそろ向こうの巫女たちの躾しつけが終わるでしょうから、早速」

「ちょ、ちょっと待ちなよ」

　混乱状態に陥っていた郁生が、はたと我に返り、慌あわててカール・ヤンセンを押おしとどめる。怪け訝げんそうに眉をひそめる青年を睨みつけながら、

「始める前に、聞きたいことがあるんだ」

「お答えできることでしたら」

「はっきり言いなよ──あの魚は何なの」

　すごんで郁生は尋たずねる。ディック経由で、巫女姫佐伯紅生が檜山教授に説明した事こと柄がらは聞いていた。

　が、あれだけで満足できるはずがない。根本は何も語られていない。

　カール・ヤンセンはゆっくり頷うなずいた。

「確か、残りの一匹は郁生様のお手元にあるそうでしたね。ええ、どうぞ、こちらへ」

　そう言われてディックが思いだしたのは、先日噂うわさの魚をころりと忘れ、警察に置いてきてしまったことだった。家の前にパトカーが停車していたのを見た時の郁生ちゃんの顔ったら──思いだし笑いを懸けん命めいにこらえる。本当に表情豊かな少女だった。

　カール・ヤンセンが部屋を出ていくのに倣ならうと、そこは霊れい前ぜんの間まに続いていた。

　日が差し込まない為、開け放たれた扉とびらの外は明るいのに、そこは仄ほの暗ぐらく、陰いん翳えいだった。

　床ゆかの板がひんやりと冷たい。

　さほど広くはない空間。

　二メートル四方の白しら木きの柵さくが、中央に据すえられている。

　そして、更さらに中央に、足の高い台。

　台だい座ざの上には賢さか木きの梢こずえと紅くれないの絹けん布ぶ、徳とく利りが飾かざられ、そして。

「……紙？」

「魚ぎよ拓たくです」

　淡たん々たんとカール・ヤンセンは応える。

「生魚を据すえるわけにもまいりませんから──我が佐伯の社の御神体、それがあの魚なのです。我々は御み水すい様とお呼びしておりますが」

「御水様、ねえ……」

　啞あ然ぜんとディックは呟つぶやく。あのばかでかい魚が、霊験あらたかな御神体だったとは、さしもの檜山教授も考えつかなかっただろう。教授が食べようなんて言いださなくて良かった良かった、と胸を撫なでおろしたものだった。

　郁生は、しかしながら、それだけでは気が済まなかったようだ。

「じゃあ、本体はどこに!?」

「勿もち論ろん──」

　その時、先日の老人、柳りゆう大だ地ぢが向かいの戸から現れた。びくんと反射的に身を強こわばらせ、郁生、ディックの背後に逃にげる。

「遅おそくなりまして、郁生様」

「じいや、お二人を御水様の池にお連れしてさしあげろ」

　十七の少女に深々とこうべを垂れた老人は、三十に満たぬ青年に命じられて、凝ぎよう然ぜんと客二人を見つめた。

　郁生の怯おびえがしがみつく腕の震ふるえを通して感じられる。

　なにをそんなに怯えることがあるだろう──？　ディックには厳格なていながらも柔にゆう和わな面おも持もちの老人にしかみえなかった。確かに、昨日の様子は尋じん常じようでなかったが。

「……では、郁生様、クレイ様、こちらへ」

　短い沈ちん黙もくの後、柳老人は静かに言い、霊前の間を白しろ足た袋びの擦こすれる音とともに出ていった。ディックは躊ちゆう躇ちよする郁生を促うながして、老人の後に続く。

　神殿をぐるりと囲む廊ろう下かを歩き、更に奥へと向かう。一番奥の、正面門に背を向けた部屋の前まで来ると、老人は立ち止まった。そして、懐ふところから鍵かぎを取り出し、その固く閉じた扉の錠じよう前まえに差し込む。

「開かずの間まかあ」

　妙な感かん嘆たんの声を上げるディック。

　ギイイと軋きしみながら木の扉は開いた。中は暗く、ほとんど視界がきかない。

「どうぞ、中へ」

　ままに二人が入ると、自分も入りざま老人は戸の木を倒たおし、部屋を内から封ふうじた。それこそ一いつ寸すん先さきは闇やみ状態になる。

　光が完全に侵しん入にゆうしない部屋だけに、中はひんやりとした冷気が漂ただよっていた。

（……風？）

　大気がわずかに流動を持っているのである。開きっぱなしにされた氷ひ室むろが奥に置いてあるかのような冷たさが、むきだしの肌はだに感じられた。それは単に暗室だからという事実だけでは説明が足りぬ現象だった。

　ポウと灯とう火かがゆらめいて、ぼんやりと部屋を照らした。柳老人が紙かみ覆おおいの手て燭しよくに火をつけたのだ。

　ぼんぼりのほのかな光の中に浮かび上がる密室は、六畳間にも満たぬほどに狭せまい空間で、今、彼らが入ってきた扉とびら以外は窓一つない木の箱だった。

　燭台の薄うす紙がみのせいか、全体が桃もも色いろがかって見える。カビくさくはないが、何年も空気の入れ換かえが行われなかったような、陰いん気きで重たい雰ふん囲い気き。灯の届とどかない部屋の隅すみに、なにか判然としないものが蠢うごめいているかの錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　そして、正面の壁にぴたりと据すえられた簞たん笥す。

　そう、始めは簞笥かと思われた。およそ二メートル弱の丈たけ、人二人分の幅はば、奥行きは三十センチ程で観かん音のん開びらきの扉──よく見ると、それは外から運び込まれた備品ではなく、この神殿の一部として作られたものだと判わかった。

　この部屋の向こうは、確か霊前の間だったはず。

　では、この中に目指す魚が？

　二人同時に思考がそこにたどりついて、顔を見合わせる。柳老人は無言のまま、その第二の扉に歩み寄った。

　郁生の喉のどが無意識のうちに鳴る。

　キイイと錆さびた鉄が軋きしむ不快な音。

　覗のぞき込んだ中は、しかしながら、魚ぎよ影えいも見せず、暗くら闇やみに沈んでいく階段が続いていたのだった。

　扉が開くと更に風は強まり、同時に潮しおの香かがなだれ込む。

「……海の匂におい？」

　怪け訝げんそうに郁生は呟いた。

「どうぞ、こちらへ」

　柳老人は扉の中へと入り、そこに置かれていた草履ぞうりを履はいて階段を降りていく。二人は目をあわせてついて行くか否いなかを迷ったが、結局郁生が先に彼の後を追った。

　十段ばかり降りると、板敷の階段は終わり、そこから石階段が更に下へ下へと続いていた。人一人が楽に歩けるこのトンネルは、どう考えても人工のものだったが、もう何十年、何百年経ているのか判らぬほどに自然の円まるみを帯びていた。

　老人が手にする燭台が唯ゆい一いつの光の中で、三人の草履の音が反はん響きようする。どこまでもどこまでも奥深く響いていく。誰も喋しやべらない。草履の音と、蠟ろう燭そくのジジジという燃焼の音のみが空間を支配する。沈黙が重くたれこめる。一秒が一分に感じられる。

　どのくらい歩いただろうか、時の感覚の鈍にぶったディックには測はかりかねたが、自分らの足音の反響音が微び妙みように変化しているのに気づいた。

　音おん尾びが、ぼわわんと膨ぼう張ちようしている。では、奥部は広い空くう洞どうになっているのだろうか。

　変化はそれだけではなかった。行く先が、ぼんやりと霞かすみがかった光を放っているのが見えてきたのだ。

「あっ」

　郁生が短い驚きの声を上げ、ディックの腕にしがみついた。突とつ然ぜんのできごとにこっちもぎょっとなる。

「な、なに？　どうしたのさ」

「今、水の跳はねる音が──地底湖こだ」

　震ふるえる声でそう伝える。その時、柳老人がその細い目を眼球が飛びださんばかりに見開き、震える少女を振ふり返ったのには、二人とも気づかなかった。

「地底湖だって？」

　どんなに耳を澄すましても、どんなに目を凝こらしても、ディックにはまだなにも認知できない。郁生の異常に鋭するどい五感のみがそれを捕とらえることが可能だった。

　ただ、潮しおの香かは一段と強まり、間違いない、すぐそこまで海は来ているのだ。

　そして、ようやくディックにも漣さざなみの寄せてくる微かすかな音が聴ききとれた時には、トンネルは終わりを迎むかえ、予想通り地下洞どう穴けつというにはあまりにも広大な空間へ出た。

　広さはどのくらいあるのだろうか。地表の佐伯の社やしろの土地を悠にしのいでいる。水面から天てん井じようまでは十メートルほどだろうが、水面下は見当がつかぬまでに深い。彼らは地底湖の脇わきのちょっとした棚たなに出たのだ。百ひやく葉よう箱ばこのような小さな社が据すえられて、そこに赤米や酒などの供く物もつが捧ささげられている。

　明るかったのは、地底湖岸にぐるりと設置された何百という石いし灯どう籠ろうの灯火のせいだった。

「ここはいつもこんなに明るく？」

「灯籠の中は電球ですから。電源は水力を使っております」

　ディックの素そ朴ぼくな問いに、柳老人は淡たん々たんと説明した。

　郁生は食い入るように水みな面もを睨ねめつけていた。

　湖みずうみは蒼あおく、深しん淵えんだった。様々な有機物・無機物の入りまじった、濁にごりのある海の水。底は見えない。濁りのせいと、底なしかと思われる深みが、光の届とどかぬ闇やみの世界を形成し、覗き込んでいると引き込まれそうである。

「この湖は海とつながってるんですか」

「はい。タシル湾より向こうの外がい湾わんとつながっております」

　ディックと柳老人の会話も耳に入らなかった。

（来た）

　脳裏に映し出される、あの幻げん灯とう。魚の群れ。

　そして、今。

　郁生の見下す水面下が急に黒く変色したかと思うと、ばっとそれは漣を割って出現した。

　巨おおきい。

　体長二十メートルにも及およぶ巨大な体が三人の目前で空に突つき上げられ、一いつ瞬しゆん、視界はその紅くれない色いろで全面が染そまった。自らの重みで体が歪ゆがむ。トン級の巨体が空中に全すべて躍おどり出ると、激しく水に叩たたきつけられ、落ちた。わずかに遅おくれて、物もの凄すごい水柱が上がる。三人にもそのしぶきが飛んできたが、瞬しゆん時じに判断してそれを避けたのは柳老人のみだった。

　黒こく影えいはそのまま再び、底深くへと沈しずんで消えた。

　御神体のデモストレーションに、暫しばし茫ぼう然ぜん自じ失しつのていで濡ぬれネズミの二人は佇たたずんでいたが、

「……巨きい」

　驚きよう愕がくに満ちた呟きを洩もらすディック。郁生は何度も頷うなずいて同意を示した。

「おれ……二年前に、香こう伽か諸島でホウェールウオッチングして、鯨くじらのブリーチ見たことがあるけど……比ひじゃないよ、ばかでかいよ！」

　うわずる声を隠かくしもせず、ディックは感かん嘆たんした。あの金魚はこんなにも巨きよ大だいなものだったのか、こんな巨大なものが存在してもいいのだろうか。信じられない。一瞬、息がとまった。感動と──恐きよう怖ふ。二つが中和することなく交こう錯さくする。

　郁生は言葉が出てこなかった。

　居た。

　とうとう、居たのだ。

　これが、私の運命、私の道どう標ひよう。

　そして。

　その時、郁生は異い様ような感かん触しよくを味わった。なにかが、もわっとした密みつ度どの高い霧きりが頭を取り巻く。頭ず蓋がい骨こつの中に侵しん入にゆうする。脳を抱かかえ込む、そんな感触。





　──とうとうやったぞ。

　──とうとう見つけたぞ。これが、……の秘ひ薬やくだ。

　──あなた、おめでとうございます。これで、あなたを追い出した学界を見返せますね。

　──いや、まだだ。これが本当に……であるか、確かめねばならない。でなければまた笑いものだ。

　──確かめる？

　──この古こ文もん書じよによれば、これは女のみに効果があるという。だから。






　あなた、手が腐くさる。手が腐ってしまう！

　ばか言うな！　おまえは不老不死になったんだぞ！




　だんっ！　となにかを叩たたきつけられた衝しよう撃げきに、郁生はよろめいた。一気に不快な霧も言葉の幻げん想そうも、肢し体たいから抜け出ていく。

　目の前に広がるのは、蒼あおく暗い水みな面も。

　動どう悸きがする。

　なに。

　なに、今のは。

　なんの声、なんの言葉。なんて言ってたの。とても、大事なこと。思い出せない。覚おぼえていない。

　でも。

　でも、知っている。あたしは知っている。あれを知っていた。あれの記憶がある！　でも、思い出せない、解らない！

　ゆらゆらと波がさざめく。【魚】が足元で泳いでいるのが感じられる。

　頭が痺しびれる。もう何も考えられない。見つけた。その感かん慨がいだけが彼女を支配する。これから何が起こるかなんて判らない。考えつかない。考えられない。見つけた。それだけ。

「お双ふた方かた、これをどうぞ」

　振ふり向くと、柳老人は二人にタオルを差し出していた。用意周しゆう到とうなのか、こうなることを知っていたのか。

「この魚は、学術名はなんと言うのですか？」

　顔を拭ふきながらディックが問う。老人はおもむろに答えた。

「御み水すい様が外の者の目に触ふれたことはございません。従って、学術的なことは一切ありません」

「どうして!?　この巨きさならば魚類最大のものですよ。記録が塗ぬり替かえられる新事実なのに」

「御水様は我が社やしろの御神体。どうしてそのような公おおやけの場に引きずり出されるのを見ていることができましょう」

　きっぱりと否定する老人に、ディックはそれ以上言葉を重ねるのをやめた。湖みずうみに再び目を落とし、

「ちえっ、もったいない……」

と呟つぶやいてみる。この押おしの弱さでは、彼は科学者には不向きであろう。

　よく見ると、御水様はさきほどの一匹だけではないらしい。大小様々な黒い影かげが、水を満々と湛たたえた湖を悠ゆう々ゆう泳いでいるのが確認できた。

「…………」

　郁生が何か呟いた。口の中をモゴモゴさせただけなので聞きとれない。

「何か言った？」

「──どこまで大きくなるの？」

　キッと老人に鋭するどい視線を投げ付ける郁生。柳大地は細い目を更さらに細くした。

「どこまで大きくなるのよ、この魚は！　こいつらも成長の途と中ちゆうなんでしょ、佐伯紅生がいなくなったから成長しだしたんでしょ!?　本当はこいつらの成長を止める為ためにあたしを連れてきたんじゃないの!?　そうなんでしょ！」

　少女の怒ど号ごうが洞どう窟くつに響ひびき渡る。魚の巨大さにばかり気をとられ、すっかりそのことを忘ぼう却きやくしていたディックも身を強こわばらせた。そうか。そういう考え方があったのだ。

　しかし。

「紅生様がお亡なくなりになったのは先日のことでございます。ただの一日でここまで成長しますでしょうか」

　全まつたく動じず、あたかも用意していたかのごとく、老人は応こたえた。確かにそれはそうだ。

　ディックから成長過程を散々聞かされていただけに、郁生は反論できず、唇くちびるを嚙かみしめるだけだった。

「郁生ちゃん……」

　何を言えばよいのか解わからず、戸と惑まどいながらディックが少女の瘦やせた肩に手を置いた時。

「暗い、北ほく冥めいの海に、鯤こんという名の魚が棲すんでいる」

　唐とう突とつに、老人は張りのある声で、吟ぎんじるように語り出した。いや、それは詩だった。

「大きさは数千里にも及および、海の深い底で時が満ちるのを待っている」

「鯤……？」

「郁生様」

　小首を傾かしげた郁生の両手首を、老人とは思えぬ力で彼は握にぎり締しめた。

「私わたくしを信じてはなりません」

「え？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、郁生とディック、顔を見合わせる。

「それと、カール・ヤンセンに気をつけなさいませ。この社にいる時は、クレイ様のみを信じられるとよい。共に外から入ってきてしまったただお一人の方ですから」

「それは一体……」

「ここは結界です。私の申し上げられることは、これまでです」




「ディック」

　帰りの石段を上る途中で、郁生は後ろを歩くディックに囁ささやきかけた。

「視みえなくなっちゃった」

「なに？」

「魚の群れが瞼まぶたの裏から消えちゃった──視えなくなっちゃった」

　動どう揺ようと焦しよう燥そう。すがるような郁生の視線に、ディックはその手を取って、ただ平気だよと頷うなずくことしかできなかった。

　一体、これから何が起こるというのだろう。それとも、何も起きず、無事一週間が過ぎるのだろうか。

　得え体たいのしれぬ不安に、二人の足取りは重く、石段は永遠に地下をさまよっているようだった。

　遠くで、ぴちゃんと水の跳はねる音がした。




　　　　ACT. 3




　十七日は、御み水すい様見物から戻ってみると、斎さい戒かい沐もく浴よくだとか云うん々ぬんで、どこから湧わいて出たのか五、六人のおばちゃんにわっと囲まれて、郁生はどこぞへ連れ去られてしまった。

　巨大魚を見たことからの虚きよ脱だつ感かん、倦けん怠たい感と、先行きへの不安が入り乱れているところへ、おばちゃんのとんでもないパワーが怒ど濤とうのごとく押おし寄せたのである。郁生は身じろぎ一つできずに連れていかれるし、ディックはディックで、ぽかんとばかのように口を開け、その光景を見送るだけだった。

　つまり、回帰祭の祭さい祀しに先立ち、水を浴びて心身を清めるそうだが、

「丸半日はかかります」

との柳老人の無情な言葉に、ディックはすたこらさっさと逃にげ出したのである。そんな、半日もかかる風ふ呂ろをただ待っているなどと、彼はそこまで気は長くない。側そばで見せてくれるというならば話は別だったが。

　ともかく、ディックがその日知っているのは、外拝殿を通る時に聞こえた、けたたましい郁生の笑い声と、

「くすぐったいってば！　ぎゃあああ！」

という喚かん声せいだった。参さん拝ぱいに訪おとずれていた一般市民のキョトンとした面おも持もちに、郁生には悪いがディックは笑いを禁じ得なかった。

　そして、翌十八日。

「なに、トラちゃん明日帰ってくるんじゃなかったんですか？」

　大学の掲けい示じ板の休講札を見て、我等が檜山寅彦教授の日付が一日延のびていることに気がついたディックは、早速研究室に入るなり、先せん輩ぱいにそう尋たずねた。

「ディック、お前、顔が笑ってるぞ」

「あ、やっぱり分かりますか」

　喜き色しよく満まん面めんといったディックの面。誰が分わからいでか、というものである。

「なんでも、学会で重要な発表論文があったらしい。その人と話をするとかなんとかで、一日延長だそうだ」

「へー……なんだか知らんが。らっきー」

　というわけで、懸け念ねんすべき事こと柄がらが一つ減へったことで、羽根よりも軽く、すがすがしい心境でディックは佐伯の社へと赴おもむいたのであるが……

　離はなれの一室で待ち受けていた郁生の仏ぶつ頂ちよう面づらを見て、何があったんだと声をかける前にディックは吹ふきだしてしまった。

　郁生は巫み女こ姫ひめの装しよう束ぞくで身を縛しばられていたのだ。二人は知る由よしもなかったが、佐伯紅生が殺害される前日に海洋物理学講座を訪おとずれた時の衣装よりも、より重々しくごてごてした、壮そう麗れいな代しろ物ものだった。紅くれないと銀白を基調にして、幾いく重えにも絹けん布ぷをまとい、ずるずる床ゆかにまで引きずっている。一歩進むにも体力が必要そうだ。

　ディックが笑えたのは、その付つけ髪がみだった。

「な、なんだよ、その髪は」

「うるさいやい」

　ぷいとそっぽ向く。少女の髪の本来の長さは肩よりも少々長め程度であったが、今は白紙で巻まき束たばね、大きな紅くれない色いろのリボンで飾かざった細い髪が腰まで達している。

「朝九時から着付けに三時間かかりました」

　例の嫌いや味みを含ふくんだ微び笑しようで、カール・ヤンセンは言う。

「これが正せい装そうなんですか？」

「通常の祭さい祀しの装束です。回帰祭の際にはよりきらびやかなものになりますよ」

「なんで今頃からこんなもの着てなきゃなんないんだよ！」

　諦あきらめが悪く、不平不満をたらす郁生。胸下の紐ひもが苦しくて、時折うっぷと息を吐はいているのが、痛々しいが笑える。

「かようの装束は、着こなすには慣れが必要です。つまらぬ所で他の社の者に替え玉とバレるわけにもいかないでしょう」

「……わかってらい」

　ぶっきら棒ぼうに郁生は言い放った。

　ディックが座すわり込むと──郁生は行ぎよう儀ぎ作法の勉強と、正せい座ざをしていた──カール・ヤンセンはさっそく切りだした。

「紅生様を殺した犯はん人にんは未だ捕つかまっておりません。事件そのものを公表するのを控えております故ゆえ、かなり警察は手間どっているようです。回帰祭が終了した時点で本格的に取り組むことになります」

「目もく撃げき者しやが忘れちゃうよ。あたし、こんな修しゆ業ぎようしてるより、犯人捜さがしがしたいなあ」

　情けなさそうに己おのれの姿を見下しながら郁生が口をはさむと、カール・ヤンセンはその化け粧しようののる整ととのいすぎた顔に険けんをつくって、

「郁生様、犯人はおそらく集団であろうと確信できます。あなたが今、外をうろつけば、奴やつ等らに見つかるのは必ひつ至しです。そうすれば、奴等は殺害に失敗したと思い、今度は郁生様が危険にさらされるのですよ。勝手な真ま似ねはなさらぬように」

　男の命令口く調ちようが気に入らなかったか、郁生は口をとがらして黙だまり込んでしまう。二人の、この間からの気まずい空気に、落ちつかないディックが、

「と、ともかく、早く犯人が見つかるといいですね」

　フォローするように中間管理職に早がわりするのであった。それでも郁生がへそを曲げているので、しかたなくとっさに思いつく言葉を続けた。

「そういえば、佐伯紅生さんという方は、どういう娘さんだったんですか？」

　ピクンと郁生の耳が緊きん張ちようする。

　佐伯紅生。自分の双ふた子ごの姉。死んでしまったもう一人の自分。

　動どう悸きがする。聞かなくては。心がせく。

　もう一人の自分。死んでしまったあたし。

　もう一人のあたしはどんな娘だったの。全まつたくあたしとは違う娘だったの。

　聞かなくては。聞かなくて。

　……でも。

（どうして、あたしは）

（あたしは──苦しくないのだろう）

　別の人格、個体であるとはいえど双子である。元は同じ一つの卵らん細胞だった半身なのだ。その半身が死んだ。確かにあの溺でき死し体たいを見た時は驚きよう愕がくに心を失った。だが、それは、死体が己おのれの顔であったことへの衝しよう撃げきと、出生及び異常な力の解明へのつながりが途と切ぎれてしまったと思いこんだ不安と戸と惑まどい、そして怒いかりの結果だ。決して、身内を失くした、その感かん慨がいではない。

　紅生は身内というには余りにも離はなれて生きてきた。そう言ってしまえばそれでおしまいだが、相手は双子の片割れなのだ──もう少しなにか、心揺ゆさぶる感動があってもよかろうに。まるで他人の、いや、テレビか小説かの登場人物の死であるように、現実にベールがかかっている。しっくりこない。

　それとも、そういうものなのだろうか。必要以上に双子という現象に期待を持ちすぎていたのだろうか。

「紅生様は──齢よわい三つにて神しん童どうの名をほしいままにした、巫み女こ姫ひめとしての天てん稟ぴんをそなえた方でした。容よう姿し端たん麗れい、才さい色しよく兼けん備びで、人ひと柄がらは他人にも自分にも厳しい、厳格な性格でした。遠とお視みの力と未来予知の力をそなえ、その力を頼たよって遠路はるばる海外から助言を求め訪おとずれる者も少なくありません。ただ、最近は急に視力や聴力が衰おとろえたと、しきりに気にしていましたが。そう──郁生様とはまるで反対に」

「どうしてそんなことを知ってるの！」

　反射的に少女は膝ひざ立だちしてカール・ヤンセンに詰つめ寄った。が、慣れぬ正せい座ざ、足がしびれていて、かっくん前につんのめる。

「あ、あしが、あしが、がっ」

「何やってんだよ、郁生ちゃん」

「あーっ、あたしに触さわるなっ！　死ぬーっ」

　ぎゃあぎゃあと騒さわぎたてる郁生を、冷やかに見下していたカール・ヤンセンだが、

「学校で調べさせていただくのは造ぞう作さもないことでした」

「ひっ、人の健康診断書見たんだね。スケベ！　あてててっ」

　つっかかろうにも、抗こう議ぎの声を上げようにも、足のしびれに畳たたみにうっぷしたままなにもできない郁生。あ～あ、とディックは少女のあられもない姿に同情するのであった。そして、彼女の代りに巫女姫の後見人に尋たずねる。

「あなたはそのことについてどう考えているんですか」

「紅生様と郁生様の五感についてですか？　時を同じくしてというのは気になりますね。偶ぐう然ぜんということもありますが、巫女姫の家系の双そう生せい児じですし」

　意味深長にカール・ヤンセンは答える。

「この代役劇も、必然的なものだったのかもしれません」

「というと？」

「力の交こう替たい──巫女姫の交替」

「あたしは巫女姫なんかならねーって！」

　麗れい々れいしい巫女姫の口から啖たん呵かが飛んでくるのは幻げん滅めつもいいところである。これでは『ならない』じゃなくて『なれない』だ。

「ともかく」

　コホンとカール・ヤンセンは咳せきばらいした。ガルルルと犬けん歯しをたてられては、さしもの彼もこの話題を打ち切りたいと思ったのだろう。触さわらぬ神に祟たたりなしだ。

「芳ほう紀きまさに十七歳という齢で、惜おしい方を亡なくしました」

「御ご愁しゆう傷しようさまです」

　沈ちん痛つうな面おも持もちのカール・ヤンセンに、郁生も再び行儀を正して一礼する。そうだ、自分と佐伯紅生の相互関係がなんであれ、巫女姫紅生は死んでしまったわけで、それはこの社やしろにとって、とても重大かつ痛手のことで、本来ならばこんなにぎゃあぎゃあ騒がれず、喪もに服したい心境だろうに。もう少し自分は自じ重ちようすべきだった。この男だって、巫女姫の後見人ならば古くからの付き合いがあって、こんな……

「……あんた、いくつ？」

　不意に郁生は顔を上げた。一瞬、質問の意い図とが判わからず呆あつ気けにとられたカール・ヤンセン、まじまじと少女を見返して、

「二十、八、ですが？」

「あんた、巫女姫の後見人だったんだろう？　巫女姫は世せ襲しゆう制せいで、先代が死んだのは──あたしたちを生んですぐ。そう言ったね。あんた、いつから後見人になっていたの。十七年も昔から、ではないでしょ。あんた、もしかして、ただの後見人じゃなくて……」

　まっすぐ、その碧へき眼がんを見み据すえる郁生。すうっとカール・ヤンセンの目が細くなり、警けい戒かいの色を顕あらわにする。

　二人の間に剣けん吞のんたる気が漂ただよう。

　正座して微び動どうだにせず互たがいを凝ぎよう視しする姿は、一種独特の緊張を醸かもしだす。薄はく氷ひようを踏ふむキシキシという音を聞く、張りつめた空気に似ている。訳の解わからぬままに始まった二人の対たい峙じに、ディックはおろおろするしかなかった。

　沈黙を破ったのはカール・ヤンセンだった。不意に、にこりと笑みを浮かべ、

「──さすがは巫女姫の妹いもうと君ぎみ。お察しのとおり、私は単なる紅生様の後見人ではございません。私は紅生様の許婚いいなずけでした」

「ええーっ!?」

　自分から切り出したくせに、間かん髪はつを入れずにばかでかい声を上げるは澤田郁生、十七歳。ディックは郁生の声に仰ぎよう天てんして引っくり返った。一瞬にしてカール・ヤンセンは不ふ機き嫌げんな面おも持もちになる。まあ、当然だが。

「な、なにごと？」

「い、いいなずけ……」

　ショックで茫ぼう然ぜんとしている郁生。しかし、有り得ない話ではないのだ。いくら処しよ女じよ厳守の巫女姫だからといって、たった今彼女が言ったように、世襲制なのだ。処女懐かい妊にんの御時世じゃああるまいし、一体なにをそんなに驚いているのかと、戸と惑まどいつつディックは身体からだを起こす。そして、少女をなだめすかすように、

「なにをそんなに驚いているんだよ。巫女姫が世襲って言ったのは郁生ちゃんだぜ。人間は一人じゃ子供生めないんだから」

　なにやら自分が卑ひ猥わいなことを言っているような気がして、少々赤らみながらディックは言うが、てんで郁生の頭は違っていた。

「そ、そうじゃない」

　よく見ると、郁生の握にぎり締しめた拳こぶしがぷるぷる震ふるえている。

「も、もし、佐伯紅生が生きていたら、こ、こいつと結けつ婚こんして……」

「それが結婚なんだからしかたないだろ」

　様子が変だぞと訝いぶかりながら、ディックはなんの為にか知らないが、いたわるように応こたえた。

　が。

「そ、そんなことになったら、あたしとこいつは義ぎ兄妹きようだいになっちゃうじゃないのーっ！」

　ありったけの声で叫きよう喚かんする。今度はディックのみならず、カール・ヤンセンもが引っくり返った。外拝殿まで聞こえそうな絶叫で言われたら、カール・ヤンセンも哀あわれというものだ。

「ふ、郁生ちゃん、何を言うかと思えば……」

　引っくり返ったまま立ち直れないでいるカール・ヤンセンに憐れん憫びんの目を投げながら、ディックはわははと乾かわいた笑いをもってして言った。が、当人、いたって真ま面じ目め、顔面蒼そう白はくで今にも泣きだしかねない崩くずれた表情で、

「だ、だって、考えてもみてよっ。こんな奴やつを『お義に兄いさん』と呼ぶあたしの気持ち、解るでしょ？　こ、こんなホスト顔のやろーをっ。しかも、あたしがもし本当に巫女姫になっていたらば、きっとこいつと──！　あたしの人生、お先真っ暗だーあんっ、おてんと様の下には二度と出れない。わあああん！」

　言いたいだけ言いまくって、後は泣きだす少女・郁生。一部始終を見ていたディックは、啞あ然ぜんと彼女を見続けるしかなかった。

　確かに、カール・ヤンセンのような人物は苦にが手てと言っていたが……

（ここまで毛嫌ぎらいすることもなかろうに！）

　まるで異世界の生物でも眺ながめるかのように、ディックは言葉を出すのも忘れて見物していた。




「全まつたく、今日の郁生ちゃんにはびっくりだったなあ」

　日もすっかり暮くれた頃ころ、郁生は神楽かぐらの練習後の沐もく浴よくがあるからと、一足先に帰ることになったディックは、カール・ヤンセンに送られ廻かい廊ろうを歩いていた。どちらかというと、郁生がカール・ヤンセンを追い出し、彼はしかたなく一いつ緒しよに来たのだが。

　昼間の号泣を思い出して、はあ～、と息をつく。彼女の涙のパワーに、全く手も足も出なかったのだ。

　隣となりを歩いていたカール・ヤンセンがくすりと笑った。

「どうやら、私は生理的にも郁生様に嫌きらわれているようだな」

「あ、いや、そんなことは……」

　フォローを試みたディックだが、あれだけあからさまに言われた後だけに、やはりなんの言葉も出てこない。あれでは酷ひどすぎると、ディックはカール・ヤンセンに郁生の分だけ肩入れした。

「……あいつ、本当はいい子なんです。ただ、ちょっと一本気というか、裏表がないというか、融ゆう通づうがきかないというか、わがままというか」

「君は優しいね」

　割り込んで言われたカール・ヤンセンの一言に、赤くなって、ディック、言葉詰つまる。

「郁生様にも私にも気を遣つかっている。君は私のようなタイプは平気なのかい」

　ニヤリと妖あやしげな微び笑しようを一つ。これで相手が多感な娘なら、すぐにでも茂しげみに連れ込めそうな、甘あまいマスクだった。だが、いかんせん、相手がリチャード・クレイ（20）♂では、ぎょぎょっと閉口の一手である。

「俺は──確かに、初めて見た時はびっくりしたけれど、でも、毛嫌いするほどでもないし、別になんとも……どうして郁生ちゃんがあんなに嫌いやがるのか理解できないなあ」

「それは君、郁生様が【少女】だからさ」

「？」

　言葉の意味を把は握あくできず、ディックはキョトンとした顔を向ける。彼は続けた。

「我々は男で、彼女は女──女性というものは、とても強い」

　あ。

　それは、以前に郁生ちゃんが話してくれたこと。

「なんというかね、女性というのは驚くほどはっきりとしていて、白黒の決着をつけるのが好きなんだよ。善と悪、好感と嫌けん悪お、好こう奇きと無視。そういったものの区別をあっさりとつける。いったん思い込んだら自己暗示作用が働いて──そうそう、女性のこの自己暗示作用というのも強さの一因だけれど、どんどん嫌いになっていく。てこでも動かないよ」

「はあ……？」

「女性はこうと決めたらてこでも動かないのさ。一本気というのはとても良い表現だ。彼女たちの判断は一いち刹せつ那なで下される。そこには理り屈くつもなにものも介入しない。六感で裁さい決けつを下す」

「勘かんだけで人を判断されちゃたまったもんじゃないですよ」

　少々憤ふん慨がいしてディックは言った。しかし、カール・ヤンセンは楽しげな表情で首を振ふり、

「そうでもないよ、ディック君。迷いがないというのは、それはとても羨うらやましいことじゃあないかね」

「あ？」

「特に、どっちにも優しい君とか。男はとかく優ゆう柔じゆう不ふ断だんになりがちで、石橋を叩たたいてしまう。叩きすぎて割れてしまうかもしれない。慎しん重ちようなのは結構だが、時には一いつ刀とう両りよう断だんのように突つき進むことも必要だろう？」

　ぐさり。

　痛いところをつかれたものである。自分は優柔不断。昔から気にしてやまぬフレーズだった。二に者しや択たく一いつも苦にが手てで、そんな自分が情けなく、青あお息いき吐と息いきの毎日だった。

　それが、男の特性？

　カール・ヤンセンは言葉を続けた。

「一いち途ずというのは良いことだ。迷いも濁にごりもない。己おのれを信じて生きていける。古来より、身体を鍛え、悟さとりを求め続けたのは男だった。女は女であるが故に、それを得る必要がなかった。なぜなら、既すでにその内に包含しているから。男が求めてやまぬ完全な人間の理想像、それは女性の影かげ絵えにすぎないんだ」

「…………」

「近年、男女の中性化が進んでいるけれど──本当は男が女め々めしくなったんじゃあない。女が不完全体である男に傾かたむいてしまったのさ。解わかるかい？」

「ははは……」

　ごまかしで笑うのも尻しりつぼみになってしまう。

「女は強い。その中でも、【少女期】は手に負えないよ」

「少女期？」

「強い上に『わがまま』が付加されるからね。自分たちのことを天下無敵の女王様と思っているのさ」

「じょ、女王様……」

　おいおい、ムチでも持っているというのかね。

「彼女たちが宇宙人かなにかに見える時があるよ。子育ての終わったおばさんたちも怖こわいけれどね、格別なんだ」

「あ、それ分かりますよ」

　電車に乗り合わせた少女たちの異世界の会話を思い起こして、ディックは意気込んで頷うなずいた。おばさんはずぶとい。それは解る。では、少女は？

　あのパワーは一体なんと言う？

「彼女たちのパワーの源みなもとがどこにあるのか、男の私には判わからぬことだが……巫み女こ姫ひめの神じん通つう力りきというのは、それなんだ」

「え？」

　カール・ヤンセンの目が、ふと遠くなった。どこを見るとでもなく、その暗く蒼あおい双そう眸ぼうを空に向けて。

「少女期の、あの得え体たいの知れぬ力と源を同じにしている。いうなれば、少女期パワーの極限的状態だろう。十六、七でピークを迎え、十八を越こえると急激に褪あせてくる力──」

　十六、七でピーク？

　では、巫女姫紅生は本来ならば今が絶頂期だったのだ。だが、衰すい退たいした力。代りに、昇り勾こう配ばいを持つ郁生の異常能力。

　もし。巫女姫は一人、生まれた娘は二人。もし、佐伯の社やしろが取捨を間違えたとしたら。

　もし、郁生が巫女姫になるべき天てん稟ぴんの持ち主だったら。

　このまま、易やす々やすと郁生を手放すであろうか？　巫女姫のいない社は、ない。回帰祭を無事終えたところで、次はどうするというのだ。他から巫女姫となりうる人材を捜さがすのか。

　分からない。

　なにもかも分からない。

　分かるのは、ただ、回帰祭が無事終わればいい、これだけ。

「どうしたんだい。車はこっちだよ、ディック君」

　怪け訝げんそうなカール・ヤンセンの声に、我に返る。どうやら、考え込んで曲がるべきところを突き進んでいたのに気づかなかったらしい。ディックは赤くなった。

「あはは、つい考え込んじゃって……」

「何か疑問でも？」

「え、いや、あの……」

　カール・ヤンセンにそう切り返されて、ディック、焦あせる。疑問として口から出るほどはっきりしたものではない。自分の考えに振ふり回されて、混乱が始まっているのだ。めったなことを言って、不利な立場になったら困る。

「そ──それじゃあ、十八を過ぎたら、巫女姫は下りなくてはならないんですか？」

　適当に思いついた疑問を口にして間に合わす。しかしながら、結果的にその問いの返事は彼の不ふ審しんを解とくことになった。

「他の社はそうだよ。先代の血けつ縁えんや他から巫女姫に相応ふさわしい少女をスカウトするのさ。だけど、佐伯の社は違う。世せ襲しゆう制せいだからね」

「あのう……巫女姫は、厳守処女じゃあないんですか」

　おそるおそるディックが尋たずねる。カール・ヤンセンは意地悪く笑った。

「そうさ。だから、佐伯の社には一定期間、巫女姫不在の時が来る。他の社がそのようなことを行えば、たちまち周りに潰つぶされてしまうが、佐伯は違う」

「違うって……？」

「巫女姫は少女の力でないものを得て、御み堂どうとなられる」

「少女の力でない、もの？」

「女の力さ」

　くくっとカール・ヤンセンは意味深げに笑うと、ディックを一いち瞥べつした。その視線の意味が解わからず、え？　え？　と困こん惑わくも顕あらわに、ディックは四方にクエスチョンマークを描かきまくっている。それでも青年はそれ以上はなにも語らず、大鳥居まで彼を送ると、神殿へさっさと帰ってしまった。

　送りの黒くろ塗ぬりの大きな車に乗り込んだディックは、自宅に向かう道中、意味深長なさきほどのカール・ヤンセンの言葉と視線がこびりついて、慮おもんぱからざるをえなかった。

　女の力……？

（やっぱり、つーっと、あれかな、その）

（うーん、でも、こういうのは恋に迷って力が落ちるのが尋じん常じようじゃないか？）

（でもって、その、なんというか、やっちゃった後ってーのも、だいたい）

（あっ、こんな想像っ。俺ってやっぱ、やましーなー。間違ってたらどーすんだよ。そーゆう目で見ては失礼じゃないか、すみません、すみません）
















　誰もあんたの考えなんか聞いてないって。とはいうものの、自分の思考を反省して自己内完結してしまうのは、こういうタイプにはよくあることである。

　ともかく、意識が散さん漫まんとして、結論にたどりつけないまま家の前まで来てしまったディックは、社のお抱かかえ運転手さんに礼を言って車を出た。

　リムジンが狭せまい住宅街の小道を曲がっていく。

　社というのはえらい金持ちなんだな──妙な感心をもってそれを見送ったディックに。

　パン、パン。

　始めは誰かが拍手をしたのかと思った。それほどその音は間抜けて聞こえたのだ。

　今のが銃声だったというのに気がついたのは、家の囲いのブロック塀べいに黒い煤すすけた跡あとと摩ま擦さつ熱ねつで生じた煙が、二筋たっていたのを目にしたからだ。

　めりこむ鉛なまり。

　その位置がディックの肢し体たいから数十センチも離れていなかったことを知ると、そのまま腰砕けてディックは座り込んでしまった。

　俺が狙ねらわれた。

　俺が。

　どうして──!?




　　　　ACT. 4




　リチャード・クレイ（20）♂は、現在こまっしゃくれた歳の離れた妹ルース・クレイ（15）♀と二人暮らしである。タシル・エナジイ企業団に勤務している父親チャーリー・クレイ（48）と母親日か奈な・クレイ（45）は、沙さ漠ばく緑化都市計画の現地調査の為ため、ここ一ケ月、家を出たきりだ。

「……おにーちゃん」

「んあ？」

「どーゆーことかっ、説明してもらうかんね！」

　だんっ。ルースの拳こぶしにテーブルの牛乳の入ったコップが倒れる。そのしぶきがディックの膝ひざにかかろうとも、彼はこの少女に反論できる余地はなかった。

　なにも、夕べカール・ヤンセンから少女の強さを聞かされていたからではない。

　ディックが狙そ撃げきされたと知って、警察に通報したのもこの妹だし、どやどや思いもかけず大人数で押しかけてきた警官の世話をしたのも彼女だった。きわめつけに、ようやく一段落したと寝ね床どこについていくばくもせず、夜明け前に舞まい戻もどってきた刑事と対応したのもルース。ディックは自分にこの一件の矛ほこ先さきが向けられた事実のショックに、茫ぼう然ぜんとしていたのだ。

　どんなに怪あやしい状じよう況きようだったとしても、彼がのほほんと郁生に付き合っていられたのは、結局は第三者だと信じていたから。自分ではそんな無責任な考えは持っていなかったが、現実にそういうことだったから。

　どうして俺が狙ねらわれたんだ？

　というわけで、彼は警察のおじさん・お兄さんをことごとく無視したのであるが、ちなみに今朝は単に眠かったから起きなかった、に他ならない。

　一眠りしたディックが既すでにショック状態から抜け出ていたのは、やはり、若さゆえだろう。

　そして、災さい難なんに立ち向かったのであるが……

「おにーちゃん」

「はい」

　第一の災難・ルースが鋭するどく言う。ディックは身を小さくした。

「これ、絶対おかしいよ。一晩も経たってない内に、捜そう査さは打切なんて。ったく、かよわい一般市民の税金で暮らしてるくせに、なに考えてんのよねえ」

　それだけではないのだ。

　今朝、ルースに結局はたたき起こされ、事情を聞いたディックは慌あわてて警察へ電話した。あの、佐伯紅生の事件の時に彼らの尋じん問もん担たん当とうをした広東刑事に。

　自分の件を尋たずねる前に、先手を打たれた。

「佐伯紅生の一件から警察は手を引くことになった」

「なんですって!?」

「上層部からの命令と、佐伯の社やしろからの申しん請せいだ。上から押さえられて、しかも被害者宅から切られたらなにもできねえ。悪いが、夕べのお前さんの一件もそうだよ、きっと」

　どうなってるんだ？

　広東刑事の当とう惑わくと怒いかり、そして苦く衷ちゆうをまざまざと受話器から感じとれたのに、ディックは問い詰つめることもできずに、そのまま切った。

「おにいちゃん」

「ルース、お前早く中学校行けよ」

「はぐらかさないっ！　おとーさんとおかーさんに言いつけてやるもん」

「兄を脅きよう迫はくするなって」

「おにいちゃん！」

　ダイニングキッチンの朝のテーブルで、じっとり睨にらめっこ。

　結局折れたのは、果たしてディックの方だった。

　かくして、卵拾いから佐伯の社まで、簡略にも全部話す羽は目めになったのであるが……

　聞き終わり、暫しばし腕を組んで思考を巡めぐらせているていだったルース。

「……ルース？」

「おにいちゃん。その、カール・ヤンセンって人、かっこいい？」

「え？　あ、多分」

　それを聞くなり、ばっとルースはディックの手首を摑つかんだ。

　いかん。

　この行動が現れた時は必ずロクでもないことを言い寄られるのが常だ。

　とっさに判断を下したディックは、その束そく縛ばくを振ふりほどいて逃にげようとしたが、一足遅おそく、ぐわしとルースは抱だきついてきた。

「おにーちゃん、写真撮とってきてえ」

「ええいっ、やめんか、このミーハー娘が」

「そういう口きいていいの？　さんざん可愛かわいい妹に迷めい惑わくかけてえ。睡すい眠みん不足はお肌はだに悪いのよ」

「ガキが生意気な。いいか、誰にも喋しやべるなよ、おやじやお袋にも言うなよ」

　固く口止めをした、つもりで、ディックは早々に話を打ち切ると、大学へと出掛けた。また狙ねらわれるかもしれない危き惧ぐよりも、妹の攻こう撃げきの方が遥はるかに懸け念ねんすべき事こと柄がらだったのだ。ころりとそのことを忘れて、彼は吞のん気きに大学へ向かった。背後で見送るルースの目に、いたずらな輝きがあることも知らずに。




　警察の上層部からの押さえは、紅生殺害の犯はん人にんと思われる社やしろからの差さし金がねだと説明つくとして、一体、なぜ佐伯の社までが？

　午前中、大学の講義もそっちのけでディックは考えを巡めぐらせていた。広東刑事の話では、巫み女こ姫ひめ殺人事件の捜そう査さは少人数で行われ、全く手がかりはない暗中模も索さくの状態だったという。カール・ヤンセンの言う『心当たり』は聞かれなかった。

　佐伯の社はなにを企たくらんでいる──？

　警察の手が出たのは、自分らが通報したからだ。では、もし巫女姫の死体を佐伯の社の者が発見したとしたらば？

　通報はしないだろう。今、その状態に戻ったのだから。

　そうして？

　当然、犯人を自分らで捜さがし出す。放っておくはずがない、こういう旧きゆう家かは。仇かたき討うちはしかるべき行こう為いとか。時代錯さく誤ごだろうか？　ともかく、タシルは法ほう治ち国家、警察に任せれば法で犯人が裁さばかれてしまう。

　だから、手を引かせた……？

　佐伯では犯人の見当はついているのだろうか。おそらく八割がた判わかっているに決まっている。

　ふと、ある一いつ丁ちよう字じが閃せん光こうのようにディックの脳裏に現れ、駆かけ去った。

　罠わな。

　あとは罠にかかるだけ。

　罠──生きていた巫女姫。

　ディックは派手な音をたてて立ち上がった。教室の視線を一いつ斉せいに浴びるが、それどころではなかった。机上の物をまとめて鞄かばんに詰め込み、急いで部屋を出る。

　焦あせる心を押さえて理学部棟とうを出たディックの前を、黒い影かげが横切った。

　ホーリ。

　臨りん海かい公園の野の良ら猫ねこ。澤田郁生の育たない友達。佐伯紅生事件よりとんと姿を見せなかった仔こ猫ねこが、じっと誘さそいかけるように金色の双そう眸ぼうを彼に向けている。

「ホーリ、お前も不安なのか」

「にゃあ」

　行くよ。そう鳴いているかのように聞こえた。珍めずらしく、一いつ瞬しゆんの迷いもなく仔猫を抱だき上げると、ディックは自転車置き場へと急いだのであった。




　しかし。

　悪い予感というものは、えてしてどんぴしゃ的てき中ちゆうしてしまうものである。

「誘ゆう拐かいされただあ!?」

　離れで、後頭部を氷ひよう囊のうで冷やしながら横たわる柳りゆう老人に、ディックは憤ふん然ぜんと声を上げた。

「面めん目ぼくない……」

　うつぶせの老人が弱々しく謝しや罪ざいする。力抜けてディックはホーリを抱かかえたまま座すわり込んだ。自分の推論が当たってしまった、その驚きが逆に気力を萎なえさせた。

「巫み女こ舞まいの型を授ける為ために、郁生様とじいやが二人きりのところを狙ねらわれたんだ。物もの陰かげに潜ひそんでいて、じいやの後頭部を打だ撃げきしてから郁生様をさらったそうだよ。油断していたな」

　カール・ヤンセン、深刻心痛な面おも持もちで言う。しかし、表情とは裏腹な、冷静で端たん的てきな声こわ色いろに、気力とともに危うく忘れかけた憤いきどおりをディックは取り戻した。

「あ、あなたたちは何を考えてるんだ！」

「ディック君？」

「犯人が再び襲おそってくるのは先刻承知だったんだろ？　自分たちでカタをつける為に、巫女姫の仇かたきを自分たちで討うつのに敵を誘さそい出す為に、郁生ちゃんを罠わなの餌えさにしてたんだろ!?」

　そこまでがなりつけると、ディックはぎっとカール・ヤンセンの澄すまし顔を睨にらみつけた。そうした態度でいないと、相手の言葉一つだけで気力がガタ落ちになってしまうのは自分でもよく判っていた。

　当のカール・ヤンセンはというと、彼の指摘にもかかわらず、全く動じぬていで、

「静かにしたまえ、じいやの頭に響く」

「あ……す、すみません」

　結局、うまく丸め込まれて受身に転じてしまう近頃の若者だった。

「確かに──郁生様を囮おとりに、紅生様の仇を討つことも考こう慮りよに入れていたが、回帰祭の神しん事じの件はそれよりも重大なことだ。彼らの動きには充じゆう分ぶんに目を光らせていたんだ」

「で、でも、こうして郁生ちゃんはさらわれたし、昨晩は俺だって狙ねらわれて」

「別の輩やからだ」

　ピタリとディックの動きが止まる。カール・ヤンセンは彼を見み据すえながら言葉を続けた。

「我々が見張っていたのは、佐伯と敵対関係にある社やしろのいくつかだ。奴やつ等らの目的は紅生様を消すこと。奴等なら君を狙ったり郁生様を誘ゆう拐かいしたりなどしない。その場で郁生様を殺す」

「じゃ、じゃあ、いったい誰が」

　疑問詞を口にして、はたと先せん輩ぱいの言葉を思い出す。

　あの卵は社から盗ぬすまれたんだってよ。

「……卵泥棒ですか？」

「話を聞いていたのか。その可能性は大いに有り得る」

「でも、どうして郁生ちゃんが誘拐されるんだ。大体、なんで魚なんかが盗まれたんですか、この誘拐とどんな関連性があるんです」

「クレイ様」

　責めたてるように問い詰めたディックを、ぴしゃりと言葉で頰ほおを打つように遮さえぎった者がいた。見ると、氷ひよう囊のうの下から小さな白髪しらが頭が起き出し、その場で正せい座ざをして柳老人はディックを見据えた。小こ柄がらなはずの彼の身体からだは、ディックを押し倒すかのごとく威い圧あつに満ちて大きく見え、彼は言葉詰まる。

「クレイ様、なにゆえにそれをお尋たずねになります」

「え？　だ、だって、郁生ちゃんを早く助け出さなくちゃあ……」

「なぜです」

「なぜって？」

　言われた意味が把は握あくできないぞと、キョトンとした面おも持もちでディックは聞き返す。

「何なに故ゆえにそのように郁生様に執しゆう着ちやくなされます」

「執着って──!?」

　いわれのない咎とがめに、ディックは声を荒あらくした。が、年重ねた老人の眼光に、そのまま吞のみ込まれてしまう。

「では聞きましょう。クレイ様と郁生様の間あいだ柄がらはいかなものですか」

「へ？　イナカモノ？」

「どのような関係とお聞きしているのです」

「関係」

　おうむがえしにディックが言った後、しらっとした空白が場内に漂ただよう。

　その間に、純情にも大人になりきれない彼の面は真っ赤になってしまった。別に、自分と郁生との間にやましい関係とか、人には言えない関係があるわけではない。【関係】。その単語自体に恥はずかしさと照れの感かん触しよくがあったのだ。しどろもどろと、

「か、かんけいなんて、そんな……俺たちは友達ですよ」

「では、もうお引き取り下さい」

「柳りゆうさん!?」

　ディックと一緒にホーリが唸うなりを上げる。仔猫の犬歯がキラリと光った。

「友達では助けてはいけないんですか!?」

「あなた様は狙ねらわれたのですぞ」

「だからって！」

「お判わかりになりませぬか。あなた様に撃うち込まれた銃じゆう弾だんは二発。やろうと思えば狙そ撃げき者しやは三発目をクレイ様の心臓なり頭なりに撃ち込んでいたことでしょう。それをしなかった、それは畢ひつ竟きよう、お前は口を出すなという警告です。これ以上の関わりはあなた様のお命を保ほ障しようできかねます。どうぞ、お引き取り下さい」

　平身低頭で柳老人は言う。しかしながら、それは有う無むを言わせぬ厳格凛りん然ぜんとした命令に他ならなかった。文字どおり何一つ言い返せず、ディックは唇を嚙みしめるしかなかった。




　全まつたく──

　我ながらつくづく間抜けな人間だと反省しながら、ディックは帰き途との廻かい廊ろうを急いでいた。

　なぜ、自分が狙われたのか。

　なぜ、警察は手を引いたのか。

　郁生ちゃんは無事だろうか。

　それらのことばかりにかまけていて、最も重要かつ深刻なこと、【自分の命は危険に晒さらされている】、これがすっかり頭から欠落していたのだ。柳老人にたしなめられて初めて気づくとは、彼は吞のん気きなのやら間抜けなのやら。

　相手はまだ自分を殺す心算はないらしい。ただし、これ以上の介かい入にゆうは……

　ディックは濡ぬれ犬のようにぶるっと身み震ぶるいをした。

（そうか、俺は殺されてしまうのかあ）

　とは思えど、妙に腑ふに落ちない。そこにたどり着くプロセスや原因は理解できるのだが、死という言葉の感触が曖あい昧まい不透明で、微み塵じんも現実みを帯びない。昨晩だって、あの銃声と狙われたという事実に愕がく然ぜんとしたものの、それが死という現象につながらないのだ。

　最近の若者の例に洩もれず、ディックにとって【死】とは単語の一つでしかない。核家族の彼の家では死は遠い話で、おまけに科学者の卵は心理面の興きよう味みよりも科学面に走ってしまうのだ。ますますそれは闇やみに葬ほうむり去られる。

　そういうわけで。

（かといって、このままほいほい引き下がったら、後で郁生ちゃんに張り倒されるだろうしなあ）

（絶交もんだろうなあ）

　気が弱いくせに、なかなか手を切らずにいられるのも、それなりの背景があってのことだった。よって、死の恐きよう怖ふからの逃とう避ひよりも、人間関係円満解決を選せん択たくしてしまう。

　が。

　どうしようか。

　カール・ヤンセンの、人を見下した同情心たっぷりの声が耳じ腔こうで蘇よみがえる。

　まあ、じいや。それではディック君も納なつ得とくいかないだろうから、何かあった時はまず君に逐ちく一いち報告するよ。それでいいね。

　義ぎ俠きよう心しんは有り難いし立派だが、自分の身も大切にしたまえ、御両親が嘆なげくぞ。

　いけすかない奴やつ！

　今なら郁生があれほど騒さわぎたてまくったわけが理解できる。鼻につく口調、芳ほう香こう剤ざいのきつい香かおり、人を小バカにする視線。

　自分はそう短気ではない（かといって思し慮りよ深ぶかいわけではないが）し、怒ることもめったになかった。が、あのカール・ヤンセン。腹がたって苛いら々いらするったらありゃしない。できることなら二度とお目にかかりたくないものである。

　柳りゆう老人だってだ。

　あの、柳大だ地ぢという老人。こっちを気き遣づかってくれるのは感謝するが、なにもあんな言い方しなくてもいいだろうに。おまけに、彼を一いち瞥べつしたカール・ヤンセンの顔に、『それでいいんだ』と偉えらそうな文字が書かれていた。鈍どん感かんな自分が気づいたくらいだ。しょせんは柳老人はあいつの配下だったんだ。巨大金魚の地下湖で見せた態度に、てっきり、自分はともかく郁生ちゃんの味方になってくれるとばかり考えていたのだが、思い違いで……

　ピタリとディックは歩を停めた。

　後ろを振り返る。

　昼間の、壮そう大だいな社やしろ。

　今日は参拝客もまばらで、閑かん散さんとしている。

　私を信じては。

　確か、柳老人はそう言ったのではなかったか。私を信じてはなりません。

　あれは、このことを指していたのか!?

　こうなるとディックの思考回路は様々な回路接合不良にショート寸前だった。なにがなんだか判わからない。どこでどうつながっているのか判らない。どうしてこうなったのかも判らない。

　待て。こういう時こそ、合理的な数式理論で考えるのだ。帰き納のう的てきに、整理・整頓、推理を行うんだ、リチャード・クレイ。

　しかし、何から考えたらいい？

　今、郁生ちゃんはどこに？

　俺はどうすればいい？

　考えれば考えるほど、焦しよう燥そうに頭は空転し、迷宮の入り口さえ見つけられない。紛ふん然ぜん雑然糅じゆう然ぜんとして、ディックはうんうん唸うなりながら、そのまま鳥居を横切って再び廻かい廊ろうへ入ってしまうところだった。

　それを呼びとめたのは、腕の中のホーリのフーッと興こう奮ふんした唸うなり声だった。

「ホーリ、どうしたんだ」

　モノトーンの仔猫の視線を追う。

　鳥居の向こうに佇たたずむ人ひと影かげを目に入れた途と端たん、ディックは緊きん張ちように身を強こわばらせた。

　そう、そこには、彼の研究室のお頭かしら、檜ひ山やま寅とら彦ひこ教授が、白昼堂々公前の場で白衣をまとい、ポケットに手をつっこんでえらそーに立っていたのだ。

　こちらが自分を認めたと知った檜山教授、にやあと笑って、

「久しぶりだなあ、ディック」

　にやにやにや。この笑いはカール・ヤンセンの癇かんに触さわる笑みより質たちが悪かった。明らかに、彼になにかをする気でいる笑いだ。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえると化したディックに、檜山教授、ゆっくりと近寄る。あやうし、リチャード・クレイ（20）。この危機をどう乗り切る気か、それとも教授の餌え食じきと化してしまうのか!?　彼に希望の光はまーったく見えない。
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　ここは、オークション会場の舞ぶ台たい裏にある控え室だ。なぜ、劇場の控え室ではないかというと、耳に入ってくるのは台詞せりふではなく、競せり売りの喧けん々けん囂ごう々ごうたる怒ど号ごうだからだ。

　うつつと夢の狭はざ間まに、郁生はそんなことを考えた。そして、本格的に目が覚めてくると、周囲に種々様々な骨こつ董とう品ひんやら絵画やら得え体たいの知れぬ物体やらが並べられており、自分は瀟しよう洒しやな木の椅い子すに座すわらされているのが判わかった。ついでに、後ろ手に縛しばられているのも。

　傍かたわらの大きな振り子時計がカチカチと音をたてる。それがやけに耳につく。

　覚えているのは、佐さ伯えきのじいさまに、舞まいの練習だとかでびしばしぶったたかれていた時。変ちきりんな、下へ手たな映画のギャング、しかも三さん下した役やくであるかの様よう装そうの男が三人、わらわらと上がってきて、背を見せていたじいさまの頭をごちん、反射的に自分は逃げたものの、あっけなく捕とらえられ、なにやら薬物を嗅かがされて──今に至る。

　ここはどこだろう。

　郁生、周囲に人がいないのを確かめながら、考える。

　まず、現実は【誘ゆう拐かいされた】だ。誘拐。

　これはもう決まっている。

　佐伯紅べに生おを殺した奴やつ等らの仕し業わざだ。

　せっかく殺したはずの紅生が生きていると知って、今度こそはトドメを刺さしてやるぞとあたしをさらったのだ。ということは、あたしは殺されるのだろうか？

　しかしながら、郁生は沈ちん着ちやく冷静だった。取り乱さず、すぐに否定論をひねり出す。

　待ってよ。あたしを殺すことが目的なら、こんなところに連れ込んだりせず社やしろでやっちゃえばいいことだ。こんなオークション会場に連れ込んで。なにか紅生を殺すのに特別な儀ぎ式しきでもあるのだろうか。異い教きようの神に捧ささげられる麗うるわしきお姫ひめさま。なーんちゃって。それとも別に紅生に用があるのか。あの魚をくれ、とか。そういえばあの卵たまごは盗ぬすまれたものとかなんとかディックが言ってたっけ。

　それとも、全然別の誰かのしわざだろうか。

　しわざだったら、やはり、この状じよう況きようから考えて、自分は商品になってしまうのか!?

　競りの値が聞こえる。郁生が見たこともない数値の金が動いている。

　いったい、ここは!?

「お目覚めかな、お嬢様」

　突とつ然ぜんの声に、はっと郁生は身を固くした。競り声が聞こえてくる反対の戸から声の主ぬしは入ってきたのだ。

　悪あつ漢かんは意外にもバラの花をしょって現れた。当然、うげげと郁生は顔をしかめる。

　歳は四十半ばといったところだ。ダーク・ブラウンの髪かみをぴちりと整えて、シックなグレイのスーツを軽く着こなした洒落しやれたおじさまは、口調も態度も体型もスマートで、まるでダンディという言葉が服を着て闊かつ歩ぽしているようなものだった。ヤクザの三さん下したの親玉にしては、一流映画から抜けでてきた立派さである。

　が、このような男も、郁生の価値基準ではカール・ヤンセンと同じく『ちぎって投げ捨てたい』存在だった。こっちに近寄るなと、剣けん吞のんな目つきでおじさまを睨にらみつける。

　当人、その視線を何やら誤ご解かいしたらしく、

「おお、麗うるわしき姫ひめ君ぎみよ、そのような顔をしないでくれたまえ。手て荒あらな真ま似ねを君に施ほどこしているのは大変に心病やんでいるのだ」

「けっ、そんなこと言う前にこれをほどけって言うんだ」

　ガタガタと椅い子すごと揺ゆすって、縛しばられた手を見せる。しかし、おじさまは言葉に反してそれを無視した。そして、手にしていた真しん紅くのバラの花束を差し出し、

「お詫わびにこの花を。おお、あなたは手が縛られ受け取れない。よろしい、私が飾かざってあげよう」

　ふんふんと楽しげに鼻はな唄うたをしながら、おじさまは一本一本抜いては郁生の髪かみに、襟えりに、帯に、リボンに差し込んでいく。ちなみに郁生はまだ巫み女こ姫ひめの装しよう束ぞくでいた。

（こ、こいつ、変態か……）

　怒るよりも先に背筋を冷たいものが走る。ぞぞぞとおぞけに身をよじらせた。こうなったらとっとと逃げるしかない。

「な、なんだよ、あんたは！　あたしをこんなところに縛りつけて！　一体なにしようってんだ！」

「ああ、暴れてはいかんよ。花が落ちてしまう」

　のらりくらりと郁生を無視するおじさま。むかむかと、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる直前。

「あたしを殺そうってんならおカド違いよ、あたしは佐伯紅生じゃないんだ！」

　やっきになって声を上げた郁生に、ようやく反応して、おじさまは怪け訝げんげに首を傾かしげた。

「当然のことだよ、澤田郁生くん。佐伯紅生嬢じようは先日殺害されたではないかね」

「え……？」

　内輪以外誰も知らぬはずのことをあっさり口にされ、郁生は拍ひよう子し抜ぬけて啞あ然ぜんとなった。
















「名乗らなかったのは失礼するよ、お姫さま。私の名は荷か風ふう王わ仁に丸まる、タシリックハイソサエティクラブの主しゆ宰さい者しやだ」

「わに……？　ハイソサエティ？」

　妙みような名前と聞き慣れぬ単語に、郁生は幾いく度ども瞬またたいた。そして、あることに気づく。

「えっ、じゃあ、あたしを殺しに──佐伯紅生を殺したのはあんたじゃないの？」

「当然だよ、郁生くん。ハイソサエティクラブのメンバーは、美しいもの、富貴なるものを愛するのだ。佐伯の巫女姫のような珠たまのごとき令れい嬢じようを殺すとは、全まつたく犯はん人にんの気がしれん」

　拳こぶしを震ふるわせ、熱を込めながら語る荷風。カール・ヤンセンと違って巧こう言げん令れい色しよくでないところが、郁生の生理的嫌けん悪おを緩かん和わさせたが、話の内容が内容だけに、『こいつ危ないよ』と新たなる嫌悪の材料を見つけてしまうのだった。

　なんにせよ、この状態から奴やつに好感を持てという方がおかしい。

「それじゃあ、あんたはなんの為ためにあたしを……」

「我々は、タシルの中でも各種方面で特に社会的地位や権けん威いを持った人物からなるクラブなのだよ、郁生くん。何を隠かくそう、私も財政界では一、二を争う、世界的にも知名度の高い人間でね」

　おじさまはその形良い眉まゆをひそめた。

「金も名声も手に入れた。君には解らぬだろうが、なにもかもが揃そろってしまう状況というのは、人間を堕だ落らくさせてしまうのだ。私は現にそのような人間を何人も見てきた。だから、私はこのクラブを主宰したのだよ」

「それがなんだっていうのよ！」

「人間は何かを常に追いかけねばならない。そう結論づいた私は考えた。何か、我々の心を奮ふるわせることはないだろうか。そこで閃ひらめいたのがコレクション、たぐいまれなるものを求めようという試みだった」

　ビクンと心臓が一気に鼓こ動どうを速める。彼が言わんとすることを、身体の方がいち早く悟さとったのだ。

「我々の情報網もうを駆く使しして、世界中から珍ちん品ぴん・稀き品ひんを収集し、オークションにかける。素す晴ばらしい案だった。我々はこのクラブに生き甲が斐いを得、ほら、こうして今日も競せりが行われている」

「……そうして、あたしが次の次の何番目かに競りにかけられるってわけね」

　頰ほおを引きつらせながら、郁生は低い声で応こたえた。荷風は満足いったように大きく頷うなずき、

「おお、よく判わかったね。君は五番目だ。良い値で売れるだろう、恐おそらくは今までにない、最高の額で」

「冗じよう談だんじゃねーよっ！　なんであたしがあんたに売られなきゃなんないんだ！　人身売買は違い法ほうだっ、大体あたしはあんたの所有物じゃない！　あんたにそんなことされる筋合いはない！」

　堪忍袋の緒がとうとう切れて、郁生は怒ど鳴なりちらした。荷風は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、

「君、我々が捕つかまえたのだから、我々がどうしようと勝手だろう？」

「どういう論法よっ！」

「漁りよう師しが自分の釣つった魚を売れない、なんてことはないだろう」

「あたしは魚かっ」

「魚じゃないか」

　それが。

　それがあまりにも平然と言われたので、郁生は馬鹿なことを言ってるなと叫んで片づけてしまうところだった。

「君だけなのかい、魚は。佐伯紅生は人魚ではなかったの」

「!?」

　なにを。

　なにを血迷ったことを言っているのだろう、このおじさんは。

　郁生は声を吞のみ込んだ。今、何と言われた？　人魚ではなかったの。

　人魚では……!?

　刹せつ那な。

　ざん……！

　視野が紅くれないに染そまる。ゆらりと空間が歪ゆがみ、うねる。

　巨大な金魚。

　郁生の網もう膜まくに、いくつと知れぬ金魚の群れが映る。羽は衣ごろものようなひれが、水すい晶しよう体たいを掠かすめていく。旋せん回かいする。列になる。

　昏くらい水の中。水面がすぐそこに見える。広大な螺ら旋せんを描えがきながら、金魚は水面に向かう。

　どこへ行くの？

「まだ順番があるから、説明くらいはしてあげよう。君は半分は人間だろうからね」

　悦えつにいった荷風の声で、郁生は我に返った。瞼まぶたの裏の幻げん想そうはもはや搔かき消えている。

　どくん。

　あれは、いつも視みえていた魚の姿。

　どくん、どくん、どくん。

　鼓動が速くなる。なんだろう。言いようのない不安。一いつ旦たんは失った幻想が、なぜ、ここにきて再び。焦しよう燥そうにかられる。今までとは何か違う。

　──上を目指していた？

　今まで視てきた魚の姿は、深い海の底をゆったりと泳いでいた。

　どくん。

（……いやだよ。一人はいやだよ。一人でなんか考えていたくないよ）

（誰かきてよ。側そばにいるだけでいいから、あたしの味方になってよ）

（お父さん、お母さん）

（ディック）

（ディック、ここにきてよ……）

　決して冷房のせいではない寒気に、郁生は小こ刻きざみに震ふるえた。荷風はそれを自分らに対する怯おびえと見てとったらしい。ふんふんと頷うなずくと、

「まあ、怯えるのも無理はない。聞きたまえ、ことの経緯いきさつはこうだ。まずは半年前、我々は佐さ伯えきの社やしろに希け有うな種しゆの魚が祀まつられているとの情報を得、早速手に入れようと図はかった」

「ただの泥どろ棒ぼうじゃない！」

　叫べるならば叫んでおいた方がいい。なにか気をはぐらかさないと落ちてしまう。思考の奈な落らくに陥おちいってしまう。

「そこで我々は冷れい凍とう庫こに保存されていた卵たまごを入手したのだよ。二十一個のピンクの卵。君も見たことがあるだろう。オークションにかける前、確認の為ために一つだけ孵ふ化かしてみたのだ。しかしながら、孵かえったのは単なる金魚ではないか」

　ダンッと握にぎり拳こぶしを、荷風は郁生の座すわる椅子の手て摺すりに叩たたきつけた。

「情報はガセネタだったのだ──そう思い、暫しばらくその金魚を放っておいた。ところがだ、ある日、ガラスの割れる音に様子を見にいくと、体長五十センチにも育った金魚が水すい槽そうを自分の体で弾はじき割っていたのだ。解わかるかい、体長五十センチの金魚！　たった数日でここまで成長すると、誰が予測できただろう。我々は魚がどこまで成長するか調べることにした。すると、どうだ、一メートル、二メートル、十メートル、魚はどこまでも巨大になっていく！」

　それはそうだろう。郁生が佐伯の社で見た魚は二十メートル以上あったのだ。

「二十メートル、三十メートル、遂ついに五十メートルを越したところで我々はこの魚をオークションにかけるのを断念した。いくらなんでも巨大すぎる」

「ごじゅうめえとる!?」

　驚きよう愕がくの声を郁生は上げた。五十メートル。彼女が全力疾しつ走そうで走って八秒かかる距離だ。シロナガスクジラでもこうはいくまい。

「そして我々は二ケ月前、魚をヘリで運び、海へ放った。その時、手落ちで残りの卵の入ったトランクも投とう棄きしてしまったのだよ」

　それを一ケ月前、タシル大学の海洋物理学講座の面々が拾ってしまったというわけだ。しかし、飼かいきれなくなったら海に拾てるとは、いずくも同じである。だから郁生はホーリを飼おうとは思わないのだ。

「無責任ね」

「仕方あるまい。さすがは御神体、刺さしても鱗うろこはダイヤモンドのように硬かたく、火にもびくともしない。郁生くん、一体あれはどこまで大きくなるのかね」

「知るわけないでしょっ」

　あたしが聞きたいわよと口を尖とがらせる郁生。荷風は肩をすくめた。

「まあ、いい。話はこれからだ。我々は再び希有なるものを捜さがし始めた。すると、とある医い療りよう筋から佐伯紅生に関する情報が入ってきたのだよ。佐伯の社の御神体の件で、なかなかに興きよう味みを持ってね、私は巫み女こ姫ひめの話を聞いてみた。ほほう、顔色が変わったね。そうだよ、君が三年前に頼んだ、君と佐伯紅生嬢との遺伝子調査さ。我々は各方面にパイプがあるのだよ、言っただろう。君はなんにも教えられなかっただろうが、あれは医学の裏世界でも極ごく秘ひ事項になっていてね」

　郁生が顔面蒼そう白はくになっていくのを、荷風は心ゆくまで楽しみながら眺めた。そして、言葉を続ける。

「佐伯紅生は」

　ごくんと固かた唾ずを吞のむ。

「年をとっていない」

「……え？」

「君が手に入れた髪かみの毛の細さい胞ぼうの分ぶん析せき結果、佐伯紅生は年をとっていないことが判明したのだ。ふふん、その顔は信じていないね。今の科学は人の寿じゆ命みようを決定できるところまで日進月歩の発展を遂とげているのだよ。人間の年を測ることも可能だ。そして、佐伯紅生は年をとっていないことが判った。彼女が一体いくつか、知りたいかい？」

「い……いくつって、あたしと双ふた子ごなんだから十七に決まってるじゃない！」

　郁生は叫んだ。叫んだつもりだった。だが、出てきたのはかすれた、絞しぼり出すような声だった。荷風は意地の悪い微び笑しようを浮かべ、言った。

「彼女は、四十近い」

「冗じよう談だん言わないでよ！」

　反射的に否定の声を上げる。冗談じゃあない。彼女が四十だったならば、双子の妹の自分もまた四十だというのか？　自分の残りの二十数年の記憶はどうする。

「それじゃあたしも四十だって言うの？　あたしは十七よ！」

「そうだろうね。科学的にも十七だ。一つ聞こう、君はどうして佐伯紅生と双子なんて思っているのかい？」

　思いも寄らなかった荷風の質問に、郁生はキョトンとなる。途と端たんにしどろもどろと、

「え……だって、佐伯紅生の後見人がそう言ってたし、先生からも判定結果で血けつ縁えん関係はあるって言われたし、年も同じで……」

「血縁関係はあるが、年は同じではない。二十以上も違う。君は騙だまされたのだよ」

「何の為に!?」

「君と佐伯紅生が母子おやこの関係にあるからさ」

　ぴしっ。

　頭のどこかで、何かが割れる音がした。

　母と子。

　誰と誰が──？　自分と、佐伯紅生と。あの、人形のような溺でき死し体たいと。

「そして君、澤田郁生についても調べさせてもらった。すると、どうだ、養父母の異常な若作り、可愛かわいがっている猫の成長不良。向上する五感。これらの現実といい、御神体の異様といい、導き出せるのはただ一つしかない。君たちは人魚なのだ。君は知らないだけだ」

「どうしてそこに繫つながるのよ！　あんたバカじゃないの！」

「人魚は不老不死なのだ」

　断定的な物言い。真っ直ぐ荷風の黒い双そう眸ぼうが郁生を見み据すえる。少女はめまいに襲おそわれた。

　ぴしぴしぴしっ。

　駄だ目めだ。均きん衡こうが保てなくなる。何か言わねば、何か口を開かなくては、溺おぼれてしまう。頭の中に溺れてしまう！

　しかしながら、声は出なかった。荷風に最後のトドメを先に刺さされてしまった。

「そして、人魚の肉を食べた者もまた、不老不死になるのだよ」

　ふふんと笑ったその顔に、悪あく魔まの影かげが現れる。もう、だめだった。いくら気き丈じような郁生だって、自分がこれからオークションにかけられるのは食べられる為ためなのだと悟さとっては、さきほどからの興こう奮ふんと相まって、ぶちっと神経が切れてしまう。

「！」

　声にならぬ叫びを上げると、いきなりぱたんと郁生は失神してしまった。

　ステージに上がるのはもう近い。




「ひ、檜山教授……」

　じりじりと後ずさるディック。とっさに視線を周囲に巡めぐらし、逃げ道を捜さがすが、ここで逃とう避ひしたらばこれから何ケ月研究室でいじめられるか判ったものではない。よって、全面降こう伏ふくする羽は目めになる。

「お久しぶりです……」

「うむ。実に何ケ月ぶりだろう。出席日数は足りるかな？」

「たった一週間です！　それよりも、明日お帰りじゃあなかったんですか」

「お前には悪いがな、今日帰ってきた」

「あっ、全然悪くなんかありません！　すっごく嬉うれしいです！」

　人の揚あげ足あしを取る檜山教授に慌あわてて応こたえるディック。だが、この言葉こそ不注意の塊かたまりだった。にやあと檜山教授は破は顔がんして、

「嬉しいか、そうかそうか、嬉しいだろう。よし、今回のサボリは特別に私の同行人としてついてくることで許してやろう」

「え、えっ!?　同行人って？　い、いや、俺、やらなきゃならないことがあるんで、勘かん弁べんして下さいっ」

　平身低頭のていでディックは辞じ退たいを申し出る。しかし、彼に選択権は微み塵じんも与えられているはずがない。

「なあにい、私と一緒にいることがそんなに嫌いやなのかあ」

「いえ、決してそんな。教授う～、いじめないで下さいよお。今、すごく大変な時なんですから」

「なにが大変なんだ。四百字詰め原稿用紙に一枚。レポートしろ」

「ひえ～っ。分かりましたよ。絶対口外しないで下さいよ。もう」

　なんて意志薄はく弱じやくな俺。そう自己嫌けん悪おに陥おちいりかけながら、かくかくしかじかとディックは教授に語って聞かせた。一度喋しやべり始めたら、もはやずるずると教授の誘ゆう導どう尋じん問もんに捕つかまって、結局気がついた時には一から全すべて暴ばく露ろしていたりする。

（注）彼はだてに教授をしているわけではない。

　話を聞き終えた檜山教授は、腕を組みながらふんふんと頷うなずき、なにやら考えている様子。次に彼がどんな態度をとるのか気が気でないディックは、はらはらと周囲を窺うかがっていた。

　こんな場違いな白衣姿のおっさんが怪あやしく見えないはずがない！

（こ、この人、目立ちたがり屋だからなあ）

　檜山教授の出現で、ディックはすっかり自分が狙ねらわれていることを忘れてしまっていた。

「だ、だからですね、俺は郁生ちゃんを見つけださなきゃならないんです」

「ばかか、お前は。一いつ介かいの学生になにができる」

　ぐさり。あっさりと痛いところを突つかれて、ディックは二の句がつげなくなる。

「仮になにかできたとしてだ、お前、なにをするつもりだ？」

　ぐさぐさ。そうだ。まーったくなにも考えつかないでいるのだ。なにをするつもりもなにもあったものではない。檜山教授、神しん妙みような面おも持もちで、

「お前には独どく創そう性せいがないんだよ。閃ひらめきのない奴やつは科学者になってもゴミの役にもたたん」

　ぐっさり。学生には何を言っても何をやらせても構わないと信念に置いている教授の駄だ目め押おしに、ディックは滅めつ多た打うちにされてしまった。

（た、立ち直れない……）

　落ちこむディックの横で、ケケケと笑う檜山教授。この馬鹿正直さがたまらん。なんてからかいがいのある奴。

「ということだ。だからお前は私と一緒に来るのが最善の方法なのだ」

「だ、だからって、郁生ちゃんを助けることにはつながりませんよーっ」

　教授のいじめに泣きそうになりながらディックは反論する。しかし、教授は人差し指を振って、

「甘あまいな、ディック。その澤田郁生くんのことで、私がなにか情報を持っていたらどうする」

　意外な教授の言葉にディックは信じられないと幾いく度ども瞬またたいた。

「教授……この四日間、一体なにをしてたんですか」

「学会だ、ばかもの。まあ、その学会で面白い話を聞いてきたのでな、お前にだけ特別に教えてやるぞ」

「教授、一体どうしたんですか？」

　なにやら薄うす気き味み悪くなって、ディックは恐おそる恐る尋たずねた。しかし、檜山教授はそれには応こたえず、ぐわしとディックの腕を摑つかんで、

「ともかく私と一緒に来い。澤田郁生くんの行方ゆくえも判るかもしれん」

「こ、来いって、一体どこに行くんですか!?」

　有う無むを言わせぬ、ミドルエイジとは思えぬ力で引っ張る教授に、焦あせってディックは尋ねる。すれば教授、振り返りざまににやあと笑って、

「南海海洋工学データセンターだ」

　南海の大おお海原うなばらにぽつんと建設された海上データセンター。

「な、なんでそんなところにっ」

「ええい、うるさいっ。閃きの働かない奴は地道にデータを集めればいいんだ。来いっ！」

　とことん叩たたきのめされて、ディックは悄しよう然ぜんと教授の後についていくしかなかった。




　　　　ACT. 2




　気絶していたのは数分らしい。カッと瞼まぶたを突き刺した強烈なスポットライトに、郁生は目を覚ました。

　そこは既すでに舞ぶ台たいの上だった。彼女はまさに今、競せり落とされようとしていたのだ。

　瞬しゆん時じに記き憶おくが蘇よみがえる。そうだ。この変態馬鹿野郎どもは、自分を人魚だとかなんとか言って、食べようとしているのだ。

　冗談じゃないっ！

　一度失神してしまえばこっちのものである。もはや肝きもも座すわった。驚きよう愕がくも恐きよう怖ふも乗り越えた。後はいかにこの場を脱するかだ。

　目が慣れてくると、舞台の下の客席が見渡せるようになる。確かに荷風の言う通りハイソサエティ、その言葉がぴったりな風ふう体ていのおじさん・おばさんが円えん卓たくに四、五人ずつ座ってこちらを凝ぎよう視ししている。さほど大きくはないホールだが、少なくとも百人は下らない客数だ。

　舞台のすぐ側そばのテーブルに座っていた、五十ぐらいの太ったおばさんと目が合う。彼女はショッキングピンクのフリルたっぷりドレスを着込んでいて、手には孔く雀じやくの羽根の扇おうぎを携たずさえていた。壁のような厚あつ化げ粧しように、うっと吐はき気を催もよおす郁生。

　ホール全体に化粧品独特の異い臭しゆうが充じゆう満まんしている。集つどう人間からもどろんとしたわだかまりが発散される。澱よどんでいる。

（あ、だめ、あたしこういうの弱い）

　場内全員の視線が自分に集中している。特に、おばさんの視線が痛い。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆様、今回のオークションはあと一品で終了とさせていただきます。本日はありがとうございました」

　舞台袖そでからマイクを手にした荷風が現れる。キッと郁生は睨にらんだが、彼は無視した。

「さて、本日の最後の品物ですが、御ご覧らんあれ、ここに座る巫み女こ姿の美少女を。姿すがた形かたちこそ人間ではありますが、彼女こそ、我々が追い求めてきた幻まぼろしの人魚なのであります」

　おお、という歓かん声せいとともに場内が騒そう然ぜんとなる。あたしは人魚なんかじゃないと怒ど鳴なろうとした郁生だが、喉のどがいがらっぽく、まともな声すら出なかった。

（なにか吞のまされた!?）

　こうなったら仕方がない。売られるのは癪しやくに触さわるが、さっさと売り落とさせて買い主と直じか談だん判ぱんした方がことが簡単で合理的だ。そう郁生は開き直る。

「皆様も既すでにご存じのように、人魚は側にいるだけで寿じゆ命みようを延ばし、若さを保ち続けることができます。しかし、それだけではありません。その肉は、不老不死、即すなわち永遠の若さをあなたにもたらしてくれるのです」

「私が買うわ！」

　気の早い誰かが叫んだ。あっという間に蜂はちの巣すをつついた騒さわぎで、誰も彼もが自分が買うと絶叫し、ヒステリックな金かな切きり声ごえを上げる。そのうちに舞台に這はい上がろうとしたおばさんが出、我も我もと先を争って郁生目がけて客が殺到した。互いを押しのけ、張り倒し、蹴け飛とばして、凄すさまじい有様である。その、若さへの執しゆう念ねんに血走ったおばさんの形ぎよう相そうに。

（あ、あさましい……）

　戦せん慄りつが走る前に、郁生は呆あきれ、情けなくなってしまった。永遠の命がなんぼのものだろう。そりゃあ、若い内に死んじゃうとか、何かをやりかけのままで死ぬのは自分だって嫌いやだし、できることなら若く長く生きたい。でも、永遠に続くなんて、間違っている。皆がどこかいっちゃうのに自分だけ残るなんて。人間は一人じゃ生きていけないよ。

　おばさんの襲しゆう撃げきは強化ガラスに阻はばまれてストップした。こうなる事態を予測してか、舞台と客席の間にはガラスの仕切があったのだ。

「皆様、お待ち下さい。ご静せい粛しゆくに。どうぞお席にお戻り下さい」

　立ち往生の淑女たちは、渋々荷風の言葉に従い、席へと戻っていく。その後ろ姿は、始めに見た金持ちという言葉が服を着て歩いているような絢けん爛らんさは跡あと形かたもなく、襤ぼ褸ろをまとった獣けもののようだった。

　啞あ然ぜんと彼女たちを見送る郁生に荷風は歩み寄る。そして、場内が落ち着きを取り戻したところで、再び話し出した。

「このように希望者が多数ですので、まず整理をさせていただきます。このオークションは女性に限らせていただきます」

　途と端たんに会場からブーイングが上がる。荷風は彼らも無視した。

「金に糸目はつけないわ！」

　狂きよう喜きした女声が飛んだ。それから続々と異口同音が飛び交う。荷風はその事態も予測していたかのように落ちついた調子で彼女らを手で制すると、

「そうでしょう。この人魚に値段はつけきれません。そこで提案があるのですが、一つ、ゲームをしませんか」

「ゲームですって？」

　誰かが聞き返す。荷風はおもむろに頷うなずいた。

「この人魚を一いつ旦たん逃すのです。それをあなたがたが追いかけ、捕とらえた方にお引渡しするというゲームです。仮にも人語を解せる人魚です。彼女にもチャンスを差し上げましょう」

　ちらりと荷風は郁生を瞥べつ見けんする。完全に強者の驕おごりだ。カチンときた郁生はなにか怒ど鳴なりつけてやろうとしたが、何分声が出ないのでそれも叶かなわない。

「彼女がもし無事に脱だつ出しゆつできた時は、このハイソサエティクラブは潔いさぎよく諦あきらめましょう。ルールは至って簡単です。手段はどれを使っても結構です。ただし、彼女に傷きずをつけてはなりません、その時点で失格とさせていただきます」

「まあ、狐きつね狩がりね」

　おっとりとした、可愛かわいらしい声が響く。こんな声の持ち主でも人ひと喰くいになってしまうのだろうか!?　郁生は軽いショックを覚えた。

　だけど。

　まだ、大丈夫。

　大丈夫。まだ現実と言葉が一体化していない。食べられるという言葉はまだ言葉でしかない。あたしの中に消化されていない。正気でいられる。あれは冗談なの。からかわれているの。誇張なの。そう思える。

「よろしいですな、皆様。では早速準備に取り掛かります。参加される方には番号プレートをつけていただきます。スタッフの指示に従って下さい。この間に人魚姫には逃げていただきましょう」

　荷風はそこまでマイクで言うと、くるりと郁生に向き直った。

「というわけだよ、澤田郁生くん」

「……サディスト。嬲なぶりものかよ」

「君は口が悪いね」

　荷風は眉み間けんにしわを寄せた。それから少女の手首の縄なわをほどいてやる。

「さあ、どこへでも行きたまえ。君の健けん闘とうを祈いのっているよ、ではまた」

「二度と会うかっ！」

　本当は蹴けりでも入れてやりたいところだが、狩人かりゆうどの準備が終わるまでできるだけ遠くへ逃げなければならない。捨て台詞ぜりふを吐はくと、彼女は舞台裏の方へ駆かけ出した。

　ゲームは始まったのだ。




　どうしてこうなったのだろう。

　そんなことは考えてはいけない。ただの泣き言になる。澤田郁生十七歳。今はどんなことがあっても生き延びるんだ。逃げるんだ。郁生頑がん張ばるんだ。

「……元気になれば元気になれる。元気になあれ。元気になれば……」

　何度も口の中で繰くり返す。自己暗示が自分を強くすることを知っている。始めは自分への欺ぎ瞞まんだけれども、繰り返せば思い込めば本当になる。あたしは強い、強いんだ。

　無む我が夢む中ちゆうで走る。外を目指して走る。

　あいつらは遊びと本気の区別がない。このゲームは遊びだ。だが、捕つかまった後は本気。あたしは人魚として連れていかれる。それからどうなるかは判わからない。

　だから、今、逃げ延びるしかない。ハイソサエティクラブ。各種方面に手が伸びる。悔くやしいが、安全な場所は佐さ伯えきの社やしろだけだ。あそこを目指す。

　佐伯の社──佐伯紅生。

（いけない、今は彼女のことを考えるんじゃあない）

　郁生は頭かぶりを振ふった。

　それにしても、この建物はなんて広いのだろう。どこかの多目的センターみたいだが、走っても走っても玄げん関かんにつかない。見当たらない。

　ホールからの道のりで、手に入れたのはシューズ。巫み女こ姫ひめの衣い装しようは既に投げ捨て、下に着ていたティシャツと短ぱん姿でいる。なにか武器を、と思わないでもなかったが、持ち慣れぬ物を携たずさえての逃とう避ひは、かえって邪じや魔まになるだけだ。

　赤い絨じゆう緞たんを敷しきつめた廊下の向こうに、巨大な窓が見えた。叩たたき割って出るには大きすぎるなと視線を投げた郁生は、あっと息を吞のんだ。

　外は既に夜の帳とばりを落としていた。

　ここは何階だろう、四、五階か。

　窓から見える景色──それは、窓の光が全くない、夜闇に沈しずんだ都市だった。

　真っ暗なビル群、そして街まち並なみ。人工灯とうの夜景のない都市は異質だった。夜空よりも暗く黒く空間にわだかまり、ひっそりとこちらを窺うかがっているようである。

「停電？」

　それにしては、街灯は晧こう々こうと道を照らしている。

　人っこ一人見当たらない。

　どくん。

　不安が胸を渦うず巻まく。ここは、どこ？　タシルじゃない。

　遥はるかな都市の向こう──あれは砂さ丘きゆうの連なりではないか？　この街は完全に沙さ漠ばくに囲まれているのだ。内陸部だろうか。

　窓の反対側は吹き抜けの螺ら旋せん階段になっていた。やった。出口だ。

　脱出の第一の壁を乗り越えた喜びで、郁生は不安と焦しよう燥そうを押し込めようとした。だが、大きく開け放たれた玄関を飛び出た途と端たんに、彼女の当とう惑わくは一気に十倍になってしまった。

　音がない。

　都会特有の、夜の喧けん騒そうが微み塵じんもない。不ふ夜や城じようでない都市。それは、廃はい墟きよを意味している。

　どくん。どくん。どくん。

「こ……ここはどこなのよ！」

　たまらず郁生は叫んだ。死んだ街にこだまが響く。人の気配はない。生き物の気配はない。風が吹き抜ける。

　ここはタシルじゃあない。

　誰も助けてくれない。助けてくれる人はいない。

「……ディック」

　だめだ。

　もう、だめ。

　ぼたっと目頭から涙るい滴てきが零こぼれた。一度流れると止まらなくなる。だから、我が慢まんしていたのに。あたしは強い、そう信じていたのに。

「ディック、ディック、ここに来てよ。肩貸してくれるって言ったじゃない。噓つかないでよ、来てよ……」

　足がガクガクする。座り込んではだめ。二度と立ち上がれなくなる。でも。

（怖こわい、怖いよ！）

　ぼたぼたと涙が頰を落ちる。誰か助けて、お願いだから。誰かいて。ここに来て。

「ディック……」

　星瞬またたく蒼そう穹きゆうにリチャード・クレイの影を求めて振ふり仰あおいだ、その視野に。

　タシル沙漠緑化都市記念講堂。

　まなこが大きく見開かれる。沙漠緑化都市。

　では。

　では、ここは、廃墟ではない。完成を間近に控えた、新たなる都市。タシルの一部。

　俺の両親は今、沙漠緑化都市計画の一員として。

　ディックの言葉が蘇よみがえる。彼の両親はここにいる。他にも、たくさん人間がいる。あたしは助かるかもしれない！

　郁生は涙を乱暴に拭ぬぐった。

　助かる。助かるよ、郁生。頑張って、ディックの両親を見つけるの。そうしたら、ディックに連絡をとってもらおう。佐伯の社に連絡をしてもらおう。そうしたら、大丈夫。もう大丈夫。朝にはおうちのベッドで寝ていて、お母さんに豆とう腐ふのお味み噌そ汁しる作ってもらおう。ふりかけで御飯を食べよう。

「朝には豆腐のお味噌汁……えへへ」

　涙声で呟く郁生。そして、きっと前方を毅き然ぜんたる面持ちで見み据すえる。

「どこかに道案内があるはずだよ、郁生。それを見つけよう」

　自分に話しかけ、一度大きく深呼吸をしてからだっと走り出した。

　郁生、自分をごまかすのはやめよう。とことん考えてみようじゃない。そうすれば、必ず抜け道がある。そう相場は決まっている。

　講堂内から見た感じでは、こことセンターパークを挟はさんで対向側が、どことなく企画整然とした街並みの調子から外れて、ガタガタな線だった。おそらくは、まだ建設中の区域なのだろう。ということは、そこの近くに人がいるということだ。ともかく、そこへ行ってみよう。

　郁生はとりあえず、講堂から真っ直ぐ中心に向かって延びる大通りを駆かけた。

　その間、郁生は逐ちく一いち考え直してみることにした。

　どうしてこんなところで、ハイソサエティクラブの連中はオークションなんかしているのだろう。答えは簡単。人目がないから。彼らの力ならば、関係者以外立ち入り禁止のここを自在に扱うくらい、たやすいことなのだろう。

　あたしが人魚だって!?　ばか言っちゃあいけない。あたしには確かに変な力はあるけれど、自分はちゃんと年取ってるもの。どこからそういうデマが流れたんだ。

　佐伯紅生。これは、帰ってから、柳のじいさまにちゃんと聞こう。もう言い逃のがれはさせない。あたしは、別に彼女が母親だって構わない。あたしのお母さんは澤田に一人きり。

（……あれ？）

　走りながら郁生は眉をひそめた。彼女が母親だとしたらば、父親は誰だ？　えっえっ、まさかカール・ヤンセンじゃないだろうな。あ、でも、もし佐伯紅生があいつのことが好きだったら、そしてあたしと同じ力があったなら、あいつも二十八なんかじゃないぞっ。ぴったりあっちゃうぞ！

「うそーっ、あんなのが父親だって!?」

　反射的に叫きよう喚かんしてから、どっと心臓に負ふ担たんがかかったのに慌あわてて自重する。

　冗談じゃない！

　義理の兄どころか父親だなんて、天と地が引っくり返ってもあたしは認めないぞ。カール・ヤンセン、待っていろ、とことん事実を究明してやる！

　天敵ホスト顔のカール・ヤンセンによって、異様な盛もり上がりを得た郁生だった。さきほどまでの落ちこみはどこふく風だ。現金な娘である。

　この街は、ほとんど完成に近い状態だった。道は全すべて完備され、住宅の一軒一軒、内ない装そうまできちんと施ほどこされ終わっているのが見える。樹木もいたるところに植えられ、星明かりの中でもここが翠みどり豊かな緑化都市であることが判わかった。空を渡っていくのはモノレールらしい。

　海にまさに吞のまれんとするタシルの、第二の都市。母都市からそう遠くはないはずである。

　第一次計画の現在は、それほど街全体の規模は大きくない。

「お、大きくはないって、相対的なものじゃないっ」

　三キロメートルも走らぬうちに、既すでに郁生の息はあがってしまった。彼女が体育の授業で一番嫌きらいなのは、年に一度の持久走六キロメートルである。半分は歩いて回るクチの彼女が、一都市の直径を走り抜けられるわけがない。

「ちょ、ちょっと休きゆう憩けい……」

　ぜいぜいと肩で息を吐つきながら、路ろ地じに入って住宅の庭先に隠かくれる。

　このままで持つわけがない。

　どうしよう。

（うーん、自転車でもあればなあ）

　辺あたりを見回す。すると、驚いたことにその家のガレージに、ちゃあんと自転車が一台置いてあるではないか。

「げげっ、なんてご都合主義なっ」

　しかし、郁生は知らなかったのだが、この計画都市では、排はい気きによる空気汚お染せん公害をなくす為ため、電気自動車のみ乗り入れを許し、市民の個別交通手段としては自転車を推すい奨しようする規定が既に決定しているのだ。よって、住宅の備品として各家庭に一台、自転車が政府から分け与えられることになる。郁生はちょうど配布の実験区域に紛まぎれ込んでいたというだけの話だった。

「つ、使えるのかな……」

　鍵かぎがかかっている。

（……今いま更さら、こんなことで捕つかまるわけないか。捕まえてくれた方が嬉うれしい）

　というわけで、そこらの庭石を持ってきて、鍵をぶっ壊こわすに至る。

　にやあと郁生は笑った。ふふんっ。自転車が手に入ればもうこっちのものよっ！　だてに高校まで三十分自転車で通っていないんだから！

　悦えつにいっている暇ひまはない。

　庭先から周囲を窺うかがって、郁生は自転車にまたがった。

「行くよ、郁生」

　ペダルを踏ふみ込む。新車は快かい適てきな滑すべり出しを見せ、ぐんぐんと加速した。この調子ならばすぐに工事現場にたどり着く。へへん、ざまあみやがれ、変態荷風ワン丸めっ。

　わんわん！

　ワン丸じゃなかったっけ？　ワン太郎だったかな、ワン助だったかな。

　わんわんわん！

　ワン三郎、ワン左衛門、あれ、ワニだったっけ？　アリゲーター、アリガタヤー。

「わんわん！」

「ひえっ」

　下らぬ連想を引き起こしていた声が、ナマモノの犬の吠ほえ声だったのに気づいて、郁生は仰ぎよう天てんして危うく自転車から落ちそうになった。

　急ブレーキとともに背後を振り返る。姿はまだ見えない。だが、犬の咆ほう哮こうが夜空に響く。どんどん自分に近づいてくる。スピッツとかお座敷ワンちゃんとかそんな可愛かわいらしい声ではない。よくて秋田犬、悪ければドーベルマンだってなんだっていい声だ。しかも、一匹二匹じゃない。九、十匹は確実にいる。
















「ひ、卑ひ怯きようだーっ」

　郁生は巫女姫の衣い装しようを投げ捨ててきたことを後こう悔かいした。が、後悔先にたたず、今は一心不乱にペダルを漕こぐしかない。

　郁生は走った。懸けん命めいに自転車を走らせた。自転車に乗っているのに喉が干ひ上がり、心臓が動どう悸きに悲鳴を上げるほど走った。

　しかし、犬の脚きやく力りよくは強かった。

　唸うなり声がドップラー効果で近づいてきたかと思うと、あっという間に横に並び、数匹が前に躍おどりでて、焦あせった郁生は反射的にブレーキをかけた。

　ぶんと自転車に振り回され、転げ落ちる。人間も急には止まれない。

「いててて」

　腕をさすりながら立ち上がった郁生を囲んだのは、予想通りドーベルマンだった。筋肉隆々とした大型犬は、格好良いというよりもなかなか気持ち悪いものである。犬のボディビルダーだ。

　ふーっと威い嚇かくしながら輪をゆっくり縮めてくる。

「ちょ、ちょっと待ってよっ。話し合えば解わかるって！」

　気が動転して郁生は意味のないことを叫んだ。無論、犬は聞く耳持たず、ふっふっと興こう奮ふんしながら犯人を見据える。走ってきたせいか、涎よだれがすごい。泡あわかもしれない。

　目が爛らん々らんと金色に光っている。びくんと戦せん慄りつが背筋を駆かけた。

「あ、あたしは、被ひ害がい者しやなの……」

　声が震ふるえる。殺されることはない。傷きずつけたら失格のはず。そう頭で判わかっていても、身体は聞かない。脚あしが硬こう直ちよくする。

　くっと犬の鍛きたえられた後ろ足が曲がる。

「やだ、こないで……」

　ドーベルマンの一匹が口を開き、少女に向かってジャンプした！

「やだ！　くるなって言ってるでしょ！」




　　　　ACT. 3




　郁生狩がりゲームの開始より逆さか上のぼること四時間、十九日、午後十時。

　パラパラとプロペラ音を小一時間聞きながら、海上をひたすら南下して、ようやくディックと檜山教授は南海海洋工学データセンターへ到着した。

　南海海洋工学データセンター。外見は海洋油田基地のようで、鉄骨のやぐらの上に、灰はい色いろの薄うす汚ぎたない箱が無む造ぞう作さに積まれているといった感じだ。

　昼間出会った二人が、ここに来るまで何なに故ゆえに九時間も要したかというと、このデータセンターはタシルの都市区域外にある、つまり他都市の管かん轄かつ内なので、プロフェッサーの檜山教授はフリーパスなのだが、学生リチャード・クレイは入るのに査証が必要だったのだ。それで手間取ったのである。

「ふん、外国に出るわけでなし、そんなもの、必要なかろう」

「研究機関なんだから仕方ありませんよ」

　プリプリと檜山教授が怒るのを、必死に宥なだめるディックであった。

　そして、二人はセンターに入った。

「おお、檜山さん、お待ちしていましたよ。ささ、こちらへ」

「いやあ、こいつの査証に手間取りましてな」

　二人を迎むかえたのは、年の頃ころは六十代前半の頭の薄い、檜山教授とはまるで正反対の意味で、いかにも教授らしい容よう貌ぼうの男性だった。彼はロイド眼鏡の向こうから、ふむふむとディックを見ると、にっこり笑って、

「こちらが檜山さんの研究室の秘ひ蔵ぞうっ子、リチャード・クレイ君だね。私はこのデータセンターの所長で、加か納のうだ。よろしく」

「え、あ、初めまして、リチャード・クレイです。えっ、あの、秘蔵っ子って？」

　思いもかけぬ加納の言葉に、当とう惑わくしてディックは聞き返す。まさか、檜山教授に限って自分のことを優秀な学生とは思っていまい。どういうことだ？　にっこりのまま、加納、

「手放せない学生だそうだよ」

　加納の完全に意味を誤ご解かいしているだろう言葉に、やっぱり、とディックはがっかりした。本当は、手放せない『ほどにいじめがいのある』学生、なのだ。

「加納さんは理学博はく士しでな、海洋物理学の方面では第一人者なのだ」

「よして下さいよ、檜山さん。もう私はおいぼれで何の役にもたたない。現に先日の学会で総すかんをくらってしまった」

　ははは、と笑う加納。ディックは感動した。理学博士という地位にありながら、なんという謙けん虚きよさなんだろう！　ああ、檜山教授に爪つめの垢あかでも煎せんじて飲のませたい。

　ディックは檜山教授のおかげで、完全に【教授】に対する偏へん見けんが確立してしまっていた。

「檜山教授、それで郁生ちゃんの手がかりというのは……」

「そう焦あせるな。来い、いいものを見せてやる」

　檜山教授は加納博士に頷うなずきかけると、彼を道案内にすたすたと歩きだした。ディックもその後をついていく。

　通されたのは、加納博士の所長室だった。中には先客がいて、四十程度の働き盛ざかりの男性だった。一目で判わかる、加納博士の息子むすこさんだろう。温和な目元が父親にそっくりである。

　所長の気質が窺うかがえる、整理整せい頓とんされた部屋だった。ここでもディックは感動した。なんてこの二人は対照的なんだ、どうしてこの二人が親しくなれるんだっ。

「檜山さん、紹しよう介かいするよ。これが私の不ふ肖しようの息子、加納正まさ己みだ。タシルの桜おう佳か大学付属病院で医者なんぞやっておる。正己、こちらが檜山教授に彼の学生のリチャード・クレイ君だ」

「初めまして檜山教授、加納正己です。桜佳の付属病院で形成外科医をやっております。畑違いですが、先生の噂うわさはかねがね聞いておりますよ」

　父親とそっくりな口調で、加納医師は檜山教授と握あく手しゆした。

（えっ、この人はそんな高名な先生だったの!?）

　啞あ然ぜんのていでディックは傍かたわらの教授を眺めた。

「さあ、ディック君。これを見たまえ」

　加納所長は戸と棚だなのファイルから一枚の大きな写真を取り出して見せた。

　一面の海原うなばら。中央に周囲より色が深く暗い部分が広がっている。

「……なんですか？」

「では、こちらを」

　二枚目も同様の写真で、より水面にズームアップしている。

　じっと凝ぎよう視しする。おぼろげながら、影かげが形を成しているのが判わかった。

「……魚ぎよ影えい？」

「これはどうかね」

　次に渡されたのは、なにかのデータだった。波動が何枚にも渡って記されている。紙面の中央に小こ刻きざみな波が少し続いて、いきなり振しん幅ぷく軸じくが高くなる。高い軸のまま波動は延々と続いていた。これは、ディックにも判る、反はん響きよう音おんによる調査だ。軸の移動は周囲よりも反響時間が短い区域があることを示している。

「ソナーですね。じゃあ、魚群探知機……」

　そこまで言って、ディックはようやく腑ふに落ちた。彼だってだてに海洋物理学研究室の使いっぱをしていない。この写真。このデータ。

「こ、この写真、高度はいくつですか!?」

「やっと気がついたか、遅い」

　つまり、高度ン百メートルからでも姿がくっきりと捕とらえられ、ソナーがそれを捕ほ捉そくしてから何キロもスキャナし続けたような、巨大な巨大な魚が海中にいたということだ。

「きょ、教授う！」

　ディックは動揺も顕あらわに声を上げた。のんびりと彼が応こたえるには、

「慌あわてるな、これは私たちの棄すてた奴やつじゃあない。時間が合わない」

「そ、それもそうですね」

「が、同じ種類だろうな」

「ひえ～っ」

　その場でサンバでも踊おどり出しかねない勢いで慌てまくるディック。こんな場合でも他ひ人と事ごとのように、檜山教授はディックを見てかんらかんらと笑った。

「か、加納先生っ、この魚は一体どの位の大きさなんですかっ」

「少なく見積もって、五キロメートルというところかな」

　その返答に。

　ディックは卒そつ倒とうした。




「始めは岩がん盤ばんかと思ったのだよ。だが、どう調べても生物の反応なのだ。ゆっくりだが移動しているしね。ディック君、聞いてるかね」

「はあ、なんとか……」

　どっぷりとソファに浸つかって、ディックは力なく加納博士に応える。檜山教授、ふんと呆あきれながら、

「そんな、お前が気に病やむこともないだろうに」

「どーしてこれが落ち着いてられますかっ」

「どうして落ち着いてられないんだ」

　間かん髪はつを入れず檜山教授が言葉を返したのに、ディック、うっと言葉詰つまる。

　確かに、どうして落ち着いていられないのだっけ？

（俺達はバカでかくなる魚を海に棄すてたし、俺は佐伯の社で魚の群れを見たし……）

「……あれ？」

　ディックは首を傾かしげた。よくよく考えてみれば、別段彼が責任を負わねばならないことはなにもないのである。少々関かん与よがあったからといって、なにやら加害者妄もう想そうを抱いてしまっていたのだ。そんなディックを檜山教授は憮ぶ然ぜんと見て、

「だからお前はばかものなんだ。被害者妄想も質たちが悪いが、加害者妄想は身内の不幸だ、自分も大事にできん奴が他人を守れるかーっ！」

「わ？　わわ？」

「まあまあ、檜山さん。ディック君もまだ若いことですし」

　檜山の一いつ喝かつに圧あつ倒とうされるディックを憐あわれんで、加納博士が宥なだめ役に回る。そして、話が脱線しかけるのに修正を行った。

「ディック君、我々がこの魚を最初に見つけたのは七年前でね、以後、世界中の海洋を巡めぐって今年までに五匹、遭そう遇ぐうした。恐おそらくはまだまだその数は増えるに違いない。しかしだ、こんな巨大な魚が今まで発見されなかったなんておかしいじゃあないか。解わかるかね、この魚は今まで見つからなかったわけではない、今までいなかったのだ」

「それは、どういうことですか……？」

「聞きたまえ、私は一つの仮説を立てた。突とつ如じよとして現れた巨大魚。そして、昨今の急激な海面上昇。時を同じくしてこの二つの現象。間違いない、この二つはかなり密接な関係がある、即ち、巨大魚の『嵩かさ』の為に海面は上昇した、そう私は結論を下したのだ！」

　加納博士は拳こぶしに力を込こめて語った。科学者の渾こん身しんを込めた仮説に対する想おもいが、老人とは思えない気き迫はくから伝わってくる。

　しかしながら、ディックの方は目が点になるよりほかなかった。

「……あのう、本気ですか？」

「本気だとも。君も学会の無む知ち蒙もう昧まいな諸君と同じに信じられないようだね。確かに、たかだか魚の体積だけで、沼ぬまならいざしらず、海面が上昇するなどとは考えられないことだろう。だが、もしこの巨大魚が数匹ではなく、何百匹と繁はん殖しよくしていたら？　もし、これ以上に成長するとしたら？　有り得ぬことではないのだ。有り得ぬことではないのに、彼らは私のことを詐さ欺ぎ師し呼ばわりしたのだ……！　老い先短い老人は家に引っ込んで盆ぼん栽さいでもしてろと嘲あざ笑わらったのだ！　理論ではそんな魚は存在できないだと？　青あお二に才さいが、机にへばりついて実験もできぬくせに観察屋を見下しおって！」

　わなわなと全身を震ふるわせて怒りを表わす加納。普ふ段だんが温厚なだけに、こういう時になると一気に爆発するらしい。ディックは自分に矛ほこ先さきが向けられているような気がして、おろおろした。

　今度は息子むすこの加納医師が父親を宥なだめる。

「まあまあ、父さん。あまり興こう奮ふんすると心臓に悪いですよ。実物を見せて彼らをぎゃふんと言わせられるのももう間近じゃありませんか」

「実物？」

　嫌いやな予感がしながらも、ディックは聞き返した。加納博士は頷いて、

「実は、一週間前に我々は巨大魚の稚ち魚ぎよを捕ほ獲かくできたのだ。稚魚と言っても既すでに二メートルは越していたがね。今は下の囲いで飼し育いくしているのだよ、もう三メートル近くになる」

　一週間前。それはディックら海洋物理講座の面々が魚を投とう棄きした日。ディックは焦あせって檜山教授を見るが、彼はしれっと他ひ人と事ごとのように聞いている。加納博士は言葉を続けた。

「ディック君、今日君にここに来てもらったのは、その稚魚が君が佐伯の社の地底湖で見た魚と同一のものかどうか確かめてもらう為なんだ」

「ど、どうしてそのことを!?」

「わしが話しちゃったもーん」

　檜山、けろりと言う。ぎょっとディックは後ずさった。いくら地じ獄ごく耳みみの教授だって、どうしてそんなことまで知っているのだろうか？　しかも、この四日間彼はタシルにさえいなかったというのに。

「学会で加納さんの仮説を聞いてな、早速二人で話し合って、あれがこの巨大魚と同種類だと結論したのだ。佐伯の社の巫女姫のこともある。ならば、澤田郁生くんも当然関かん与よしてくる。そこで今朝お前の家に電話をしたのだ。出たのはお前の妹で、私が名乗るとぜーんぶ事細かに喋しやべってくれたぞ」

「あ、あのお喋り雀すずめーっ」

　やはりあの妹も甘くはない【少女】だったのだ。よりにもよって、とんだ人に喋ってくれたもんだ……でもないのか？

　そこでディックははたと思い出した。そうだ、自分はそんな魚がどうのこうのと論議している場合ではなかったのだ。

「それはともかく、俺は今こんなことをしている場合じゃないんです。俺は郁生ちゃんを捜さがさないと」

「そこで僕が出てくるんだ、ディック君」

　意外なことに、ひょこいと加納正己医師が出てきた。こほんと彼は咳せきばらいすると、

「実は、澤田郁生ちゃんは僕の患かん者じやでね、前々から面識があったんだ」

「えっ？　あいつ、どこか悪いんですか？」

「いや、僕は形成外科だからね、病気じゃあない。プライベートなことだが、事態が事態だけに話すけれど、彼女には胸に拳こぶし大だいの痣あざがあったんだよ。それを取った時の主治医が僕なんだ」

　にこにこと加納医師は語る。ディックはいま一つ形成外科と整形外科の区別がつかなかったが、今はそれどころではないので置いて話を聞いた。

「彼女の痣は無論、きれいに取れた。何ケ月か通院していたのだけれども、ある日、彼女は僕に相談を持ちかけたんだ。血けつ縁えん関係を医学的に証明できる方法はあるか、とね」

「！　それはいつの話ですか？」

「三年前かな」

　では、郁生は三年も昔から佐伯紅生と自分の関係に気づいていたのだ。

　三年前……？

　ディックの頭に何かが引っ掛かった。三年前。三年前から魚が瞼まぶたの裏に視みえるようになって。そう郁生は言っていたではないか!?

「僕は、今の医学ならばＤＮＡからの情報で何親しん等とうまでか言い当てられるから、髪かみの毛一本でもいい、と言ったんだ。そうしたら、翌日、どこから手に入れたのか、本当に髪の毛を一本持ってきたんだ。出世払いでこれと自分の関係を当ててくれ、とね」

「その髪の毛の持ち主が、佐伯紅生……」

「そう。あまりに熱心に言うし、彼女の家庭事情も聞いていたのでね、大学の研究サンプルとしてならば調査してあげられると言って、大学の知人の研究室に送ったんだ」

「結果はどうだったんですか？」

「確かに、血縁関係はあったんだ」

　おもむろに頷うなずく加納医師。なるほど、彼女のあのあっけらかんとした態度は、科学的な裏づけが既にあったからなのか。神通力を持った巫み女こ姫ひめと縁えん者じやなのだから、別段不可思議な力を持っていても怖こわくはない。

　しかしながら、納なつ得とくしたディックとは裏腹に、加納医師は眉み間けんにしわを寄せると、

「これは郁生ちゃんには言わなかったんだが──二人の関係は双ふた子ごではないんだ」

「え？　年とし子ごですか？」

「それならなにも問題はない──驚かないでくれ、彼女達、澤田郁生ちゃんと佐伯紅生さん、この二人は親子なんだ」

　一瞬、ぴたりと世界が凝固してしまった。

　幾いく度ども瞼まぶたを瞬またたくディック。今、どういう言葉が聞かれた？　確か、親子とか。

　親子。あれだ。親と子。生んだ人、生まれた人。

　ディック、頭のどこかでプツンと切れる。そうか、郁生ちゃんがあんなに妊にん娠しんを嫌いやがっていたのは既に経験済みだったからか。なんだ、そうなのか。

　じゃあ、相手は誰なんだろう。

　どくん。

　やっぱり、高校の同級生かな、処しよ女じよ懐かい胎たいじゃないだろうし。

　どくん。どくん。

　なんだ、骨がきりきりする。肋ろつ間かん神経痛か？

　哀あわれにも、頭が一瞬にしてパニックを起こし飽ほう和わ状態と化したディックは、全まつたくつじつまのあわないことを考え出した。これは、よりむちゃくちゃなことを考え、現実逃とう避ひをしようとして、変な方向に走ってしまった結果である。それほど、ディックにとって加納医師の言葉は信じがたい事柄だったのだ。

「う──うそだあ」

　自分の勝手に口から出た声で、ディックは我に返った。

「またまた冗じよう談だんを。郁生ちゃん、佐伯紅生のどちらが親にせよ、歳が合わないじゃあないですかあ。姉妹でしょ？」

「そう思いたいのはやまやまだが、どう転んでも母子だ。佐伯紅生さんが母親、澤田郁生ちゃんが娘。くっきりと遺伝子の情報交こう換かんがそう言っている」

　加納医師はきっぱり断定した。くらりとめまいがしたディックは、必死に否定を裏づけする言葉を捜した。

「で、でも、巫女姫の後見人のカール・ヤンセンも二人は双そう生せい児じだって……」

「騙だまされたんだよ」

「そんな、何の為に。大体、二人が親子なんて、歳はどうするんですか。それならばせめて佐伯紅生さんは三十は越えてないとならないじゃないですか」

　最後の拠より所をディックは叩たたきつけた。あの容よう貌ぼうはどう見ても十七の少女だった。これは紛まがいようのない事実だ。

　しかし。

「そこが問題なんだ。遺伝子調査の結果、佐伯紅生は年をとっていないんだ。有り得ることと思うかい？　僕達だって始めは自分達の腕を疑った。だが、どう調べても、細さい胞ぼう年ねん齢れいは十七なのに──」

　加納医師は口をつぐんだ。どう言ったらよいのか、戸と惑まどっている表情がくっきりと現れている。しかし、続きは彼の父親が引き継ついだ。

「これを見たまえ」

　加納博士は一枚の古びた写真をどこからか取り出して、ディックに手渡した。

「……郁生ちゃんにそっくりだ」

　写真に撮とられていた人物は、十六、七の紅こう白はくの装しよう束ぞくの巫女姫だった。

「というよりも、佐伯紅生くんにそっくりだろう。残念ながら、彼女は先々代の巫女姫でね、私が若い頃回帰祭の時に撮ったのだよ。息子むすこがこれを見つけた時は大おお騒さわぎだった。こいつが撮ってきた佐伯紅生くんの写真を見ると、瓜うり二つなんてものじゃあない。まさしく同一人物なんだよ」

「まさか！　孫なんだから似ていても不思議はありませんよ」

「仮にも私はこのデータセンターの所長だよ。コンピューター解かい析せきによる情報処理も行った。確かに太り具合や髪質などは多少異なるが、基本となる骨格や瞳ひとみの大きさは同一人物と認めても間違いなかった」

「じゃあ、十七年前に郁生ちゃんと佐伯紅生を生んですぐ死んだという先代の巫女姫は誰なんです!?」

　ムキになって立ち上がり、声を上げるディックに、けろりとしたていの檜山が応こたえた。

「佐伯紅生だろう。先代も佐伯紅生とそっくりなんだから」

「…………！」

　あまりにもあっさりと言われて、ディックは急に緊張を失い、へなへなとソファに座すわり込んでしまった。それでも悪あがきで呟くには、

「じゃあ……三つで神しん童どうと呼ばれた佐伯紅生は何者なんだ。彼女にだって幼児期はあったんだ。十七のままじゃなかったんだ……」

「檜山さんとの話の中で、佐伯紅生くんのことが出てきた時、是非とも澤田郁生くんに会いたいと思ってね、本当はここには二人で来て欲しかったんだ。でも、こんなことになってしまって、とりあえず君だけに来てもらった」

　もうその話はおしまいと、加納博士が魚の話に戻そうとした言葉に、ディックははっとなる。

「そうだった！　郁生ちゃん！」

　自分の使命を思い出し、気抜け状態だったディックはぱっと飛び上がると、加納医師に飛びついた。

「先生っ、さっき郁生ちゃんの居場所を知ってるような口くち振ぶりだったのに、なんで何も言ってくれないんです!?」

「いやあ、つい君に恋人のこんな事情をどう話していいものか考えて、すっかり忘れてしまったんだよ。言えないわけじゃないから安心してくれ」

　あははと笑う加納医師。

　しかし、ディックは笑ってなんかいられなかった。

「誰が誰の恋人ですって!?」

「澤田郁生ちゃんは君の恋人だろう。いいかい、よく聞きたまえ、この佐伯紅生の件に関しては、医学界内でも極ごく秘ひ事項になっているんだ。つまり、闇やみに葬ほうむり去られようとしている。まあ仕方がないことかも知れないけれどね。だが、最近、その極秘書類が外に洩もれたらしいという噂が流れたんだ。しかも、流出先はタシリックハイソサエティクラブらしい」

「なんだ正己、そのハイソサエティクラブというのは」

　息子の口にした、ながったらしい名めい称しように、加納博士は顔をしかめて問う。

「タシルの金持ちばかり集めたお遊び集団ですよ。彼らの趣しゆ味みは珍めずらしいものを集めてオークションを行うことで、裏の世界で色んなことをやってるそうです」

「ふん、馬鹿が集まるとろくなことをせん」

「ディック君、判わかるかい。おそらく卵を佐伯の社から盗ぬすんだのも彼らだろう。そして、澤田郁生ちゃん。佐伯紅生さんの情報から郁生ちゃんを知ったのだろう。彼女も彼らの目から見れば立派な稀き少しよう品ひんだ。御両親の若返りといい、飼い猫の成長不良といい、まさに稀まれに見る存在。郁生ちゃんは彼らの手に落ちたに違いない！」

「じゃあ、郁生ちゃんはオークションで売られてしまうってことですか!?」

　加納医師は頷うなずいた。ディックは自分が顔面蒼そう白はくになるのが判った。なんてことだ、この現代に人身売買が行われるなんて！　なんて奴やつ等らなんだ、ハイソサエティクラブ！

「早く助けに行かなくては！」

「その前に魚を確かめてくれ」

　この場に及んで、ディックの腕を摑つかみ、なにやら抜けたことを要求する加納博士。

「今はそれどころじゃありませんっ、また後で！」

「オークションが行われている場所を知っているとでも言うのかね」

　ピタリ。加納博士の非情な、でも鋭い指摘にディックの動きが凝固する。当然、知らない。また、元の木もく阿あ彌み。結局なにもなっていない。

　しかしながら、救いの手はほんっとーに意外なところから差し伸べられたのだ。

「わし、知っとるよ」

　にやにやと檜山教授は笑いながら、啞あ然ぜんと見返すディックを眺めていた。




　　　　ACT. 4




　足元に累るい々るいと横たわるドーベルマンの死体に、郁生は腰が立たず、凝ぎよう然ぜんとその内臓の破は裂れつした骸むくろを見つめていた。

　来ないで。

　そう叫んだ刹せつ那な、犬の肢し体たいがカッとまばゆい閃せん光こうを放ち、内臓が破裂したのだ。

　いったい、何が起こったというのだろうか。まだ、郁生は恐きよう怖ふも悲ひ哀あいも感じていなかった。神経が麻ま痺ひしてばかになってしまった。ただ、見つめる。それだけ。

　いったい何が。

　朦もう朧ろうとしてくる頭が、なにかを言う。これが、巫み女こ姫ひめの力なのだと。

（あたしの、力？）

　でも、ちょっと違う気がする。なにか、自分自身が変。なにか身体からだが浮いているような落ち着かない気分。巫女姫の力だとは確信できるけれど、私の力ではないような気がする。

「あら、狐きつねがうずくまっているわ」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのていだった郁生は、サイドカーが二台彼女の傍かたわらまで寄ってきても、全然気づく様子はなかった。

　二台とも侍じ従じゆうらしい男に運転を任せ、サイドカーにはスタイルばりばりの、いかにも美女という安っぽい言葉が似合う女たちが乗っていた。ピンクラメのチャイナ服を着た女性が立ち上がる。

「私達がどうやらトップのようね。まあ、素す晴ばらしい光景だこと。こうでなくちゃあ」

「でも、狐さんは元気がないようよ。つまらないわあ」

　もう一人の金色スパンコール女がつまらなさそうに応こたえる。それぞれ、手に携たずさえていた長銃で、死体をぐりぐりとつつきながら、

「これも人魚の力かしら」

「ふふふ、面白いじゃないの」

　サイドカーから降りてきたチャイナ服女は、その黒ずんだ血で汚よごれた銃身を、座り込んだままぼうとしている郁生の頰に押しつけた。

「さあ、立ちなさいよ。たかだかこれだけでゲームは終わりにしないわよ。さあ、早く逃にげなさいよ、ぶざまに逃げ惑まどいなさいよ！」

「ほほほ。いけないわ、人魚さんは半分はヒトなのよ。そのような言い方は失礼よ」

　さんざめく高い女の笑い声。勝ち誇ほこった不協和音。今まで、誰にも押さえられることのなかった、強者の高こう慢まん。耳じ膜まくを突つき刺さす。

　うざったい。

　そう念じただけだった。

　かくん。そんな風に彼女達の首が折れた。不協和音が止む。ぐしゃんと細長い身体が崩くずれ落ちる。

「お嬢様!?」

　運転手の驚きよう愕がくに満ちた叫びが上がる。ふらりと郁生は立ち上がった。彼らの怒号も畏い怖ふの視線も微み塵じんも影えい響きようを及ぼさなかった。

　足が軽い。まるで、自分で歩いていないようだ。

　まっすぐ、記念講堂に向かって歩を進める。なにか、自分とは違う意識がこの身体を動かしている。そして、あたしはそれを認め、それでいいと感じているのだ。そんな奇き妙みような離り脱だつ感かんが、全身をとりまく。

「人魚よ！」

　第二陣じん、第三陣が向かいから突っ込んでくる。しかし、郁生に手を伸ばすのはかなわなかった。なぜならば、彼女らの乗ったサイドカーは、少女の五メートル手前で急にハンドルが切れ、近寄ることさえできなかったのだ。そして、永遠の若さと命を夢見た女達は、二度と夢を見ることもできなかった。

　背後にもうもうとまき上がる爆煙を一いち瞥べつもせず、郁生は覚おぼ束つかない足取りのまま、大通りを進む。

　これは、あたしじゃあない。

　奇妙なまでにはっきりと悟さとる。

　これは、佐伯紅生の力。あの、海の中で死んでいた少女の力。

　あたしを助けてくれるの、紅生。

　遠くで誰かが返事をしている気がした。死んでしまったあたしとそっくりな少女。双ふた子ごの姉さんなの、それとも、本当にあたしの母親なの。ねえ、答えてよ。ねえ。

　もはや、郁生の思考からハイソサエティクラブのことは消え去っていた。追っ手は既すでに追われものと転じ、行くところ敵なしの郁生を見て、悲鳴をあげながら逃げている。

　紅生が守ってくれている。どうして？　妹だから？　娘だから？

　解わかるのは、ただ一つ。

　あたしとあの子は、一つ。あの子はあたしの片割れだった。

　不思議な気分。あたしの身体は紅生が支配している。あたしは今、どこにいる？

　あたしって、何者なの？

　あたしって──本当は、誰？

　そこで、はっと郁生は覚かく醒せいした。意識が自分の元の鞘さやに戻ったかのように、感かん触しよくが戻ってくる。自分で自分の身体が動かせる。自分が戻ってきたのだ。

「……紅生？」

　呼んでみる。いらえはない。

「……やだ、急にいなくなんないでよ。ちょっと、まだあたしは逃げ延びていないのよ」

　その時、ばん！　と炸さく裂れつ音おんが轟とどろき、唸うなり声を上げて爆風が少女の肢体を襲おそった。髪がばらばらと頰に叩たたきつけられる。なにごと？　反射的に振ふり返った郁生の視野に。

「う──うそお」

　抑よく揚ようのない呟きを、我知らず洩もらす。ごうごうと紅ぐ蓮れんの炎ほのおがアスファルトを包みこんでいる。オレンジと紅くれないの火の粉こが飛び交う中に見えるのは、変形し始めた灼しやく熱ねつの金属塊かい。

「うっ」

　鼻をつく異い臭しゆうに郁生はむせかえった。これは、そうだ、旨うま味み調味料を焼いた時の臭においだ。生物の実験でやった。生物の実験。髪かみの毛の成分と一緒だからって。

（髪を焼く臭い）

「い、いや……」

　がくんと膝ひざから力が抜け、座り込む。腰が抜けた。

　愕がく然ぜんとした。驚愕にまなこを見張り、魅み入いられたごとく炎の狂きよう喜き乱らん舞ぶを凝視する。己おのれの起こしてきた惨さん劇げきを、初めて目にした、そんな風で。

（知らない）

（知らないよ、こんなの）

（あたしがやったんじゃない！　あたしじゃない！）

「どうして？　どうして否定するの。私がやってあげたのに」

「あなたを護まもりたいから私がやってあげたのに」

「どうして否定するの。どうして？　ねえ、どうして」

「！」

　声にならぬ悲鳴を上げて、郁生は口を己の両手で封じた。

　なに。

　なに、今の。

　自分の口が勝手に動いた。舌が勝手に喋しやべった。

「紅生……佐伯紅生なの？　まだ、あたしの中にいるの!?　ねえ！」

　ヒステリックな声を上げる。やはり返事はない。

　だが、今はさっきと違う。自我までも紅生に操あやつられていた時とは意識が違う。自分が知ってしまっている。

　戦せん慄りつが背筋を走った。

　郁生は無意識に立ち上がった。そして、歩き始める。始めはゆっくりと、それから徐じよ々じよに足を速め、小走りになって。

　やだ。

　やだ、どうしよう。

　死んだあの子があたしの中に居る。

　死んだはずなのに、死んでいるはずなのに！

「あなたを護ってあげるわ、郁生」

「紅生っ……！」

　守しゆ護ご霊れい。

　そのフレーズが郁生の脳裏をよぎった。彼女は心しん霊れい現象や霊れい魂こんの存在を信じていたわけではないけれど。でも。

（あたしを護る？　今までも護ってくれていたの、霊魂となってここに居るの？）

　はっと郁生は足を停とめた。既に記念講堂前の広場に、スタート地点に戻ってきていたのだ。そしてそこに、少女を思考の淵ふちから引き戻した原因、荷か風ふう王わ仁に丸まるが佇たたずんでいる。

「荷風、ワン丸……」

　未だまともな名を思い出せぬまま、郁生は呟いた。ぎりりと歯を嚙かみしめ、憎ぞう悪おと軽けい蔑べつを顕あらわに鋭するどく睨にらみつける。しかしながら、プライド高いハイソサエティクラブの会長は、そんな些さ細さいな誤あやまりは耳にも入らぬほど、破は顔がんして、喜色と興こう奮ふんで郁生を迎むかえたのだ。

「すばらしい！　すばらしいよ、郁生くん！」

「うるさいっ！　よくもこんな真ま似ねをしてくれたな！」

　荷風が自分を嘲あざわらっていると思い込んだ郁生は、震ふるえる拳こぶしを握にぎり締しめ、今にも飛びかからん形ぎよう相そうで怒ど鳴なりつけた。周囲には誰もいない。自分と荷風の対たい峙じのみ。

　相手は油断の塊かたまりだ。自分には今、紅生がついている。佐伯の巫女姫がここに居る。勝算は十二分にあるのだ！

　しかしながら、荷風はいきりたつ郁生を手で制すると、

「まあ、待ちたまえ、郁生くん。もうここにはクラブのメンバーはいない。君に傷きずつけられた者もいるが、大半はモニターでの君の鬼き神しんぶりに恐おそれをなして、この街まちからタシルに逃げ帰ってしまった。そうだよ、君の行動は全すべて街中に設置したカメラで記録されている。おっと、怒らないでくれ。ともかく、今は私と君の二人きりだ」

「だったらあんたも逃げればよかったじゃない。ふふん、残念だったね、あんたたちの思うとおりの人魚姫じゃなくて」

　苛いら々いらとする頭を押さえ、郁生は挑ちよう発はつするように嘲笑った。だが、荷風はその手には乗らず、おおげさな手振りで否定を示すと、

「とんでもない！　思っていたとおりだよ。思っていたとおりの巫女姫の力だ、君にもちゃんと存在していたのだね」

「!?」

　自信満々、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの荷風は、思いも寄らぬ返事に呆あつ気けにとられる郁生を、当然の反応と満足げに頷いて眺めた。それから、

「私の狙ねらいは最初からそこにあったのだよ、巫女姫の力の覚かく醒せいに。不老不死の人魚？　ふん、馬鹿らしい、そんなものがあったら、誰がみすみす他人に渡すというのだ。これは全て、君の巫女姫としての天てん稟ぴんを引き出す為の、私が仕組んだ芝しば居いなのだよ」

　悦えつにいって荷風は語る。郁生は混乱した。芝居だって？　どういうこと？　仕組んだって、どうして？　そんなことをする必要が一体このおっさんのどこにあるというのだ。分からない。大体、あの力は自分のものじゃない。佐伯紅生のものなのだ。

「あんな──大人数を動員して。仲間も騙だましたのね」

「仲間ではないよ。ただ、今まで利害が一致していただけの集団に過ぎない。利害が一致しなくなれば騙す騙されるもないのが私達の世界だ」

「こんなこと……あたしに巫女姫の力が出たとして、一体、あんたの為になにがあるというのよ」

「決まっているではないか」

　剣けん吞のんな郁生の視線をものともせず、荷風は両腕を広げると、唄うたうがごとく言った。

「私は君の力が欲しいのだよ、澤田郁生くん」

　郁生はぱちぱちと瞬まばたいた。そして、瞬しゆん時じに判断を下す。これは、つまり、

「……世界征せい服ふくでもやらかそうと言うの？」

　憮ぶ然ぜんと聞き返す。それを聞いた荷風、なんとも情けなさそうに顔をしかめて、

「世界征服！　なぜ、私のような教養も理性もある人間が、そんなゴミの役にもたたないことを企たくらまねばならないのだね！　私はね、郁生くん。君と二人で人生を楽しみたいだけなんだ」

「楽しむだあ？」

「そうだよ。私の財力と君のその力が融ゆう合ごうした時を考えてごらん。この世で誰一人とて味わえぬ、素す晴ばらしい世界が待っているはずだ。私についてさえ来れば、君は望むものはなんでも手に入るし、私の前にも新たなる未知の、血湧わき肉躍おどる世界が開かれるのだ。良い話だとは思わないかね？」

　喜き々きと語る荷風。そこで郁生は腑ふに落ちた。

「つまり、オークションごっこに飽あきてしまったあんたの、新しい余よ興きようってわけね」

「また、そういう可愛かわいらしくないことを言う」

　荷風は肩をすくめる。なんにせよ、図ず星ぼしを指されたのは明白な素そ振ぶりだった。これでカチンと頭にこない郁生ではない。どれほど蹴けり飛ばしてやろうかと思ったが、なんとか押さえ込み、代りにふふんと鼻で笑って荷風を見下す。そのこばかにした態度に、荷風はムッと口を曲げた。ざまあみろと心で舌を出す郁生が言うには、

「でも、残念だったね。これはあたしの力じゃないんだ」

「なに？」

　荷風の優越感に浸ひたっていた口調が消える。ことが自分の思いどおりに運ばなくなっていくのが認められない、そんな高こう慢まんな性格がありありと窺うかがえる。しめたとばかりに郁生は言葉を続けた。

「佐伯紅生があたしに憑ひよう霊れいしているんだよ。これはあたしの力じゃない、死んだ佐伯紅生の力なんだ」

「噓うそをつくな！」

　頰をぶつような荷風の叱責に、びくんと郁生は縮こまった。驚いた。なにもこんなに怒ることはないではないか。今までの紳しん士し然ぜんとした態度が一瞬に失せて、荷風は眉まゆをきつく寄せ、歯を嚙みしめている。短気というか、これはよほどプライドを傷つけられたのだろう。その怒ど気きに郁生、図はからずも後ずさる。

「う──噓なんかじゃない。確かに、佐伯紅生はあたしの中に居る。いつまで居てくれるか判わかったものじゃないけれど、でも、あんたをやっつける間くらいは居てくれるんだ」

「減へらず口を、今いま更さら。私と来るのが一番の幸せなんだ、私なら佐伯の社から守ってやれる。私と来い。来るんだ！」

「誰が行くか！　あんたなんか紅生が居れば！」

「いつまでも騙かたるな！　佐伯紅生がお前を守るものか！　ましてや、佐伯紅生の霊れいなんか居るわけないではないか、佐伯紅生は生き返ったのに！」

　どくん。

　心臓が大きく脈を打った。

　どくん。どくん。

　郁生は喉のどが詰つまった。見る間に少女のおもては蒼そう白はくになり、表情が堅かたく強こわばっていくのがはっきりと判る。

　なに。それは。

　どくん。どくん。どくん。

　佐伯紅生が生き返ったのに？　どうして？　どういうこと？

　郁生の返事が返ってこないのに、どうやら口くち喧げん嘩かの軍配が自分に上がったと認めた荷風、勝ち誇ってにやりと笑う。そして、たたみかけて、

「警察の死体安置所から先日、佐伯紅生の死体が消え去った。ぴちりと厳重に閉ざされた部屋が、内側から破られていたのだ。どういうことか分かるかね。つまり、佐伯紅生は息を吹きかえし、自分で扉とびらを開いて出ていったのだ。佐伯の社に彼女はいなかったかね」

　うそよ、うそ。あの子はここに居るもの。あたしと一緒に居るもの。

　どくん。どくん。どくん。どくん。

「紅生が生き返ったとすれば、お前はもうお払はらい箱ばこだ。それよりも、巫女姫が自分よりも強い力を秘ひめたお前を疎うとましく思わぬはずはないではないか。いや、自分の秘密を守る為に『同い年』な自分の娘の存在が邪じや魔までないはずはなかろう」

　勝った。荷風な愕がく然ぜんたるていの郁生を見て確信した。勝った。このまま、もう少し押せば、この少女は自分の手中に収まる。あと少し、もう少し。

　ゆっくりと郁生に近寄る。あと三メートル、二メートル。

「私なら君を守れる。さあ、私と来なさい！」

　少女の肩に手を置く、その刹せつ那な。

「いやああっ！」

　脳裏に蘇よみがえる。自分と同じ顔をした溺でき死し体たい。石せつ膏こうのお人形さん。紅くれないの布ぬのが海水を含んで、ひたひたと水すい滴てきを零こぼしながら引き摺ずられていく。べたりと肌はだが地面に吸われる。

　ざっと旋せん風ぷうが巻き上がったかと思うと、急激にそれは成長し、荷風を襲おそった。

　声を上げる間まもなかった。

　刃やいばを秘ひめた突とつ風ぷうは、荷風の表層を切り刻きざんだ。洒落しやれたスーツがずたずたに切り裂さかれ、端たん整せいな顔に幾いく筋すじもの血線が走り、髪かみが散らばった。その無数の鋭するどい刃やいばのいくつかは、剝むき身みだった首を通る頸けい動どう脈みやくを、確実に両断したのだ。

　鮮せん血けつが噴ふき出る。どうと男の身体が倒れる。地面がどす黒く染そまっていく。

「いや、いやあ、いやあ……」

　がくがくと震ふるえながら、郁生は両腕を自分の手でしっかり抱きしめた。

　あの子は死んだのよ。あれは佐伯紅生なのよ。

　佐伯紅生は生き返った。

「うそよ！　これは紅生よ、紅生がやったんだ！　あたしは知らない！」

　悲鳴に近い声が、生まれる前の都市にこだまする。がちがちと歯の根が合わない。なにが怖こわいの、なにをそんなに戦おののいているの。知らない。分からない。自問自答もできない。

　あたしの力じゃない、あたしがやったんじゃない。

　佐伯紅生が生きている。

　じゃあ。

　それじゃあ、一体誰がやったというの？

　あたしは、誰？

「あたしは、なんなの？　なんだっていうのよ！」

　助けて。誰か来て。このままじゃ気がおかしくなる。一人はいや。思考に溺おぼれてしまう。

「いやあ……」

　ぽたぽたと涙がとめどもなく零れる。誰か来て、誰か……

　はっと──

　郁生の異常なまでに鋭い聴ちよう覚かく神経に、ビリッと電流が走った。反射的に涙でぐしゃぐしゃの顔で夜空を振ふり仰あおぐ。

　ばらばらばらばら。確かにヘリコプターのプロペラ音だ。それを認めると同時に、郁生の双そう眸ぼうはその姿を捕とらえていた。

「ディック！」
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　ヘリが講堂前の広場に着陸しようとするのを、目を真っ赤にはらしながら郁生は見守る。講堂の全窓からの皓こう々こうたる照明が、ヘリの開口部から手を振るリチャード・クレイの姿を映しだした。

「もう……！　こんな遅おそくに来て！」

　憤ふん然ぜんとした口調とは裏腹に、郁生はこぼれんばかりの笑みを浮かべて手を振り返す。

（ディックが来た）

（ディックが来てくれた）

　今は、どんな単純な言葉でも、自分を迎えに来てくれた彼の声ならいくらでも感動に涙が溢あふれるだろう。これほどまでに人恋しいと感じた時は、十七年の人生の中で一度たりともなかった。

「きっと来てくれると思ったよ！　ディックが来てくれると信じてたよ！」

　狂喜に近い状態で、プロペラ音と強風に負けじと喉のどもはりさけんばかりに郁生は叫ぶ。誰に言うまでもない、自分自身に向かって叫ぶ。思っていた。信じていた。

（ディック！）

　ヘリが地上に着く。プロペラの回転が遅くなる。

　ヘリの足がレンガに触れるよりも早く、ディックは飛び出した。

「郁生ちゃん！　無事だった!?」

「無事なわけないよ！　もう、どうして早く来てくれないの！」

　安あん堵どに気を弛ゆるませ、甘えて口をとがらし歩み寄ってくる郁生に、ごめんごめんと謝あやまりかけたディックのおもてが、はっと強こわばった。

「郁生ちゃん、後ろ！」

「え？」

　きょとんとして振り返る少女の背後に。

　いつの間に忍しのび寄ったのか、そこにぬおっとうすらでかい大男が佇たたずんでいたのだ。驚きにひゃあっと飛びあがる郁生。それが誰なのか確かめる間もなく、一ひと抱かかえもありそうな腕がぬっと伸びたかと思うと、少女の細い首を鷲わしづかみにした。

「郁生ちゃん！」

「近寄るでない！」

　鋭するどい叱しつ責せきは女のものだった。ダッと駆かけ出したディックはたたらを踏ふんで、自分のまなこを疑った。この、筋肉ダルマに申しわけ程度に坊ぼう主ず頭あたまがちょこんと乗っけられている男が、こんなかん高い声を!?　天と地が引っくり返った大だい奇き跡せき、大異様。

　しかしながら、筋肉を鍛きたえ上げただけの男の陰かげからすっと現れた少女が、その声の持ち主だった。

　巫み女こ姫ひめ。

　佐伯紅生と同じく、巫女姫の証あかしである長い絹けん布ぷを両肩から下げている。紅生と異なるのは、その色が翠みどりだったことだ。

　年は十四、五だろうか。小こ柄がらでほっそりとした華きや奢しやな感じがする。目元は少々きついが、なかなかの美少女だ。古式ゆかしく旧きゆう家かのしきたりを尊ぶ社やしろの巫女姫に似つかわしい漆しつ黒こくの髪かみだったが、その双そう眸ぼうは血脈の色をしていた。

　ディックは啞あ然ぜんと見つめた。佐伯とは異なる社の巫女姫であることは間違いない。だが、どうしてこのようなところに？

「うぐっ……」

　妙な呻うめきを洩もらす郁生。きりきりと太い指が首に食い込む。突然のことに頭が混乱する。身体が動かない。判断が下せない。苦しい。息が詰まる。窒ちつ息そくする。

「誰だ、あんたたちは！　その子を放せ！」

　気き吞のまれていたディックが我に返り、自分と大男の体格差も気にせず飛びかかろうとする。

　が。

　巫女姫がすっと左掌たなごころをディックに広げて突きだした。途と端たん、ディックは見えぬ壁に弾はじき飛ばされ、ぶざまにごろごろと転がる。

「？？？」

　何が自分の身の上に起きたか把は握あくできず、ディックは地面に座り込んだまま周囲をきょろきょろ見回した。

「巫女姫の神じん通つう力りきだ、ディック」

　ヘリから降りてきた檜山教授が言う。そうだった。彼女達は普通の巫女とは違う、人外の超能力を多かれ少なかれ持った存在だったのだ。それでなければ巫女姫では有り得ない。

　巫女姫は年に似合わぬ大人びた口調で、

「来るでないと言うたのに。お主ぬしは何者よ」

「俺はリチャード・クレイ、その子の友達だっ。君こそ誰なんだ、郁生ちゃんを放せ！」
















　苛いら々いらしてディックは声を上げる。巫女姫は無表情のおもてを崩くずさず、

「吾われは秋あき庭ばの社の巫女姫、秋庭真ま琴ことじゃ。お主はなにか勘かん違ちがいをしておる」

「勘違い？」

　秋庭の巫女姫は頷うなずいた。

「これはお主の友の郁生なるものではない。これは、魔ま性しようなるもの、佐伯紅生じゃ」

「それは違うんだっ、彼女は佐伯紅生の──双ふた子ごの妹で」

　一瞬、ディックは加納医師に断言された母子おやこ説を話すべきか話さぬべきかためらい、しかし、ここでそんなことを問題にしてもしかたがないと考え、言葉を続けた。しかし、秋庭の巫女姫はそのことに敏びん感かんに反応して、耳みみ障ざわりに高い声でけらけらと笑った。

「双ふた子ごの妹とな！　これは笑しよう止し千せん万ばん。では、お主はこの娘がいくつか知っておるのか」

「じゅ、十七だ」

「哀あわれなこと。よしんば、これが佐伯紅生ではなくその双子の妹だとしても、双子ならば同おない年どしであろう」

　一体この少女はいくつの時からこんな口調でいるのだろうと訝いぶかりながら、ディックは巫女姫の言葉を待った。

　かっと巫女姫は目を見開いた。血色の瞳ひとみが夜に映える。

「佐伯紅生は魔性のもの。その齢よわい、十七にあらず。百を越えても二百を越えても、少女の面おも影かげで生き長らえる、四百のばばあよ！」

「四百!?」

「！」

　その言葉は朦もう朧ろうとする意識の郁生にさえ届とどいた。四百？　そんなばかな。

「結界は魔まを封ふうじ込めるもの。そのまま社の中におれば、吾々とて黙もく認にんしていたものを。何なに故ゆえにここにきて、俗世に這はい出てきおったのじゃ。吾らはもはや容よう赦しやはせぬ、佐伯紅生」

「ま、待ってくれ！」

　傍かたわらの男に合あい図ずする秋庭の巫女姫に、慌あわててストップをかけるディック。うろんそうに少女は彼を見返した。

「待ってくれ──その子は本当に佐伯紅生じゃないんだ。佐伯紅生は死んだんだ、首を絞しめられて海に投げ捨てられた」

「知っておる」

　さりげなく秋庭真琴は肯こう定ていした。

「あれは吾らの仕し業わざじゃ。吾らが紅生を殺した」

　いとも呆あつ気けなく殺人犯はんが現れ、ディックはまじまじと彼女を凝ぎよう視しした。巫女姫は続けた。

「あれは吾ら皆の意思よ。魔性を結界に封じ込めるが吾らの役目」

「吾らって、秋庭と佐伯の単なる勢力抗争じゃないのか」

「秋庭のみではない。このタシルに存在する二十五の社やしろで、佐伯を除いた全すべての社の意思じゃ。古来より、吾らには『佐伯の巫女姫には手をだすべからず。但ただし、かの者が結界を越える時、抹まつ消しようすべし』との言葉がある」

「だからって、殺すことないだろう！」

「紅生は不ふ死じ身みじゃ。こうして蘇よみがえっておる」

「これは澤田郁生だって！」

　頑がんとして譲ゆずらない秋庭の巫女姫。首を絞められ苦しげに顔を歪ゆがめている郁生に、ディックは焦しよう燥そうにかられた。突進してもまたあの力で弾き返されるだけだ。早く、どうにかしなくては。早く誤ご解かいを解とかなければ。

「佐伯紅生が四百歳という証しよう拠こはあるのかね」

　それまで口を閉ざしてじっと会話を聞いていた檜山が、不意に口を挟はさんだ。

「そなたは誰じゃ」

「天才物理学者、檜山寅彦だ。人間は普通は不老不死ではない。その反論に対する根こん拠きよを言ってみ」

　ふんぞり返って、檜山教授、問う。巫女姫はたじろいだ。どこをどうしたら関連があるのか妙な物理学者が突とつ如じよ現れ、突とつ拍ぴよう子しもないことを言う。こやつ、一体何者だ!?

「言ってみ。ほれ、早く言ってみ。言ってみい」

　じんじろりんと、秋庭の巫女姫を見み据すえる。これは、宿題を出した翌週に、絶対やってきそうもない奴やつを指して問い詰める時の目である。檜山教授の手にかかれば、権けん威いある秋庭の巫女姫とて、学生一個とかわりはなくなってしまう。年下であれば相手がなんであろうと、何をしても許されると思い込んでいる始末に悪い教授であった。

　それでも、常ならば自分に矛ほこ先さきが向けられる為に辟へき易えきものの檜山の悪質だが、この時ばかりはディックはほえーと感心してしまった。明らかに秋庭真琴は動どう揺ようし、返答に窮きゆうしているのだ。

「何も言えないかね。え？　やっぱり噓なんだな、ぜーんぶでたらめだね。うんうん、そうだろうそうだろう。みーんな、自分を正当化する為のでっちあげだあ。でたらめ、でたらめ、やーいやーい」

　せせら笑って檜山は言葉詰まる真琴を指差す。自分の所属の教授が一体なにを子供じみたことを、とディックは赤くなり、なんとかやめさせようと彼を押さえようとした。

　が、秋庭真琴はディックと違った意味でカッと頰を紅こう潮ちようさせると、

「でたらめなどではない！　佐伯紅生は四百じゃ！」

「根拠がないもーん、証拠がないもーん。やーい、噓つき」

「根拠など！　佐伯の社に不老不死の秘薬が伝えられているのを知らぬか！　それを吞のむたび、佐伯の巫女姫は若返り、乳ち飲のみ子ごに戻るを知らぬのか！」

　檜山に挑ちよう発はつされ、呆あつ気けなく引き込まれて喋しやべってしまう秋庭真琴。巫女姫として大人同様の理性と教養を持ち合わせていたとしても、やはり彼女は十四歳の子供なのだ。いや、理性が先行したばかりに、精神は実際の年齢よりも低いかもしれない。まるで小学生が周りに囃はやされ、ムキになって否定しているようだった。

「姫様っ……」

　隣となりのデカブツがなにかくぐもった声を上げた。ディックにはそれを聞き取ることはできなかったが、真琴は押さえがきかないようで、

「お黙りフィガロっ。かのように言われ、この秋庭真琴、黙って聞き逃すわけにはゆかぬ」

「だーってなあ。佐伯の巫女姫が外に出てきたら抹まつ殺さつなんて、ヘーんだもん。回帰祭で踊おどるのは外じゃないのか？」

「うるさい、うるさい！」

　次から次へと檜山に指摘され、秋庭の巫女姫はまともに応答できなくなる。それをディックははらはらしながら見守った。

「本当は不老不死の薬を自分が吞のみたいからじゃあないの？」

「！」

　それこそ、秋庭真琴は二の句がつげなくなってしまった。あまりのことに声がでなくなったか、それとも図星を差されたか。檜山教授と秋庭真琴の沈ちん黙もくの対たい峙じが暫しばし続く。両者ともわがままの塊のような存在である。全く引く気配は見えない。ディックと大男フィガロ、そして彼に束そく縛ばくされている郁生、固かた唾ずを吞んで二人の動向を凝視した。

　しかしながら、対立の場に強かったのは、やはり教授だった。

「……見ず知らずのそなたに言われるとは思わなんだ。ならば、見せてやろう、佐伯紅生が不死身であることを、フィガロ」

　命令を下す秋庭の巫女姫。男はかくんと頷うなずくと、その手に力を少し加えた。

「ぐっ……！」

　郁生が呻うめく。

「きょ、教授っ!?」

「おや、逆効果だったか」

　仰ぎよう天てんしたディックの言葉に、吞のん気きに応こたえる檜山寅彦教授。そんなあ、と非難の声を上げながら、彼はもはや傍ぼう観かんはしていられないと、ともかく走り出した。

「来るでないと言うたであろう！」

　巫女姫の叱しつ咤たで金かな縛しばりにあうディック。とことん情けない。

　必死に自分の首を絞しめつける指をもぎとろうとする郁生の、その苦く悶もんに満ちた表情を見て、秋庭真琴は口くち端はを上に吊つり上げた。

「郁生ちゃん、郁生ちゃん！」

「この娘を助けたいか。この娘を助けたくば、かの秘ひ薬やくをここへ持ってくるのじゃ」

「！　やっぱり、それが狙ねらいか！」

「なにを言う。吾われはそのようなものがあるからこそ魔ま性しようなる人が現れると思うて、ここで無に帰してやろうというのじゃ。有り難く思え」

　クククと巫女姫が愉ゆ悦えつに笑う。こいつ、もともと郁生ちゃんが佐伯紅生でないと知っていたのか！　ディックは動けない身体で唇を嚙みしめた。そして、自分の無力さを罵ののしった。なんて奴やつ。なんて役立たず。なんで俺なんかがここにいるんだろう、それこそゴミの役にもたたない。友達の危機を救えない！

「はよう、持ってき」

「俺がそんなもの知ってるわけないだろう！」

　やけになって怒ど鳴なり散らすディック。それを巫女姫はせせら笑った。

「なんて幼よう稚ちな返事じゃのう。お主ぬしが知らぬはずなかろう。この娘とお主は少なからずの縁えにしではないか」

「す、少なからずの縁」

　どうしてこうも皆、自分と郁生をくっつけたがるんだとディックは苛いら立だちながら、

「ともかく、そんなことは初耳なんだ、俺も郁生ちゃんも佐伯紅生の死体をこの目で見たんだ。死んだ人間が不死身なんて信じられないじゃないか」

「佐伯紅生は生き返った」

　秋庭真琴は、そんなことも知らぬのかと、侮ぶ蔑べつするように眉まゆをひそめた。

「警察の死体安置所から佐伯紅生の死体が消えたのじゃ。内側から戸を破られて。紅生はどこぞに生きておる。あの荷風の情報よ、間違いはない。ふふ、荷風も愚おろかな男よの。吾らの話にのこのこ乗ってきおって。利用されたとも知らずに」

　荷風の哀あわれな話も聞こえなかった。

　佐伯紅生は生きている。

　郁生の頭の中でなにかが鳴りっぱなしだった。ガンガンガンと、もうやめて、そういくら懇こん願がんしても鳴りやまない。制御できない。

　喉のどが痛い。息を吸うことも吐はくこともできない。脳裏に赤い花がポッポッと咲いては消える。涙が流れる。だらだらと流れる。頭が痛い。すごく痛い。死にそう。死んじゃう。

　このまま死んでしまうのだろうか。

　奇妙な感触が郁生を捕とらえた。このまま死んでしまうのか。佐伯紅生が不死身なら、自分はどうして不死身ではないのだろう。死にたくない。死にたくないよ。まだ、なにもやっていない。豆腐の味み噌そ汁しるだって吞のんでいない。リリコと約束したチーズケーキも食べにいってない。好きな人だって作ってない。キスだってしてない。あたしの人生、まだまだ終ってない。残っているのに。

　あたし、死んだらどこにいくの？　あたし、ここに居るのに。

　此こ処こに居るのに！

「私があなたを護まもってあげる」

　ギョッと誰もが振り返った。今のは誰の声だ？　ここにいる誰の声でもない。郁生に声が出せるわけがない。わけがないけれど。

（死にたくない）

（あたしは不死身じゃないの、紅生のように）

（紅生のように）

　あたしは──あたしは、紅生みたいにずっと生きていたい！　あたし、此処に居るのよ！　どこにも行きたくないの！

　それが、返事だった。

「どうして、これ、とれないの」

　あまりにはっきりした声だった。郁生の声。皆が目を見張って少女を凝視する。

　郁生のだらりと垂れ下がっていた手がゆるゆると伸び、己おのれの首に喰くいついてた指に触れた。途と端たん、ぼわっと指は更に太くなったかと思うと、風船のように膨ぼう張ちようし、破は裂れつした。

「ぎゃっ！」

　十じつ指しがふっとんだ大男は悲鳴を上げると、ごろごろとのたうちまわった。

「ゆ、指が、指があっ！」

　秋庭の巫女姫のおもてが紙よりも白く蒼あおくなっていく。ばかな。こんな力がこの娘にあるはずがない。よしんば、荷風の言っていたとおり佐伯紅生の娘だとしても、巫女姫の修しゆ業ぎようも積まなかった、こんな娘が。

「…‥佐伯、紅生か？」

　動揺と戸と惑まどいを隠しきれず、秋庭真琴は区切りながら尋ねた。束そく縛ばくが取れて、咳せき込んでいた郁生は、うろんそうに彼女を一いち瞥べつした。

「きゃっ！」

　真琴は金かな切きり声ごえを上げた。反射的に喉元を押さえ、膝をつき、大きく咳き込む。彼女の細く真っ白な首には、くっきりと手の跡あとが赤く浮き出ていた。

「郁生ちゃん……？」

　ディックもまた、不安が胸に渦うず巻まいていた。これは自分の知る澤田郁生だ。知っているけれど、けど。

「心配しないで」

　郁生は淡たん々たんと、なにごともなかったように喋しやべった。

「今──巫女姫としての力が、わたしの中に入ってきている、だけ……だから。心配しないで、上う手まく声が、でない」

　ぶつぶつと言葉が切れながら、郁生は人形のような表情で語る。

「み、巫女姫としての力って、郁生ちゃん──」

「大丈夫」

　事態を全く把は握あくできずにいるディックが声をかけるのを、一言で制して、郁生は檜山教授に向き直った。

「檜山先生、あの、ヘリコプターは、先生のもの……です、か？」

「確かに、私が借りたものだが」

「済みません、わたしを、佐伯の社まで、送って、下さい」

「郁生ちゃん！　あんな所に行く必要はないよ！」

　ディックの忠告に、しかしながら郁生は首を振った。

「わたし、行かなくちゃあ……回帰祭、が近い、のに。こんなところに、いられ、ない」

　空が白々と明あからんでくる。もうすぐ夜明けだ。紺こん青じように染そまっていた天てん穹きゆうは急激に色を失い、無色透とう明めいへとすりかわっていく。同時に朝の寒気が街まちを通り抜け始めた。

「回帰祭が、近いの、に……」

　目を細めて空を仰あおぐ郁生。そんな彼女をディックはおろおろと見るしかなかった。




　　　　ACT. 2




　うららかな昼下がりの午後。

　ほーっと、ディックは講座の机につっぷしながら、窓からの光景を眺めていた。初夏を匂におわせる木々の翠みどりが、大学を埋うめ尽つくしている。空は真っ青。地平に白い雲が湧わきでて、気持ちよいの一言で表せる眺めであった。

　だのに、リチャード・クレイの心は晴れ晴れせず、どんよりと曇くもっている。

「なんだあ、暗いなあ」

　檜山教授が飄ひよう々ひようと部屋に入ってきて、からかいの声をかけても、てんで意に介かいさない。心ここにあらず、の状態だ。そんなディックにむっとして、

「あ。澤田郁生くん」

「え!?」

　敏びん感かんに反応して、驚きと喜びの入りまじった声とともに、ドアに視線を投げるディック。無論、彼女がそこにいるはずはない。騙だまされたと判わかると、うらめしげに、そして少々照れて、

「教授う、からかうのはやめて下さいよ」

「つまらんもーん。なんだ、近頃の若者はあ。たかだか一日彼女に逢あえないくらいで、がたがた落ちこんで」

「誰が彼女ですかっ」

「違うのか？」

「違いますよ」

「なーんだ、つまらん。その割にはえらく暗いじゃないか」

　この人は一体何を楽しみに生きてるのだか……とディックは憂ゆう鬱うつな頭で思いながらも、渋々答えた。なにせ、この間以来、徹底的に弱みを握にぎられているのである。

「昨日、佐伯の社に行ったら、追い返されたんですよ。郁生ちゃんに」

「ほほう、それはそれは」

　興きよう味み津しん々しんで檜山教授は先を促うながす。

「昨日はあんなことがあってすぐだから、まあ、仕方ないと思ってたけど、今朝、電話がかかってきて、今日は叩たたき込みをするから来るなって言うんですよ。なんか、自分勝手だと思いませんか。自分が俺に来てほしいって言ってたくせに」

　口を尖とがらせてディックは不満をこぼす。それがなにを意味しているのか、当人よりもいち早く悟った檜山教授は、にたあと笑った。

「ディック」

「はい？」

「自分の気持ちに素直になるんだな」

「はあ？」

　キョトンとして見返すディックに、こりゃだめだと檜山は肩をすくめた。

「ま、明日は回帰祭だ、それが終わったらいくらでも逢えるだろうに」

「回帰祭……そういえば、佐伯の社のカール・ヤンセンも、柳りゆうさんも、回帰祭にえらくこだわっていたけれど、佐伯紅生のことよりも回帰祭にこだわっていたけど、なんで、郁生ちゃんまで──」

　言葉は尻つぼみになり、ディックは一いつ旦たんは起こした身体を再び机に投げて、ぼーっと窓を眺めた。それをばかばかしげに見下していた檜山だが、

「若かりし青春かな」

　ぼそっと呟くと、ディックが気づかぬ間に部屋を鼻歌交じりに出ていった。




　回帰祭。太陽が二十三・四度の緯い線せんを直下とする日に行われる、タシルの国祭である。神事を執とり行う佐伯の社は、数ケ月も前から準備を始め、その日に備える。その日が終了すると、新たに半年後の回帰祭に向けて準備に追われる。佐伯の社は年間を通して回帰祭に関わっているのだ。

　その、夏げ至しの回帰祭を明日に控えた、六月二十一日。

　一般参拝の門はこの日は固く閉ざされ、中は夜明け前からごったがえしていた。巫み女こ姫ひめの衣い装しようは万全か、従者のは揃そろっているか、神楽の楽器の調律は、白しら州すの状態は、輿こしは、プログラムの最終チェックは、云うん々ぬん。

　即そく席せき巫女や手伝いのおばちゃん、清掃員、社やしろの者全すべてが入り乱れて、上を下への大おお騒さわぎである。広大な敷地を持つ社が、この日ばかりは兎うさぎ小屋であった。

　その中で。

「郁生様」

　障しよう子じの向こうから声がかかる。

「夕食をお持ち致しました」

　返答はない。音もなく障子が開いて、御お膳ぜんに乗せられた夕食が部屋の中に置かれる。

　霊れい前ぜんの間まの一室だけは、周囲の喧けん騒そうも無関係だった。周りががちゃがちゃしているだけに、余計その静せい寂じやくが引き立つ。

　御神体の祀まつられている台の前で、澤田郁生は結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢で瞑めい想そうにふけっていた。

　佐伯紅生がそうだったように、『双子の妹』である少女もまた、回帰祭の前日は一人、この部屋にこもって、終日瞑想しているのだ──社にいる、事情を聞かされていた者はそう考えた。事情を、即ち紅生が殺害され郁生が替え玉となっていることを知らぬ者は、ようやく『気が高ぶっていた』巫女姫が元の調子に戻った、そう思った。

　とにかく、社は今夜一いつ杯ぱいまで猫の手も借りたい忙いそがしさで、誰といって少女の変化に気づく暇ひまもなかったのだ。ついでに、誰か見知らぬ者が一人紛まぎれ込んでも、まーったく頓とん着ちやくしない状況でもあった。

　豆腐や野菜、海草類の精しよう進じん料理を無言で機械的に食べていた郁生の手が、不意に動きを止め、箸はしを置く。

「──お入りになったらどうですか」

「失礼」

　背後の戸が開いて、意外なことに檜山寅彦がずかずかと上がり込んできた。

「意外なお方がいらっしゃること……それではもう、ばれてしまいましたのね」

　ゆったりと、眉一つ動かさず彼女は檜山教授を見上げる。檜山は彼女の前に座りながら、

「ディックは知らんよ。佐伯紅生くん」

　その名を聞いても、少女は艶あでやかな微び笑しようを返しただけだった。

「澤田郁生くんはどうしたかね」

「……こういうことは、口にはなかなか表しにくいことでして。あの子は、眠っています」

「ふーん」

　興味なさそうに檜山は適当に相づちを打った。

　明かりとりの蠟ろう燭そくがジジジと音を立てる。

「いかがなされましたか、檜山先生。私に直じかに聞きたいことでも？」

「まあ、そうだな。一つ聞かしてもらおう」

「なんなりと」

「君、魚を海に棄すてただろう」

　真面目な顔をして檜山、問う。暫くの沈黙の後、郁生──紅生はほほほと笑い出した。

「失礼、意外なことをお聞きになるので。確かに……私どもは養いきれなくなった御み水すい様を海に返しております」

「それは、何年前からかね」

「佐伯紅生の代になってからですわ。どうにも、紅生になってから成長抑よく制せいができなくなってしまって……郁生に持っていかれてしまったようですわ」

　あっさりと喋しやべってしまう紅生。それを聞く檜山も、別段驚いた様子もなく、ふんふんと頷うなずいた。

「それじゃあ、今、海面を異常なスピードで上昇させているのが、君のところの御神体だと認めるんだな」

「ええ」

「あの魚が、昔も同じように海面上昇を起こしたことは？」

「さあ……私の知っている限りは。あれは、佐伯の社の始祖が、この地の地下深くに埋うもれていた卵の化石を、孵ふ化かさせたのが始めなのです」

「化石の卵を孵化する？」

　怪け訝げんそうに檜山が繰り返す。

「先生、太古の蓮はすの種の化石が、見事に花を咲かせた例は知っていますでしょう。先生は、あれが【魚】だと本気で思ってまして？」

「ふうむ」

　紅生の意味深長な言葉に、感慨深げに檜山は頷くと、よいしょと立ち上がった。

「あら、もうお帰りですか」

「聞きたいことは聞いたんでな」

「無欲なこと。私、先生にならなんでも答えようと思っていましたのに。なぜかしら、先生はそういう気を起こさせますわ。きっと、あの人が学者だったから、あの人と同じ匂いがするせいですね」

　婉えん然ぜんと微笑を浮かべる巫女姫・紅生。その面めん様ようは、一週間前に彼の研究室を訪おとずれたまやかしの美少女、そのものだった。檜山教授はそれにはなにも応こたえずに、

「回帰祭が終わったら郁生くんにちゃんと返したまえ。ちゃんと自分の身体はあるのだろう？」

「……郁生に肩入れしますのね」

「でないと私がリチャード・クレイで遊べんからな」

　飄ひよう然ぜんと言う檜山に、今度こそ紅生は本気で笑った。

「面白い方……！　私、もっと早くに先生にお会いしたかったわ。そうすれば、今頃、こんなことは──」

　そこまで言って、紅生は首を振った。瞼まぶたを閉じ、暫しばしなにかを考え巡めぐらせて、

「先生のお言葉、心に置いておきますわ」

「そりゃあどうも。んじゃ、回帰祭、頑がん張ばってね」

　マイペースの御ご仁じんは、入ってきた時と同様、警けい戒かい心しんとか隠おん密みつ心とかとは無む縁えんのままに、平然と社の中を通って去っていった。それを郁生の更に研とぎ澄すまされた目で見送った紅生だが、

「本当に剛ごう毅きな方……あんなところまで、あの人にそっくりだこと」

　思い出してくすくす笑う。ありし日の姿が彷ほう彿ふつとしてくる。あの、己おのれの最も幸せな日々が。

（二度と戻ってくるわけがない）

（戻ってくるはずはないというのに、なぜ、私は……）

「郁生様……」

　すっと障子が開いて、カール・ヤンセンが顔を出した。周囲を窺うかがい、誰も近づいてこないのを確かめて中に入る。

「紅生──今の男は確か、タシル大学の……」

「手を出すでない、カール」

「しかしだな！」

「カール、私の言うことが聞けないの？」

　鋭い一いち瞥べつをカール・ヤンセンに与える紅生。それに気けおされて、カール・ヤンセンは言葉詰まった。

「……ふん、分かった。檜山には手を出さん。だが、リチャード・クレイは回帰祭が終わったらさっさと始末するぞ」

　ぶっきらぼうに言い放つカール・ヤンセンに、紅生はなにも応えなかった。白はく皙せきの美青年は、その整いすぎた顔を歪め、ちっと舌打ちすると、

「澄ましやがって、この女め狐ぎつねが。男がいないとどうにもならないくせに……！」

　吐はき棄すてるように言って、カール・ヤンセンは乱暴に戸を閉め去っていった。

「……なんと惨みじめなこと」

　大きなため息をつき、紅生は自じ嘲ちようした。それから、再び少女は瞑めい想そうに入ったのであった。




　六月二十二日。回帰祭当日。

　朝方から街まち中じゆうが活気づいている。回帰祭。年中行事の中でも特に大きな祭事である。メインストリートは既に交通封鎖され、警備員が歩道の点てん検けんをしている。広場や公園には回帰祭にかこつけた土産みやげ物ものや飲食店の露ろ台だいが立ち並び、街のホテルは近きん隣りん都市や外国からの観光客でどこも満室だった。

　街のあちこちで回帰祭の行事が行われている。暁ぎよう光こうを崇あがめる儀ぎだとか、冷水に入る儀だとか、得体の知れぬ催もよおしが行われている中で、ディックは屋外天体講習会というのを聞きにいった。太陽に関する一般的な事柄を説明しているのだが、これがタシル大学の天体物理学講座の教授だもので、お付き合い程度に参加しているのである。

「どーだ。ためになっただろう」

「ええ、まあ」

　檜山の問いに適当に答える。なぜ休日まで檜山教授の餌え食じきにならなければならないのだろう。朝早くから電話でたたき起こされ、講習会の手伝いをやらされたディックは、講習会自体は半分居眠りをしていた。

「ほーう。じゃあ、太陽系のケプラー問題、解いてみろ」

「そんなことやってないじゃないですかっ」

　ディックが昨年度一般力学の単位を落として、今年再履り修しゆうしているのを知っての攻撃である。どうせ俺なんか、と卑ひ屈くつになるディック。

「郁生くんの出で番ばんはいつかね」

「二時から、瑞みず野の公園です」

「んじゃ、お昼軽く食っていくか。今日は私が奢おごってやろう」

「え!?」

　信じがたき言葉が檜山教授から飛んできたのに、仰ぎよう天てんしてディックは佇たたずむ。

「なんだ、その反応は。お前の金で食ってもいいんだぞ」

「い、いいえっ、喜んで奢っていただきますっ」

　瑞野公園は国会議事堂の隣に広がる、都市タシルのセントラルパークである。翠みどりに溢あふれ、競きよう技ぎ場じようや格かく闘とう技ぎ場の設備も整っている。神楽かぐら巫み女こ舞まいの行われる舞台は、メインストリートと連続している催し場に組まれていた。

　佐伯の巫女姫が憑ひよう霊れいしたままの澤田郁生は、朝から誰一人とて言葉を交わさずに、社で待機していた。

　まず、佐伯の社で祭儀を行う。それから行列をなして瑞野公園へ向かい、神楽が始まる。一般から選ばれた【天道の使者】に御お祓はらいを行い、佐伯の社へ彼等と共に参向する。

　もう覚えるまでもない。いくどとなく行ってきた事柄である。佐伯紅生として、足の立たぬ赤あか子ごの時代から柳りゆう大だ地ぢに支えられ、そして去年の冬とう至じの回帰祭まで。

（郁生でも紅生でもよい。わたしは佐伯の巫女姫）

　冬至よりも夏至の回帰祭の方が一段と華はなやかで立派である。冬至の回帰祭はすぐ後に控えたクリスマスの陰かげに隠かくれて、儀礼的なものでしかない。だが、夏至の回帰祭は、夏本番を目前にした、夏祭りである。華やかで、熱気に溢れ、宗教色よりもお祭騒ぎの色の方が濃こかった。

「姫様、時間です」

　少女は立ち上がった。もう、後には引けない。今年がチャンス、今年しかないのだ。

（私は佐伯の巫女姫）

　おもむろに足を動かす。金きん繡しゆう綾りよう羅らの衣ころもをまとった巫女姫は、回帰祭へと向かった。




「山だ車しが来たぞーっ」

　ごろごろと、メインストリートを麒き麟りんや龍りゆう、鵬ほうなどの姿を象かたどった山車が幾台も往来していく。金銀に彩いろどられた伝説の聖せい獣じゆうは、初夏の日差しを辺あたり構わず反射させながら、人間の熱気の中を通りすぎた。

　ロープの張られた歩道の中は、見物客でごったがえしていた。一メートル下がったらもはや何も見えない。垣かい間ま見みることすらできない。両脇のビルの窓からも人々は覗のぞき、屋上のフェンスにも人垣ができている。

　あとからあとから色々な山車が現れ、街を練り歩く。これが夜まで続くのだから、タシルはこの日は完全な不ふ夜や城じようだった。

「巫女姫の輿こしの行列だ！」

　わあっとひときわ歓声が上がった。

　時代を間違えたかの古式ゆかしい礼服の一陣が、ゆっくりと牛の歩みでやってくる。紅こう梅ばいや紫し紺こんの鮮あざやかな色や、淡あわい浅あさ葱ぎや菫すみれ色いろに染そまった衣をまとった従者や少女達が、足並み揃そろえて先頭を行き、その後から何人もの男にかつがれた巫女姫の輿がくる。古代の絵巻物を見ているような壮そう麗れいさ、絢けん爛らんさ。

　額に太陽を象った金の冠かんむりを頂き、目にも鮮やかな紅くれないの衣装に身を包んだ巫女姫の姿に、誰もが感かん嘆たんの息を洩もらした。確かに、彼女にはシャーマン性があった。神しん厳ごんが芳ほう紀き十七歳の少女から漂う。佐伯の社の巫女姫。人外の力を秘める美少女。
















　行列は一時半に瑞野公園に到着する。

　カール・ヤンセンの口利きで舞台の一番前の席をとれたものの、郁生と会うことは固く禁じられて、ディックはますます不ふ機き嫌げんだった。輿から降りてきた郁生をちらりと見て、別段緊張している様子もなく、すっかりその気になっているのが、少しさびしかった。

「……ちぇーっ」

　それでも、せっかくの郁生ちゃんの晴れ舞台だと、なんとか機嫌を直して巫女舞を待つ。

　舞台の脇に並んだ楽がく人じんたちが一斉に音を奏かなでた。神楽かぐらの始まりである。

　竹製の縦たて笛ぶえや横笛、弦げん楽がつ器きやシロフォン、太たい鼓こなどが、のったりした、古いにしえの旋せん律りつを奏でる。独特な、それでいて頭に残らず右から左へ抜けていく、妖あやしい音楽。

　眠気をそそる単調な音楽を、突然、しゃん！　と玲れい瓏ろうとした鈴すずの響きが裂さいた。はっと瞼まぶたを開くと、両手に長い房のついた鈴を携たずさえた佐伯の巫女姫が、舞台をゆっくり歩んでくる姿が目に入った。

　非常にゆったりとした紅の寛かん衣いが、少女の動きにあわせてひるがえる。ドレープが次々と波をつくっては消える。

　しゃんしゃん。張りつめるような鈴の音が、観客を巫女姫に集中させた。

　白く細い手が、右へ左へ、上へ下へ、流れるように動いていく。陶とう酔すいしきった少女の、どこを見ているのか判わからぬ双そう眸ぼう。時折、だん！　と力強く舞台を踏みしめる足。しなやかにくねる肢し体たい。人々を魅み了りようさせる匂い。

「…………」

「どうした？」

　怪訝げに眉をひそめたディックに、檜山教授が尋ねる。

「いや……この間までとは、郁生ちゃん、全然巫女舞が違うんですよ。すごいギコちなくて、振りも全然覚えられなくって……今は……」

「今は？」

「郁生ちゃん、すごいなあ」

　本気で感心しているディック。あれが当人であることをちっとも疑っていない。檜山は肩をすくめた。

「ディック、お前って奴は、つくづく鈍感な人間だな」

「え？　な、なんですか、それは」

「まあ、あのはねっかえりお嬢さんにはこれくらいまぬけな奴が似合っとるかもしれん」

「？？？」

　神楽にあわせて少女は舞う。それは、紅の鳥の話。卵から孵かえった鳥が南へ向かう、長い長い、悠ゆう久きゆうの旅。

　妖よう麗れいな一挙一動に、紅の絹布が鳥の羽ばたきを表してひらひらとひらめく。飛ひ翔しようする鳥。大空を滑かつ空くうする鳥。

（金魚のようだ）

　茫ぼう然ぜんとディックは翼つばさの動きを追った。綺き麗れいだ。なんて綺麗な踊おどりだろう。どことなく胸の亢たかぶりを感じながら、ディックは巫女舞を見続けた。

　しゃんしゃんしゃん、と鈴の音が、幻げん想そうの世界へと誘いざなう。夢へと引きずりこむ。

　そして、およそ三十分の神楽は終わった。




　　　　ACT. 3




「郁生ちゃん！」

　ディックは禁じられていながらも、一応神楽が終わったことだし見逃してくれるだろうと、佐伯の巫女姫の控え室へ飛び込んだ。

　巫女舞の装束のまま、郁生──紅生は一人、座って瞑めい想そうしていた。ちろりとディックを一いち瞥べつして、再び瞼を閉じてしまう。

「郁生ちゃん、良かったよ！　俺、すっごく感動しちゃったよ。かなり特訓したみたいじゃん、この間まではへろへろで、はたから見ててはらはらしたけどさあ……郁生ちゃん？」

　語尾がつぼんで、ディックはきょとんとした面持ちで郁生を覗き込んだ。彼女はくくくとこばかにしたような笑いを洩もらし、肩を震ふるわせている。

「本当に、檜山先生がお気にいりなのが判るわ。なんて鈍感な人でしょう」

「郁生ちゃん!?」

「私は佐伯紅生よ、リチャード・クレイ」

　ほほほと笑う紅生。暫しばし、ディックは言われたことが把は握あくできずにその場に立ちつくし、それからようやく事情が吞のみ込めると、

「じゃあ、今踊っていたのも、紅生、さん？」

「そう」

「どうりで上う手まいと思った……」

　ぱちぱちと幾度も瞬またたく。一体、これはどうしたということなのだろう。あの時、秋庭の巫女姫が言っていたとおり、佐伯紅生は蘇よみがえったというのだろうか。

　それじゃあ、郁生ちゃんは？

「参向までまだ時間があります。話を聞きたいですか？」

「あ──」

「私は佐伯紅生。佐伯の社の巫女姫。あの時、あなたも聞いていたでしょうけれど、私は秋庭の巫女姫の言うとおり、総年齢四百を越えるのです」

「総年齢？」

「私は幾度も生まれかわっているのよ」

「じゃあ、不老不死というわけではなくて、リンカーネーション……？」

　巫女姫は、しかしながら首を横に振り、否定した。

「初めて気づいたのは、最初の子供を生む時だった。苦しい分ぶん娩べんの後、目を覚ませば、どうも自分が小さくなっているような気がしてならない。隣がなにか騒がしく、聞こえてくる声は、はっきりと母親が分娩で亡なくなった、と」

「!?」

　まさか。驚きよう愕がくも顕あらわに、信じられないという面持ちのディックを、紅生は愉たのしそうに眺めた。

「お解わかりかしら。私、自分の身ごもった子供と入れ替わってしまったの。それをもう何代も繰り返して、今、ここに居るのよ」

「そんなことができるわけない！」

「だから、できない子供の方は死んじゃうんじゃないの」

　ほほほと、笑って揚げ足を取る紅生。

「じゃあ、君はどうしてそんなことができるんだっ」

「食べたのよ」

　きらりと紅生の黒々とした双そう眸ぼうが光った。

「あの魚を食べたのよ」

「魚……御神体を？」

「昔、ある若い考古学者がいて、ふらりと迷い込んだこの地で化石の卵を発見したの。なんの変へん哲てつもない丸い石は、水の中に数ケ月入れて置かれ、気がつくと魚に孵ふ化かしていた」

「化石が孵化する？」

「したのよ。それで有う頂ちよう天てんになった学者は、ばかね、妻に食べさせようとしたの。強ごう引いんな学者は、妻に味をみさせてそれから学界に発表しようとしたのだわ」

「それで、君は食べたと……」

「魚のせいだとすぐに判ったわ。だって、生まれかわった私は、年に一度、魚を食べないと身体がぼろぼろになってしまうんですもの。この精神変へん換かんの力と一緒に、巫女姫としての力も芽生えた。この事実を知った夫は、学界を下り、ここに佐伯の社を築いて私と魚を護まもることに専念したわ。以来、夫は私の力でかなり延命したけれど、寿じゆ命みようには勝てず、死に、私は残り、新しい夫を迎むかえ、生まれかわり、また死に別れ……」

　紅生はそっと瞼を閉じた。幾度となく繰り返されてきた自分の数すう奇きな人生群を回かい顧こしているのだろうか。ディックの方は、なにがなんだかよく解らなくなってきている。

「で、でも、それじゃあ郁生ちゃんは……」

「そう、郁生。私が佐伯の巫女姫に収まって、初めての経験だった。双子を孕はらむなんて。私は一人、レセプターは二人。あなただったらどっちを採とる？」

　どっちを、と聞かれても、だ。ディックは真剣に悩んだ。悩んだ揚げ句、

「子供なんか作らなきゃよかったんだ」

「……そうね。さっさと、あの時、初めての子供を失った時に、一緒に死んでいればよかったかもしれない」

「あ、いや、そういう意味では……」

「でも、私は今日まで生きてきた。魚を食べるのをやめない限り、私は死ねない身体になってしまった。やめても本当に死ねるかも分からないわ。そして十七年前、次の身体として紅生を選んだの。郁生は、死産のはずだった。なのに、無事に生まれてしまって。私の、初めての子供！　私でない、私の子供！　嬉しさよりも恐きよう怖ふが先行したわ。もし、この子も私と同じ能力があったら──自分の子供とともに成長することも怖こわかった。私は、郁生を処分しようとして、柳に渡したの。でも、駄目ね、父親は。男は土ど壇たん場ばで意気地がなくて。私に隠かくれて郁生を封印し、養子縁組センターに送っていたのよ。十四年も私を欺あざむいて」

「柳さんが郁生ちゃんの父親!?」

　仰ぎよう天てんして、ディックは声を上げた。あの、六十もすぎたようなおじいさんが、十七の少女の父親だって？

「柳は先代、先々代の巫女姫の夫となった人よ。郁生に成長抑制の力があるのは知っているでしょう。あれは私の力だったの。柳も郁生が生きていることを私が知る前までは、四十半ばの顔をしていたのよ。もっとも、私が彼を見放してから急激に老ふけ込んだけれど」

「じゃあ、カール・ヤンセンは……」

「カールは三年前、柳の方から佐伯の社の秘密を嗅かぎ出そうとした泥どろ棒ぼうなのよ。単身乗り込んできた彼が気に入って、紅生の夫にしようとしたのだけれど……その頃には紅生の巫女姫としての力が衰すい退たいしてきているのに気づいていたわ。どんどん低下して、遠とお視みもままならない。魚も巨大化していく一方。社の地底湖の魚は、紅生の代になる前は全てが小魚のままだったの。魚の魔力は巨大化すると消えてしまうのよ。そして、巨大魚は卵も生まない。だから、卵を冷凍して、年に一つずつ孵ふ化かさせては食べていた。そんなある日、突然郁生が視みえた」

「私がかけた封印の徴しるしを、郁生──様が形成の手術で除去してしまったからです」

　突如、第三者の声がして、反射的に振り返ると、ドアに柳老人の小さな身体が佇たたずんでいた。彼は沈痛な面持ちで巫女姫を見、ディックの前までやってきた。

「自分の子供を手にかけるなど、できるはずもなかった。このまま何も知らず、育ってほしかった。始めは紅生様も、生きているならばそれでもよいとおっしゃっていたのに、カール・ヤンセンの奴めが、紅生様の力が低下したのは選ぶべき身体を間違えたからだなどとぬかしおって……！」

「柳」

　あくまで冷静な巫女姫が、興こう奮ふんしかけた柳老人を制する。彼は悄しよう然ぜんとうなだれた。

「そう……カールの言うとおりとしか考えられなかったわ。郁生が私の力を持っていってしまった。双子の選択を誤あやまってしまったわ」

「ちょっと待ってくれ」

　既に混乱をきたし始めているディックが、頭を押さえながら紅生を押しとどめた。

「思い出したんだが、君と郁生ちゃんの遺伝子調査を行った医者が、佐伯紅生と郁生ちゃんは親子関係にあると言ってたぞ。君の話じゃあ、遺伝子関係では双子と出なくちゃあおかしいじゃないか」

「そんなばかな……私と郁生は親子であるけど、双子でもあるのよ」

　これは初耳だと、巫女姫も驚く。しかしながら、柳老人が顔を上げて、

「もしやしたら、その調査には紅生様の髪の毛が使われたのでは」

「え……そうだけど」

「ならば、私のしわざです」

　柳老人の言葉に、拍ひよう子し抜ぬけるディック。

「以前、郁生様──が紅生様の舞まいの後の舞ぶ台たいで、なにやら捜さがし回っているのを見て、恐らくは紅生様に関するものを手にしようとしているのだと思い、どうせならば母親のものをと先代の姫様の髪を手渡したのです。向こうはすっかり私を忘れていたようですけれど。まさか、遺伝子調査を行うとは」

　はははと辛しん気きくさい笑いを洩もらす柳老人。とことん疲れた、そんな面持ちである。ピクンと紅生は震ふるえた。

「柳……お前、そんなものを携たずさえているの？」

　老人は答えない。暫しばらく沈黙が続いた。キリキリと、誰もの胸が締しめ付けられて痛んだ。

　誰を責めればいいというのだろう。

　誰が紅生を責められるだろう。責めていいのだろう。

　ディックはなにかを言おうともがいた。だが、巧うまい言葉が出てこない。気持ちが文章として形を成さない。

「な──なぜ、君は生き続けるんだ。不死身でも、魚を食べることさえやめれば」

　喘あえぎながら言葉を紡つむぐ。違う。こんなことが言いたいんじゃないのに。

「腐くさっていく自分の姿を、あなた、見続けていられる？　あの痛みを、あの苦しみを、あなたに解る？　口ではどうきれいなことが言えても、土ど壇たん場ばになれば誰だって同じよ。そう、郁生も同じ。不老不死を否定したのに、私になりたいと願った。だから私は……」

　紅生はワンテンポ置いた。それから首を横に振り、

「いいえ、私は──私は、初めての子を自分で殺してから、修しゆ羅らの道を選んだ。生きて、生きて、どこまでも生き続けようと……」

「だから、早くやってしまおうと言っているんだ、紅生」

　またもや新たなる声に、ぎょぎょっとなって飛び上がるディック。三人目の佐伯の社の人物、カール・ヤンセンが部屋に入ってきたのだ。両手に昏こん睡すい状態の少女を抱えて。

「郁生ちゃん！」

　だっとディックは駆け寄る。少女を焦しよう燥そうと心配の面持ちで覗き込んだ彼は、しかし、

「……あれ？　郁生ちゃん、じゃない」

　良く似ているけれども。

　ばっと部屋の奥で正座をしている巫女姫に視線を投げる。同じ顔。しかし。

「どうなっている……？」

「なんて愚おろかなんだ、ディック君。あれは澤田郁生の身体で紅生が乗り移っているのだ。そしてこれは、魂の抜けた紅生の脱ぬけ殻がらだよ」

　芝居がかった口調で、カール・ヤンセンはディックを露ろ骨こつにばかにする。むっとディックは口を曲げたが、考えてみれば確かに愚かなので、なにも言い返せずにいた。

　そんなディックはもう用ないと、カール・ヤンセンは紅生に向き直り、

「さっさと全部入れ換わったらどうなんだ、紅生。今日しかチャンスがないと言ったのは自分だろう」

　先日までとは打って変わったカール・ヤンセンのとげとげしい傲ごう慢まんな態度に、ディックは呆あつ気けにとられた。巫女姫は形の良い朱しゆ色いろの唇を嚙みしめ、柳老人は青年を無言のまま睨にらみつける。

「今日がチャンス──って？」

「その姫様の力がもう今年しか持たないってことだ。来年になれば処女巫女の力はもとより、肉体を入れ換える魚の力も消え失せる。この回帰祭が最後のチャンスというわけさ」

　ふふんと、カール・ヤンセンは鼻で笑ってディックを見下した。四人の内、三人が事態を承知している中に一人、投げ込まれ、全くディックは居い心地ごこち悪わるかった。よってたかっていじめられているような気がするのだ。実際、そうだったのだが、それでも彼は聞かずにはいられなかった。なけなしの科学者根性が、真実の究明を欲している──だけではないようだった。

「回帰祭、回帰祭って、一体どんな意味があるんだ？」

「あの魚の魔力は夏げ至しの回帰祭で最も効果を高めるのよ。なにかしら、引力の関係かしらね、宇宙的な生物なんだわ。その辺のことはあなたの方が詳くわしいのではなくて？」

「い、いや、こういう非科学的なことは……」

　紅生に反対に突っ込まれ、うろたえてしまうディック。その様子に微笑する紅生を見て、チッと苛いらだたしげにカール・ヤンセンは舌打ちすると、

「紅生、いつまでそんな奴に説明をしているんだ。どうせ、そいつは消してしまうのに」

「消す？　俺を!?」

　ディック、とっさに巫女姫に、柳老人に、カール・ヤンセンに視線を投げる。なんだって？　消す？　俺を？　つまり、殺すってことか？

　意味を吞のみ込んで頭が理解するのに、ワンテンポあった。それから、

「なんで俺が!?」

「頭は紅生になっても、身体の郁生がお前を覚えているかもしれないからだ」

　いきなり意味不明なことを言われて、ディックは驚きも忘れてキョトンとなった。こればかりは、どう頭を働かせたって、答えが導き出せるはずはない。

「冥めい土どの土産みやげだ。この際、全部教えてやろう。そこの佐伯紅生は、残りわずかな自分の肉体を棄すてて、本来のレセプターであった郁生の身体に乗り移ろうとしているのさ。その、肉体変換を行えるまでの力がもう限界にきているんだ。だから、今年が最後、魚を食べ続けてきた紅生もまた、回帰祭にその力を最大に発揮できるから、今年の夏至の回帰祭が最後のチャンスというわけだ」

「身体を乗り移る!?　そんなことをしたら、郁生ちゃんはどうなるんだ!?」

「それは、わからんな。郁生もなにやらの力があるようだし、紅生が成功するともかぎらん。双方自滅ということもありうる」

　あっさりとカール・ヤンセンは答える。ディックは衝撃にまなこを見開いた。それから、キッと瞼まぶたを閉じて座り続ける紅生を睨にらんで、

「君は自分が生き延びたいから、その為に郁生ちゃんを犠ぎ牲せいにするというのか!?　仮にも母親だったんだろう、血を分けた双子でもあるんじゃないか！　そうやって、何年も、何年も、他人を踏み台にして生きて、そんなに生きてなにがあるっていうんだよ！」

「他人ではない！　私が生んだ、私よ！　私のたった一つの細胞だった、私自身！」

　カッと頰を紅こう潮ちようさせ、紅生は叱しつ責せきのような声を上げた。しかし、珍めずらしくディックはひるまなかった。

「他人だよ！　子供は全然違う人格だ。大体、医学だって母体の中の胎たい児じでさえ完全に異物と認めているんだ。全然違う世界に、君が、別の世界が介入していいわけないじゃないか、だから拒絶反応が起こるんだ。自分の子供が自分なんて、そんなの生物じゃない！　君はなんとも思わないのか!?」

　自分でもよく解らないことをディックはまくしたてた。心が熱い。なにか言ってやらねば。言わなければいけないのだ。心ばかりが急いて、思考がよくまとまらなかったけれど、彼は頭に浮かぶ言葉をすぐさま羅ら列れつした。

「そんなの、生物環かんから外れている。どうしてそんなに生きたいと思うんだよ、子供に譲ゆずってやりなよ。郁生ちゃんは、郁生ちゃんなんだ。君のものじゃあないんだ……」

　言葉は、最後まで言い切ることができなかった。息を吞のむディック。

　紅生は瞬まばたきもせずにまなこを見開いたまま、はらはらと涙を流していた。

「私だって──私だって、生きたくて生きていたわけではない。ただ、いつか……」

　化粧が崩くずれる。白粉おしろいの混じった涙が衣装に染しみを作るのに、柳老人が慌あわてて布で涙を押さえる。それも気にせずに、紅生は強こわばった面持ちのまま、涙の流れをつくり続けた。

「巫女姫……」

　ずきんと、ディックは自責の念にかられた。そうだ、紅生を責めてはいけなかったのだ。紅生は被害者だった。誰よりも深く傷ついているのは彼女なのだ。修しゆ羅らの道を選んだ、巫女姫その人なのだ。

　それでも。

「紅生さん……郁生ちゃんを返してくれ」

　紅生に歩み寄り、ためらいながら、しかし、はっきりとした声でディックは言った。少女の毅き然ぜんたる顔が彼を振り仰ぐ。

　暫しばし、二人は見つめ合った。重い、緊きん迫ぱくと葛かつ藤とうの時間が流れる。

「……あなた、選ばれたわ」

　唐とう突とつに、抑よく揚ようのない調子で紅生は言った。え？　とディックが聞き返す前に、

「なんだって!?　畜ちく生しようっ、だから、郁生が見つかった時にさっさと入れ換わっていればよかったんだ！　見極めなんぞちんたらちんたらやっているから、秋庭の社にややこしい真似されて、とんだ時間をくって！　畜生、俺の今までの努力はなんだったんだっ」

　カール・ヤンセンが怒鳴り散らした。紅生の肢し体たいを抱える手に力が入り、青い血管がくっきりと浮かび上がる。ディックは自分が責められている気がして、首を縮めた。そして、歯ぎしりをして怒りと悔くやしさを顕あらわにしたカール・ヤンセンの様子を見ながら、おそるおそる巫女姫に尋ねる。

「あのう、選ばれたって、なにに……？」

「郁生に持っていかれた成長抑制の力が、あなたに適用されたのよ。心を配るもの、特に愛するものに延命が作用するの。ほら、あなた年の割には顔造りが若いわ」

「これは単なる童顔、郁生ちゃんに会う前からこうだったんだよっ」

　人が気にしていることを真面目な顔をして冗談にすると、ディックは憤ふん慨がいしたが、他の三人はいたって大真面目だった。

「ともかく、この感触は、そうよ、あなたが選ばれたんだわ」

「お前さえいなければ、俺が選ばれるはずだった。そう紅生との約束だった。郁生には相手がいないから、自分が乗り移っても自分の思うままになる。だからこそ、お前が郁生にひっついて現れた時、相手になる危険があるから、乗り移っても身体が覚えているから、さっさと消すつもりだったんだ」

　もうどうでもいいようで、嘲あざ笑わらいながらカール・ヤンセンは説明する。しかし、自分の語った言葉に、青年は腑ふに落ちた。紅生の肉体を抱えたまま、巫女姫に近づき、

「紅生、まさか、始めからこうなることが判っていて、時間稼かせぎをしていたのか？」

　少女は答えない。わなわなと腕が震えるカール・ヤンセン。

「紅生、答えろ！」

「そうよ！」

　カール・ヤンセンの怒号を弾はじき飛ばす勢いで、巫女姫は叫んだ。

「そうよ、判っていたわ、あの街で郁生がこの人の名をずっと叫んでいた時から。もう、私が介かい入にゆうする前から決まってしまったのよ」

「郁生ちゃんが、俺を……？」

　二人の会話の意味するところを、ほとんどといって言いほど、把は握あくできないディックだったが、その言葉だけはやけにはっきりと耳に飛び込んできた。どう取っていいのか解らず、とりあえず赤くなるディック。

「……お前さえいなければ、長寿と若さが俺のものになったんだ！」

　ぎらりとディックをカール・ヤンセン、睨みつける。そんなこと言われたって、だ。これは郁生の意思なんだから、とんだとばっちりである。

「で、でも、不死身になりたいなら、あんたも魚を食べればいいじゃないか」

　理不尽な責めにむっとしたディックは、いつになく言い返した。青年は鼻で笑うと、

「あの魚の効力は、残念ながら女にしか効きかないそうだ。魚を食べた女の恩恵を受ける男は一人。俺は三年も待ったんだ。三年間、紅生に仕えて──お前に俺の苦労が分かるか、この泥棒猫め！」

　少女の肢体を投げ捨てると、カール・ヤンセンはディックに飛びかかった。避さける間もなく、拳が一発、右頰に入る。簡単にディックは飛んで、部屋の隅すみを転がった。鉄の味がした。口の中が切れたらしい。

　無茶苦茶である。自分はなにもしていないというのに、この手荒な扱いはなんだというのだろう。文句があるなら郁生ちゃんに言えっ。そんなことに熱中していた自分の馬鹿さ加減を知れっ。くらくらする頭で、ディックは言い放った。つもりだった。初めて他人に殴なぐられて、頭はおろか、身体の方もショックでコントロールができなくなっているらしい。

「お前なんかにとられてたまるか！」

　キラリと蛍光灯の光に何かが反射した。カール・ヤンセンはスーツのポケットから取り出した拳銃を、慣れた手つきでディックに向ける。

「カール！」

「カール、やめんか！」

　紅生と柳老人の声が重なった、その時。

「うっ!?」

　突然、カール・ヤンセンの伸ばした腕に荷か重じゆうがかかり、だらんと垂れ下がった。身体を起こしかけたディックもまた、ぱたんと潰つぶれる。

「な、なんだ？」

　まるで、気圧が急に高くなったかのように、上から圧おされる感触が全身を取り巻いた。この異変は二人だけでなく、巫女姫にも柳老人にも生じているらしく、不安と戸と惑まどいにまなこを見開いている。首を動かすのも大変らしい。

「べ、紅生、お前、なにかしたのか……」

　声を出すのも辛つらそうに、重量が何倍も増した拳銃を落としてカール・ヤンセンは聞く。紅生はうろたえぎみに、

「私はなにも──」

「じゃあ、郁生が？」

　不意にわあっ、と外から歓声が飛び込んできたのに、びくんと四人は震えた。それから互いに顔を見合わす。身体が得体の知れぬ力に慣れてきて、まず戸の側そばにいたディックが控え室を出、他の三人もそれに倣ならった。

　荷重は小さな部屋だけの現象ではなかった。外に出ると、幾分軽くなったものの、重い空気をかき分けるようにして進まなければならない。空間が歪ゆがんで見える。なにか、ものの輪りん郭かくが揺れて見える。これは一体？

　舞台と控え室をつなぐ小道から人々の集まる広場へ出ると、歓声は一気に脹ふくらんで耳に飛び込んできた。

　全員が空を見上げて叫んでいる。

　つられて振り仰ぐ、その視界に。




　　　　ACT. 4




　全まつたく、予想だにしなかった光景が、天てん穹きゆうで展開されていた。

　誰が想像したであろうか。空が海とすり変わることを。

　ディックはぽかんと口を開いてそれを眺めた。

　天は空色よりも濃く深い紺こん青じよう色いろに染まっており、水が行う屈くつ折せつによる光のゆらめきが、そこにある。あたかも、自分達が酸素マスクをしょって、浅い海の底から上を眺めているような、そんな景色だった。

（海だ）

　そうディックは確信した。なぜならば、現実に海のある方向から、色とりどり・大小様々の魚の群れが、こちらに向かって泳いでくるではないか。

　後からやってきた佐伯の社の三人も、呆ぼう然ぜんとこの幻げん想そうに見入っている。

　種類ごとに群れを成した魚達は、ぐるぐると旋せん回かいしだした。そのまま直進していくものもいる。優ゆう雅がに空を泳ぎ、その体たい軀くをくねらせる。ここは海中水族館だろうか。心なしか、海かい藻そうが自分達の回りで水に揺ゆらめく幻想さえ、見えてくる。

「すごい仕掛けだなあ」

「本物みたいよ、あの立体映像」

「さすが、回帰祭の余よ興きようだぜ、スケールが違うよ」

　見物客から感かん嘆たんの声が上がる。なるほど、あの歓声はこれだったのか。

　しかし、本当に立体映像なのか？　違う。これは、一体。

「ディック」

　ひょこひょこと観客席から檜山教授がやってきた。

「なんだ、これは」

「俺が聞きたいですよ！」

「紅生くん、君のしわざか」

　先生、なぜ郁生ちゃんが佐伯紅生と──というディックの驚きを無視して、檜山は紅生に尋ねた。彼女は首を横に振り、

「いいえ、私ではありません。郁生にも、こんな力は……あ！」

　紅生は途中で鋭い悲鳴を上げ、口を手でおおった。目を見開いて、愕がく然ぜんと空を凝視する。

　巫女姫に集中していた視線が、そのまま少女の視線の先を追う。そして、誰もが驚愕の声を上げた。

　魚。

　ゆらりと、ビルの谷間から顔を出す。

　今、紅くれないの巨大な、測りしれぬほどに巨大な魚が、色も鮮あざやかに海から昇って、つうとこちらに迫せまってくる。

　空を見上げていた者全すべてが言葉を忘れた。ただ、ただ、その偉容を見つめていた。

　一体、どれほどの広がりがあるというのだろう。魚の腹が空を覆おおい、全てが紅くれない一色になった。ひらめくひれ、緩かん慢まんなえら。重そうに、のたりのたりと泳いでいく。

「御み水すい様……」

　柳老人は我知らずに呟いた。そうだ、あれだ。御水様。佐伯の社の地底で何百年と飼われてきた魚。魔性の魚。間違いはない。

　これは、魚ではない。こんな魚が居るはずはない。

「五万里の鯤こんか」

　ぼそっと檜山教授が呟いたのを、ディックは聞き逃さなかった。

「先生、それは？」

「なんだ、知らんのか。詩だよ、詩。北の海に鯤という魚が棲すんでいて、体長が五万里もあるんだそうだ。まさにこれじゃあないか、わははは」

　豪ごう快かいな笑いを飛ばす檜山。なんで物理学者の教授がそんな詩のことを知っているんだと、ディックは首を傾かしげたが、今はそんなことを追及している場合ではない。

　頭上を行く魚は、あまりにも広大無辺な為、本当に泳いでいるのか進んでいるのか旋回しているのか、判然としない。

「先生、これ一匹だと思いますか」

「思わん」

　きっぱり檜山は否定を言い渡す。今日が回帰祭でたいした混乱も生じずに良かったと、ディックは冷や汗を拭ぬぐった。

　魚はぐんぐんと上昇する。碧あおい空を、どこまでもどこまでも昇る。皆はやんややんやと口々に感想を述べながら、首を傾かたむける。

　そして、遂に人間の両目で全身像が捕とらえられるまでに、紅の巨大魚は遠ざかると、不意に、その巨体をうねらせ、くるりと一回転した。

　うわーっ。

　喝かつ采さいが飛ぶ。

　魚は、皆が見ている前で、鳥に変身したのだ。

　鮮あざやかな彩いろどりの翼が伸びる。悠ゆう然ぜんと羽ばたく。布のようだった尾お鰭ひれが、長い、幾本もの羽と化して、大気の海を揺らめく。

　ふっと、肢し体たいを圧していた荷重が、魚の変身とともに搔かき消えた。だが、その一ひと幕まくに呆あつ気けにとられていて、それに気づくものはいなかった。

　翼を広げた紅の鳥は、魚にも負けないほどの巨体で、あれだけの重量を支えるにはかなりの大気塊が必要だろう。そんなことを漫まん然ぜんと思いながら、ディックは眺めた。

「……なんで魚が鳥に変身するんだ」
















　全く非科学的だぞ、と憤ふん慨がいして檜山教授は言う。柳老人もカール・ヤンセンも、よもやこんなことになるとは思いもよらなかったのだろう。口を半開きにぽかんと見上げている。

　そして、紅生は。

　大鳥は大きく旋回すると、首を毅き然ぜんと持ち上げ、ぐんと更に上昇し始めた。

「どこまで上がる気だ……？」

　ディックの呟きに、悲鳴を上げた時の驚愕と戦おののきを顕あらわにしたまま、凝固していた紅生が、全ての呪じゆ縛ばくを振り切って叫んだ。

「あなた！」

　ぎょっと、喉のどもはりさけんばかりの絶叫に、誰もが巫女姫を振り向く。

　紅生は恥はじも外聞も、全てを忘れて叫んだ。

「あなた！　どこに行くの!?」

「紅生さん!?」

「紅生様」

　誰の声も耳に入らない。涙が溢あふれる。ぼろぼろ頰を伝って落ちる。拭ぬぐうことも少女はしなかった。ただ、上へ上へと遠ざかっていく紅の巨鳥を凝視して、眼球がこぼれ落ちそうなほど、見開いて。

「あなた、どこに行くの!?　私を残して！　私をこんな身体にしたあなたが、私を残してどこに行くの！　いやよ、帰ってきて！」

　紅生は駆かけ出した。だが、巫女姫のひらひらした衣が足に絡からみつき、そのまま倒れ込む。少女はめげなかった。再び立ち上がって、裾すそをたくし上げて走り出す。

「紅生くん！」

　檜山の叱しつ咤たに似た呼び止めに、びくんと巫女姫は反応し、おもむろに振り返った。

「どこへ行くんだ、紅生くん」

「……先生、私、あの人のところへ行かなくては」

「君の夫は、もう何百年も前に死んだだろう」

　檜山の指摘に、しかしながら、紅生は首を横に振ると、

「いいえ、あれは、あの人です。私、行かなくては。あの人に会って、ちゃんと聞かなくては、私、その為に今日まで生きてきたのだから」

　熱に浮かされたように言う紅生の、その決心は固く、どんなことがあっても揺らぎはしなかった。檜山はじっと彼女を見み据すえると、

「行って、何を聞くつもりだ」

「あの人の、謝る言葉が聞きたい。たった一言、私に謝ってほしかった。それだけでいいのに、それだけで私はこの修しゆ羅らの道から逃れることができたのに──先生、私、もっと早くに先生にお会いしたかった。そうすれば、私はあの人の呪じゆ縛ばくから……」

　残りは語られなかった。紅生はきっと唇を嚙みしめると、なにがなんだか把は握あくできず立ちつくす他の三人を一瞥した。

　もう、振り返らなかった。駆け出す。大洋へ、南へ向かって飛ひ翔しようする鳥を追って、紅生は群集の中を走る。巫女姫姿が効を奏したか、その不可思議な力によるものか、人々は少女に道を空けようと、潮しおのごとく引き下がった。

　佐伯紅生は行ってしまう。もう、帰ってこない。

　ディックは我に返った。少女の後ろ姿にそれを読み取った彼は、紅生が次にどうなるか判ったものではなかったが、このまま行かせるわけにはいかなかった。

　あれは、郁生ちゃんのものだ。

「待って！　郁生ちゃんを返せ！」

　ディックの声は観衆のどよめきと感かん嘆たんに搔き消され、疾しつ風ぷうのごとく走る少女には届とどかない。慌あわててディックは紅生の後を追おうとした。

　突然、視野に小さく映る紅生が、何かに蹴けつまずいて倒れた。

　倒れたまま、起き上がらない。

「巫女姫!?」

　焦しよう燥そうと動揺、不安も交まじえて、ディックはうっぷしたままの巫女姫に駆け寄った。他の三人も後に続く。

「紅生さん！」

　抱え起こした少女は、しかし、意識はあるらしく瞼まぶたを開いて、ぽろぽろと泣き続けていた。えぐっえぐっとしゃくりあげる声が、あれ？　とディックに疑問を湧わかせた。

「……もしかして、郁生ちゃん？」

「そうだよ、紅生じゃないよ、このスカタン」

　泣きながら罵ののしる郁生。返したんだ。ほっと安あん堵どするディック。人を責めるだけの元気があるならば、差し当たりは無事だろう。

「じゃあ、紅生さんは……」

　カール・ヤンセンと柳老人が顔を見合わせた。はたから見て判るほど、顔を強こわばらせ、二人同時に今来た道を戻る。

「紅生は、行っちゃったよ」

　ぐしゅぐしゅ鼻をすすりながら、郁生はとめどもなく溢れてくる涙を拭った。

「行っちゃったって？」

　ハンカチを渡しながらディックは問う。

「あの鳥と一緒に、空を飛んでいった。空の果てに行った」

　巨鳥は既に点としてしか見えないまでに、高く、遠く上昇し、成層圏けんを越えて中間圏を抜けて、紫に染まる電離圏へと入る。

「どこまで行く気だろう」

　もうあの高度では生物は生きていけないはずだ。ディックの視力ではもはや確認できない。

「……あの鳥は、宇宙を飛んでいくの」

「え？」

「あの鳥は、渡り鳥だから、南に帰っていくんだ。太陽の位置を測って、南へ」

「どうしてそれを？」

「紅生が教えてくれた」

　ディックは郁生を立たせてやった。戻ったばかりで安定しないらしく、ふらふらとよたついている。ひっくひっくと泣き癖ぐせのついてしまった郁生に、ずいと檜山教授が立ちはだかった。

「郁生くん」

「は、はい？」

「歳さい差さ運動の影響はどう説明するかね」

　なにを聞くかと思いきや、学者根性丸出しの檜山に、ディック、がくっとなる。

「教授！　今はそんなこと問題じゃないでしょうっ」

「なにい？　お前、そういういい加減な考え方をするから、いつまでたっても駄目なんだ。お前は何年物理学科に所属してんだ、このスカタンめ」

　暫しばらく収まっていた教授の悪趣味が復帰するのに、ディックは言葉詰まった。同じ罵ののしりでも、郁生に言われるのと教授に言われるのとでは意味が全然違う。

「教授う、なにもこんなところで言わなくても」

「こんなところでも言わん限り、試行錯誤ができない奴だからな、お前は」

　ぐさっぐさっ。鋭い槍やりで胸を突き刺され、世にも情けない顔をつくるディック。なにも、こんな公衆の面前で、郁生ちゃんの前で言わなくても……

　その二人のやりとりを聞いていた郁生は、涙を目に溜ためながら、笑った。明るい笑い声だった。

「郁生ちゃん。大丈夫？」

「大丈夫。大丈夫だよ」

　そう気き丈じように答えながらも、郁生はポタポタと涙を零こぼし続けた。軽く頭を振ると、

「ごめん──ごめん、大丈夫。ただ、紅生の心に触れたから。あたしん中に紅生が入ったように、あたしも紅生に触れたから……あの子、かわいそう。ずっと待ってたんだよ、ずっと」

　そこまで言うと、再び熱いものがこみ上げて、郁生は埃ほこりまみれになった衣で涙を拭った。涙と汗で化粧が剝はげ、目の下が黒ずんでしまう。

「郁生ちゃん、ともかく控え室に行こう」

　ディックが促すと、郁生は無言で頷き、よたつく足を引きながら歩き出す。

　もう、誰の視界からも紅鳥が見えなくなると、興奮に包まれて空を仰いでいた群集は、平静を取り戻した。平常と寸分違わぬ景色に戻った蒼そう穹きゆうと同じく、人々はなにごともなかったような様子でいる。確かに、今、目まの当たりにした異変劇について、皆は侃かん々かん諤がく々がくの感想を述べているが、それは日常レベルにおける珍しいことについての感想に他ならなかった。彼等には全てが虚像で、この暑さと興奮のるつぼにある回帰祭での余興の一つでしかなかった。

　人目をはばかって、郁生、ディック、そして檜山教授の三人は舞台裏へと入る。

「宇宙を飛ぶ鳥か。ということは、あれが宇宙人なのか？　私は神秘主義者ではないんだ、どうやったら真空の中を」

　ぶつぶつ檜山教授は呟いている。どうも、鳥が宇宙を飛んでいったことが、気に食わないらしい。

「あれは地球の生み出した生物なのか？　いや、ここは平和に宇宙外生物ということで円く収めようじゃないか。郁生くん、その辺のこと、紅生くんはなにか言ってなかったかね」

「いえ、そこまでは……」

「教授、なんかさっきから思ってたんですけど、なんでそんなに佐伯紅生さんと親しそうなんですか？」

　怪け訝げんな面持ちでディックは檜山教授に問う。すれば、もはや孫いる五十半ばのおじさま、いけしゃあしゃあと、

「うむ、私は昔からもてた」

「はあ？」

　素すっ頓とん狂きような声をディックが上げたのに、じろりと檜山教授は睨にらみつける。慌あわてて、

「あっ、そうなんですか、さすがは教授だなぁ……それで？」

「それだけだ」

　ディックは不可解な返事に、キョトンと教授を見返した。どうやら事情を知っている郁生が、くすくす泣き笑いしていた。

　元の控え室の戸を開いたディックは、中を見て足が停まった。

　中には、さきほどどこぞへ駆けていったカール・ヤンセンと柳老人がいて、そして、二人が抱えているのは紅生の遺体だった。

「どうしたの？」

　訝いぶかってディックの背後から覗き込んだ郁生が、あ……と深いため息を洩らした。佐伯の社の二人の顔が強ばっている。しかし、それは巫女姫を失ったことからくる衝撃ではなく、どうなったのか、また、どうしていいのか、分からないでいる戸惑いのていだった。

「あの、紅生さんは……」

　告げるのを躊ちゆう躇ちよしつつ、それでも郁生が知らせたことを言わなくては、とディックが声をかける。だが、それをカール・ヤンセンは抑よく揚ようない声で遮さえぎった。

「紅生が生きている」

「なんだって？」

「紅生は生きている。呼吸をしているんだ」

　ディックと檜山は信じられないと顔を見合わせ、二人の元に寄った。確かに、佐伯紅生の脱ぬけ殻がらだった身体は、胸元がゆっくりと上下し、睫まつ毛げもぴくぴくと小刻みに震えているではないか。

「郁生ちゃん!?」

　驚いて、扉の側に佇たたずむ郁生に、ディックが呼び掛ける。その声に、びくっと紅生は痙けい攣れんして、瞼を開いた。

「紅生様！」

　喜びに満ちた声こわ色いろで柳老人が呼び掛ける。だが、目覚めたばかりの少女はなにも反応せず、ゆっくりと半身を起こし、漫まん然ぜんとした面持ちで周囲を見回した。

　様子がおかしい──誰もの心に不安が横切った。

「紅生は行っちゃったの」

　ぽつんと郁生が呟いた。皆の視線が集まる中、少女は自分と同じ顔をしたもう一人の少女に歩み寄る。

「紅生は鳥と一緒に行ってしまった。だから、もうここにはいないの」

「じゃあ、これは誰なんだ!?」

　冗談を言うなとばかりに、カール・ヤンセンが食ってかかる。郁生は悲しげに目を伏せ、

「これは、紅生だった人が抜けた、佐伯紅生だよ。彼女に押し隠されていた、本当の紅生なの。まだ、自分が誰なのかも判らない。身体も頭もしっかりしているけど、自我だけがない」

「それじゃあ、記憶喪そう失しつと？」

　柳老人の困こん惑わくに満ちた問いに、郁生は首を横に振った。

「今までの紅生が戻ることは二度とない。これは、あたしと一緒に生まれた本当の紅生。あんたの子供じゃない」

　老人の小柄な身体がびくんと震えた。淡々と述べた少女を目を皿にして見返すが、郁生は気にもせず、膝を屈かがめると、まだ感情が身体と一致せずとりとめもない表情の少女を、おもむろに抱きしめた。

「かわいそう……！　あんたも、紅生も、あたしも。かわいそうなあんた、かわいそうな紅生、かわいそうなあたし！」

　感極まった郁生は、そのままおいおいと泣き出した。本当に、人間の涙は無む尽じん蔵ぞうかと思われるほど、彼女は泣いた。

「郁生ちゃん……」

「ごめん。明日は笑っている。明日は笑っているから、今日は泣く。ごめん」

　謝ることなんかないのに──ディックはもう声をかけなかった。他の誰も同じだった。なにも言えることはなかった。

「紅生様、参さん向こうのお時間です」

　扉の向こうから、何も知らぬ若い女性の、妙に現実味おびた忙しげな声がかかった。




　翌日、日曜日だというのに大学に呼び出されたディックは、呼び出した張本人、檜山教授を待って、海洋物理学講座の教室でぼーっと椅子に座っていた。

　二日続けて行われている回帰祭の、第二回講習会の手伝いをやらされるはずなのだが、もう二時間も待ちぼうけである。朝早くからやってきた自分の苦労はなんなのだろうと、ぼんやり考えながら、六階から見渡せる光景を眺めていた。

　潮しおの嵩かさは減少してはいなかった。檜山教授の推論によると、鳥に変身するにはある程度成長していなければならない。だから、まだ稚ち魚ぎよの魚が海にいる為に嵩は減少していないらしい。つまり、来年の夏至にあの光景が繰り返されるというわけだ。

　いつか魚が全て宇宙に帰ってしまった時、水没した街は陽の下に再び現れるのだろうか。

　昨日はあれから、参向があることをすーっかり忘れていて、大騒ぎになり、とっさに誰かが観客席で見かけたという、秋庭の巫女姫を引っ張ってきて、彼女に代理参向をやらしてしまったのだ。そのごたごたで、気がつけば郁生も佐伯紅生もいなかった。

　一体どうなったのだろう。明日にでも彼女の家を訪ねてみよう。そう、ディックが考えを巡らせていた時。

「ディックーっ、釣りに行こう」

　ひょこいと郁生が現れ、彼の肩を叩いた。突然のことに仰天して、情けなくもディックは飛び上がって椅子から転げ落ちた。

「ふ、郁生ちゃん!?」

「おはよー。なにやってんの、ばかみたい」

　けらけら大笑いする郁生。床に座り込んだディックは啞あ然ぜんと見返し、

「ほ、本当に笑っている……」

「あたし、有言実行な女だもん」

　へらへらした調子も、生意気な態度も、まったく以前と変わらない。

「思いっきり泣いたからさ、後は立ち直るだけじゃん。そうと決まったらあたしは立ち直るの早いもん」

　えっへんと、誇らしげに郁生は手を腰に当てて言った。

「昨日、あれからさ、柳のじいさまと話し合って、紅生はじいさまが佐伯の社で育てることになったんだ。んで、もう一度、巫女姫の勉強させて、身体と頭が覚えているからすぐ復帰できると思うけどね。カール・ヤンセンは社を出るって」

「郁生ちゃんは？」

「あたしは澤田郁生だよ、当たり前じゃん」

　けろりとして答える。そして、彼女は両手をディックに差し出すと、

「ディック、手を貸して」

「手？」

　キョトンとしながら、促うながされるまま差し出したディックの両手首を、郁生は固く握にぎり締しめた。

　ざん……！

　海洋物理学の教室が見る間に海の幻想に吞のまれた。はっと息をひそめるディックの視野は、空色から紺こん碧ぺき、紺碧から群ぐん青じよう、群青から限りなく闇やみに近い藍あい色いろへと染そまっていく。

　昨日、瑞野公園で体験した海の幻想。それよりも彩いろどりは更に深くなり、海というよりも、まるで宇宙に放り投げられたかのようだ。

「ふ、郁生ちゃん！　これは……」

「【魚】の記憶」

　そう淡々と答える郁生の肩の向こうに、魚の鱗うろこがきらりと光った。

「【魚】の血に流れる、あいつらの記憶。これがあいつらを呼んだ。これがあいつらを空に呼ぶ、宇宙に誘いざなう」

「宇宙って──」

　では、魚の綺き羅らめきと思ったのは、星々の輝き。銀河の彩り。

「檜山先生が言ってたとおりあの【魚】は宇宙的な生き物で、本当の姿は鳥なんだよね。この星で時がくるのを待って、成長して、空に帰っていく」

「時がくるって、夏至を？」

　次第に数を増してくる星雲に驚嘆して、目を円くしながらディックは尋ねた。が、郁生は首を横に振ると、

「もっと長い周期の変化──ほら、先生も言ってた歳さい差さ運動の変化を計って飛び立つの。その間ずっと待ってる、時がくるまで」

「今が帰る時期なのか。それじゃあ、【魚】が大きくなりだしたのは、紅生さんの力が弱まったわけじゃなくて……」

「あたしは抑制できたじゃない。きっと『紅生』たちの存在が、【魚】を食べた『紅生』という存在が、【魚】自身に影響したのだと思う。小さい【魚】は世代交代するの。大きいのはしない、空に帰る間際に卵を残していくだけ」

　郁生は感情も見せず語った。そんな少女にディックは戸と惑まどいながら、

「郁生ちゃん、それ──どこで知ったの？」

　ぎゅっと、ディックの手首を締める力が強まった。しまった。とっさに、言わなければいいことを尋ねてしまった、そう判断したが、とりつくろう言葉が見つからなかった。

「あたしの中にも【魚】の血が流れてる」

　押し殺したような声で郁生は呟くと、唇を嚙みしめてうつむいた。覗のぞき込んだ瞼まぶたがぴくぴく震えていた。

「紅生が出ていった時、【魚】が飛び立った時、あたしの中に記憶が蘇よみがえった。瞼を閉じれば今度は空が映る。宇宙が視みえる。紅生と同じように、行ってしまいたい衝動にかられる。きっとあの子は、こんな想おもいを一人で何年も何十年も抱えてたんだ」

「郁生ちゃん……」

「紅生の抜けた紅生には【魚】の記憶はなくなった。でも、あたしには在ある。ここに在るの。あたしには消せない！」

　叱しつ責せきするように郁生は言い放った。同時に腕も振り放し、幻げん想そうは搔かき消えてしまう。

　ディックはかける言葉も捜さがせず、ただ一緒になって、郁生とその場で佇たたずんでいる。

　朝の雀のさえずりが、異様に現実的だった。

「ディック、あたし、どうしたらいい？」

　独白的だった郁生が、いきなり自分にふってきたので、ディックはおおいにうろたえた。

「ど、どうしたらって、だって、その……」

　そこまで言って、諦あきらめたように大きく深呼吸する。そして、

「うまく言えないけど──郁生ちゃんは【魚】じゃない。ちょっとなにかを知ってるだけの、人間の女の子なんだ。俺はそう思う。なにも悩むことはないよ、郁生ちゃんは澤田郁生、そう自分で言ったじゃないか」

　内心、これで本当にいいのだろうか、こんないい加減なことを言っていいのだろうか、そうどぎまぎしながら、ディックはうつむいたきりの少女の言葉を待った。

　が、いつまでたっても彼女は顔を上げない。

「ふ、郁生ちゃん……？」

　不安になって覗き込んだ十七歳の少女は、必死に笑いをこらえる顔をしていた。ばれたと分かるや否や、お腹なかを抱かかえてわははと爆笑する郁生。

「あははは！　あー、おっかしいっ。ほんと、檜山先生じゃないけど、ディックからかうのっておもしろいんだ」

　けらけらと郁生が笑う傍かたわらで、口を開けて啞あ然ぜんとその豹ひよう変へんぶりを見つめるディック。

「そんなの、夕べの内に自分でたどりついちゃったもんねーっ。始めに言ったじゃない、あたしは立ち直るの早いって。えへへ」

「え、えへへってな！」

「でも」

　顔を真っ赤にしてディックが拳を振り上げるのを制すように、郁生は言葉を続けた。

「ディックがそう言ってくれるの、確かめたかったんだ。あたしだけの、あたしだけのよがりじゃないこと信じて、確かめたかったんだ」

　にっこりと笑う郁生。そう言われるとディックはなにも言い返せず、今度は違う意味で顔を赤くした。

「ディック、ありがと」

「……て、照れるじゃないか」

「あたしねー、まだ力が残ってるの。あたし自身は食べてないのにね。あと何年かは【魚】の帰る夏至がくるから、それが過ぎたら元に戻るかな」

「うーん。きっとそうだよ」

　そう返事をしながら、では加納博士の説が正しければ、あと何年か後には【魚】はいなくなって、海の嵩かさは低くなるのだろうか、そんなことを慮おもんぱかってしまうディックだった。

（とても正しいとは思えないが）

　極氷融ゆう解かい説が採とられる加納博士を憐あわれむディックとはよそに、郁生は携たずさえていたバケツを彼に押しつけ、釣つり竿ざおを振り回して言うには、

「ねー、釣りにいこーよ。いこーよ、いこーよ」

「な、なんだよ、まだ行くのかよ。もしかして、釣りが趣味なのか？　郁生ちゃん、おっさんくさいなあ」

「偏見！」

　ばこっとディックの頭を殴なぐりつける郁生。本当にさっきのしおらしい態度が噓のようだ。殴られた個所を押さえながら、ディックは非難の声を上げた。

「なんだよ、その態度は、散々人に心配かけて。少しは反省しろっ」

「やだよーだっ」

　べーっと舌を出して、拳を振り上げるディックから郁生はたたと逃げた。そして、扉の前で、

「だって、どんなに悲観しても、あたしはあたしなんだもの。あたしであることやめられないよ。あたし、自分が好きだもの、大切にするんだ」

　自分に対する自信に満ち溢あふれた笑顔。

「郁生ちゃん──強いな」

　幾度となく感心とともに口にしたフレーズ。

「一人だったら弱いけど、誰かがいてくれれば強いよ。強くなれる。集団意識のたまものね」

　郁生はにっこりと頷うなずいて応えると、釣り竿を振って、

「いこうよー、ホーリも待ってるよ」

「でも俺、檜山さん待って……ま、いっかあ」

　ディックはバケツを摑つかんで立ち上がった。二人、廊下を駆ける。

　街には祭まつり太だい鼓この音が響いていた。







　あとがき連続青春小説【そして、あたしはここにいる】第二回




　十一月の台風が訪れた平成二年の秋、小林さんは物理屋の友だちとお話をしていました。「今度の話の設定が決まったの」「どんなの？」「普通の男と強い女の子の話」。そこで、周りで別の話をしていた友人一同が、そのフレーズだけ聞いて大爆笑。「だって、モデルがすぐ判る！」。一体、どういう意味でしょう。

「ねこたま」が発売され、二冊目「まさかな」が出るに当たって、いよいよ本格的に小説家への道を歩み始めた小林さん。物理屋の家にも足を突っ込んでいますが、小林さんと活字の関係は、たかだか四年間の物理（実際は数学）漬づけで崩くずれてしまうほど、やわなものではありません。なにしろ、親からして、活字とは深い縁があるのですから。

「二人はどうやって出会ったの？」「本屋でおんなじ本を手に取ったの」。

　青春テレビドラマじゃないんだぞ。

　親のたわごとはともかく、小林さんは幼年時代から本を読むのが好きな少女でした。最近は活字を使わないそうで、全く風情がなくなったものだと、小林さんは思います。

　もともと、童話作家になるぞと息まいていた小林さんは、中学時代にＳＦメルヘン作家になるぞと決心し、ファンタジー作家を経て、ＳＦファンタジー作家になってしまうのか、と、「まさかな」を手に考えたものです。

　しかしながら、女王様は自分の放言にいちいちこだわってはいないものです。ランダウ・リフシッツを左手に、セイコー・ワープロを右手に、小林さんは笑います。

「ＳＦでもファンタジーでも純文学でもなんでもきなさいっ。あたしは、あたしというジャンルで生きるのよ」


つづく　　



　第三回、こうごきたい。

「まさかな」は、本来なら書く予定のなかった話です。「ねこたま」とこれの間には二つ話があったのですが、一つは編集さんに「これじゃ、ねこたまのファンはついてこないよ」と言われ、もう一つは自滅しました。だから、「ねこたま」の傾向と似た話、ということで、これが出てきたのです。物理科学生というネタは、結構おもしろいので、また別の話で書くでしょう。

　傾向といえば、題名ですが、「ねこたま」[image: ↓]「まさかな」、しりとりではありません。前者は私が考えましたが、今回は、同じ物理学科に所属している松邑勝治くんにつけてもらいました。私は「回帰祭」とつけたかったのに（「さかなかさ」「さかなかな」という案もあった）。文句とセンスの疑いは、彼に言って下さい。

　それから、ディックの名前はリチャード・ファインマン氏からとらせていただきました（物理科学生必読書、ファインマン物理学！）。リチャード・クレイダーマンからではありません。

　更に、この話のきっかけとなった、みらくるわーるど宮代町の山本さんちの金魚のデブくん（体長三十センチはある夜店で買った金魚だ。宮代の水は甘いのか？）に、感謝して、あとがきおわります。




　　平成三年十二月十二日　富士見書房にて


小林めぐみ　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






『まさかな』である。

『ねこたま』でデビューした小林めぐみの長編書き下ろし第二弾である。

　またまたヘンな話である。男の子と女の子が出会って、巨大な金魚が〇になって××××してしまうという話である（まだ読んでいない読者のために一部伏ふせ字）。

　前作と違って舞台は西洋ファンタジー風ではない。近未来的な世界だ。だが、物語はより一いつ層そうファンタスティックな内容である。

　これは解説である。

　しかし、内容の解説はしない。

　読んで、それぞれに想像をめぐらしてほしい。

　それだけだ。

　では、なにを書くかというと、前作『ねこたま』の解説の訂てい正せいである。

『ねこたま』の解説で小林めぐみは十九歳の大学生だと書いた。ところが、小林めぐみは当時まだ十八歳だったのだ。体育理論をさぼって編集部であとがきを書いてくれた（いつもすまないねえ）現在が十九歳なのだ。

　これはひとえに担当編集者（つまり筆者）の誤解とおっちょこちょいが原因である。

　関係各位に深くお詫わびするとともに訂正する次し第だいである。ごめんなさい。

　さて、しめくくりはいつもの文句である。

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう!!










まさかな








小こ林ばやしめぐみ





[image: ]





平成26年7月19日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp




(C)Megumi Kobayashi, Hiroyuki Kato & Keisuke Goto 1992





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『まさかな』平成4年1月25日初版発行

平成5年6月25日再版発行















item/image/cover.jpg





item/image/p277.jpg





item/image/p155.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-min-u2026-yoko.png





item/image/p073.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p225.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		海洋物理学講座日誌



		第一章　佐伯の社の巫女姫



		第二章　鯤



		第三章　いまどきの大人たち



		第四章　回帰祭



		あとがき



		解説　　編集部



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p185.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
BEEF 1213 BARLLBIZEEE,





item/image/p097.jpg
Nl

bz ‘W e
i | g 8L,

) = &)






item/image/p251.jpg
T

. ,@o,s,_ )

| <& S (o

\ r N OW\O\NO \\ I ‘ A “ n\\\ ’ ,
| 0@ XNe7 7/ j Mm \ |
N - \\ o 0 oS ! \M\‘& \\M \‘L . \\M \ |

&- DP % “AnNn 4 \\& _T /%_






item/image/p045.jpg
o

[

e
0

//w@

(({) >
j el Lory,
i et Sz
ol dHlseld Wz >
\\i\ ///é_ \ < < @
S T Ol
N TG ) e~
) - ||
? w0 ©[ \o\\ /;,) B
N y /l\\(
v o 2=
¢ \\ ) \Ewi
® A \ \ \ ’//
A I
0. 4
Dgu
INERLEA \






item/image/kuchie-002.jpg
A

/l"x \‘ 4
(1

= £

: A
7
D






item/image/kuchie-003.jpg
S——"Av B

e 2 ] L8 |
AT A4S
.w LHE A /5 ) ]
X 7\ = 7 4 \ /]
£ ] =
I
\ 41’ T, e 7

—






item/image/p009.jpg





item/image/gaiji-min-u21e9.png





